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Ⅰ 組織運営 
 様々な法改正に対応し 、 育児休業や介護休業等に係る規程の改正を 行っ た。  

今年度は、 役員等（ 理事、 監事、 評議員、 評議員選任・ 解任委員） の任期満了と 、 民生・ 児童委員の一斉

改選に伴い、 役員等の改選を 行っ た。  
１ 法人運営 
（１）役員および評議員等             

（２）会議関係 

ア 理事会 

イ 評議員会 

ウ 監事会 

エ 評議員選任・解任委員会 

 

２ 会員・会費・寄付等の状況 
（１）会員・会費                  

区 分 理 事 監 事 評議員 相談役  

定 数 12～18 名 2 名 19～25 名 若干名  

現員数 17 名 2 名 21 名 0 名 （ R8. 3. 31 現在）  

開催日 内    容 

R7. 6. 5 

( ｵﾝﾗｲﾝと 併用)  

（ １ ） 会長およ び常務理事の職務執行状況報告 ( ２ )  令和６ 年度 事業報告について 

（ ３ ） 令和６ 年度 収入支出決算について ( ４ )  令和７ 年度 収入支出補正予算につ

いて ( ５ )  規程の改正について （ ６ ） 次期役員候補者の推薦について （ ７ ） 評議員

選任・ 解任委員の選任について （ ８ ） 次期評議員候補者の推薦について （ ９ ） 次期評

議員候補者の推薦について （ 10） 令和７ 年度第１ 回評議員会日程について（ 11） 役員

等賠償責任保険契約について 

R7. 6. 23 （ １ ） 会長の選定について（ ２ ） 副会長の選定について（ ３ ） 常務理事の選定について 

R7. 11. 14 

( ｵﾝﾗｲﾝと 併用)  

（ １ ） 会長およ び常務理事の職務執行状況報告 ( ２ )  令和７ 年度 収入支出補正予算

について（ ３ ） 次期役員候補者の推薦について （ ４ ） 次期評議員候補者の推薦につい

て （ ５ ） 豊玉障害者地域生活支援セン タ ーおよ び石神井障害者地域生活支援センタ ー

の運営に係る規程の改正について （ ６ ） 評議員会の開催について （ ７ ） 独立行政法

人勤労者退職金共済機構・ 中小企業退職金共済事業本部退会と 新たな退職金積立の預け

先について 

決議の省略 （ １ ） 職員給与の改定について （ ２ ） 改善状況報告書の提出について 

R8. 3. 16 

( ｵﾝﾗｲﾝと 併用)  

( １ )  会長および常務理事の職務執行状況報告 ( ２ )  令和７ 年度 収入支出補正予算 

について ( ３ )  令和８ 年度 事業計画について ( ４ )  令和８ 年度 収入支出予算につ

いて （ ５ ） 規程の改廃について （ ６ ） 貸付金の償還免除について （ ７ ） 施設長の任

命について（ ８ ） 役員候補者の推薦について （ ９ ） 令和７ 年度第３ 回評議員会日程に

ついて 

決議の省略 （ １ ） 職員給与の改定について 

開催日 内    容 

R7. 6. 23 

 

（ １ ） 令和６ 年度 事業報告について （ ２ ） 令和６ 年度 収入支出決算について 

（ ３ ） 令和７ 年度 収入支出補正予算について（ ４ ） 次期役員の推薦について 

R7. 11. 25 （ １ ） 令和７ 年度 収入支出補正予算について（ ２ ） 次期役員候補者の推薦について 

R8. 3. 24 

 

（ １ ） 令和７ 年度 収入支出補正予算について（ ２ ） 令和８ 年度 事業計画について 

（ ３ ） 令和８ 年度 収入支出予算について（ ４ ） 役員候補者の推薦について 

開催日 内    容 

R7. 5. 23 

 

（ １ ） 令和６ 年度事業、 決算および資産状況の概要説明 （ ２ ） 令和６ 年度事業、 決算

およ び資産状況に対する監査 

開催日 内    容 

R7. 6. 5 （ １ ） 新評議員（ ４ 名） の選任について 

R7. 11. 27 （ １ ） 新評議員（ ８ 名） の選任について 

区  分 対   象 件   数 金   額 

正 会 員     
個人 

( 年会費 500 円以上)  

  1, 534 件 

（ 114 件減）   

   1, 356, 500 円 

（ 95, 500 円減）   
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（２）寄 付                  

（３）積立金・基金   

ア 積立金 

イ 基 金 

 

３ 苦情解決制度 

利用者・ 相談者から の苦情に対する 体制を 整え、 利用者・ 相談者の権利を 擁護する と と も に、 事業の改

善と 信頼確保を 図る ため、 第三者委員によ る苦情解決制度を 設けている 。  

令和７ 年度は、 各部署の担当者で構成する 苦情受付担当者会議を 年４ 回開催し 、 各部署で受けた苦情の

内容を 共有し 、 意見交換を 行う と と も に、 苦情の傾向分析を 行っ た。 「 苦情解決第三者委員会・ 苦情受付

担当者会議」 を 年２ 回開催し 、 苦情解決第三者委員に事業改善のための助言を 受けた。  

また、 苦情解決第三者委員によ る施設巡回を 各施設２ 回ずつ実施し 利用者や家族から の相談を 受けた。  

（１）事業実績 

ア 苦情解決第三者委員会・苦情受付担当者会議  

特別会員 
個人 

( 年会費 3, 000 円以上)  

  483 件 

（ 42 件減）   

  1, 889, 500 円 

（ 1, 092, 503 円減）    

団体会員 
町会自治会、 施設団体等 

( 年会費 5, 000 円以上)  

   226 件 

（ 11 件減）  

 4, 108, 000 円 

（ 117, 350 円減）    

計 
2, 243 件 

（ 167 件減）   

   7, 354, 000 円 

（ 1, 305, 353 円減）  

区    分 件   数 金   額 

一 般 寄 付             

( 練馬区敬老祝品寄付（ 83 件／246, 500 円） 含む)  

 

268 件 

（ 68 件増）  

4, 081, 808 円 

（ 315, 260 円増）   

練馬ボラ ンティ ア・ 地域福祉推進センタ ー寄付 

 

21 件 

（ ６ 件増）  

312, 610 円 

（ 137, 847 円増）      

計 
289 件 

（ 74 件増）  

4, 394, 418 円 

（ 453, 107 円増）   

名  称 積立金額 目    的 

財源調整積立金 241, 221, 135 円 
予想でき ない大き な収入減、 あるいは支出増に備え、 年

度間の財源を 調整し 、 財源の安定を 図る。  

運用資金積立金 20, 000, 000 円 
年度当初において、 区の補助金等の収入が確保さ れる ま

での間、 法人運営に必要な資金に充てる。  

計 261, 221, 135 円 
 

名  称 基金額 目    的 

ボラ ンティ ア基金 

( 昭和 61 年度設置)  
209, 389, 352 円 

地域福祉の向上を めざ し 、 民間ボラ ン ティ ア活動の育

成助成を 目的と する。  

福 祉 基 金         

( 平成元年度設置)  
259, 869, 359 円 

自主財源の確立により 事業運営の安定を 図る と と も

に、 計画性ある 活動の維持・ 推進を 目的と する。  

碓 井 ミ ヨ シ 基 金         

( 平成３ 年度設置)  
85, 218, 979 円 

故・ 碓井ミ ヨ シ氏の遺志により 、 高齢者福祉の向上に

役立てる こ と を 目的と する 。  

長 尾 幸 作 基 金         

( 平成４ 年度設置)  
200, 000, 000 円 

故・ 長尾幸作氏の遺志によ り 、 低所得者への修学育英

資金と 一時的生活困窮者の救済のための法外援護緊急

たすけあい事業を 目的と する。  

福祉の森の燈火基金 

( 平成５ 年度設置)  
10, 000, 000 円 

区民の福祉向上、 特に高齢者の介護の質的・ 量的向上

に対する 助成および育成を 目的と する 。  

計 764, 477, 690 円 
 

 

開催 開催日 内    容 

第１ 回 R7. 6. 9 
令和６ 年度下半期苦情報告、 第三者委員福祉施設巡回報告、  

情報交換 他 
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イ 苦情解決第三者委員による福祉施設巡回 

（２）苦情等の内容分類 (４月～３月)          （３）苦情対応状況分類（４月～３月） 

 

（ ※令和６ 年度苦情件数 50 件）  

                          

 
                        

（４）苦情の傾向と総括 

苦情件数は昨年度より 11 件減少し た。 苦情の内容は「 事業の進め方」 が 51％、 次いで「 職員の接

遇」 が 26％、 「 練馬区社協の事業内容」 が 10％であっ た。 昨年度に比べ「 職員の接遇」 に対し ての苦

情が増えた。  

「 職員の接遇」 に関する苦情については、 相談・ 支援場面での言葉の受け取り 方に起因する事例が複

数見ら れた。 「 事業の進め方」 に関する苦情や要望では、 アン ケート 回答方法が限定的であり 選択肢の

少なさ に対する 不満や担当職員の変更時の説明不足、 手続き や案内が分かり づら い等の意見が寄せら れ

た。 回答方法に関し ては、 複数の手段（ 電話、 FAX、 郵送、 メ ール等） を 選択でき るよう 組織全体で見

直し を 進めた。  

苦情対応では「 謝罪」 と 「 説明」 がと も に 46％であっ たが、 昨年度に比べ「 説明」 が増えた。 謝罪

にと どまら ず、 制度や対応経過、 判断理由を 丁寧に説明する こ と で理解を 得た事例も 多かっ た。 「 要

望・ 意見」 では、 施設の環境や事業の進め方に関する 意見が多かっ た。  

今後も 苦情の発生要因の把握に努め、 真摯に対応し ていく 。  

 

４ 安全衛生委員会 

職員の危険防止、 健康障害の防止の基本的な対策に関するこ と 、 労働災害の原因、 再発防止対策に関す

るこ と 等を 調査審議するため、 産業医・ 衛生管理者・ 職員で構成する 安全衛生委員会を 月 1 回行っ た。 各

部署を 巡回し 、 職員の労務環境を 確認し た。 また、 産業医から 熱中症に伴う 危険性について言及があり 、

熱中症予防に関する 研修を 行っ た。  

第２ 回 R7. 11. 21 
令和７ 年度上半期苦情報告、 第三者委員福祉施設巡回報告、  

情報交換 他 

白百合福祉作業所 
利用者と の個別面談１ 回、 家族懇談１ 回  

( R7. 8. 29)  ( R8. 3. 19)  

かたく り 福祉作業所 
利用者と の個別面談１ 回、 家族懇談１ 回

( R7. 10. 10） ( R8. 1. 9）   

豊玉障害者地域生活支援センタ ーき ら ら  
利用者と の個別面談２ 回  

( R7. 9. 27)  ( R8. 3. 28)  

石神井障害者地域生活支援センタ ーう いんぐ  
利用者と の個別面談２ 回 

( R7. 8. 27)  ( R8. 2. 28)  

苦情 

職員の接遇 10 件 

事業の進め方 20 件 

練馬区社協の事業内容 ４ 件 

制度 ２ 件 

被害・ 損害 １ 件 

権利侵害 ２ 件 

その他 ０ 件 

       計 39 件 

助言 ０ 件 

謝罪 18 件 

説明 18 件 

紹介・ 伝達 ２ 件 

申し 立て他 ０ 件 

その他 １ 件 

計 39 件 

要望・ 意見   15 件 

練馬区社協事業外 ４ 件 

開催日 職場巡回 

R7. 4. 15 権利擁護セン タ ーほっ と サポート ねり ま 

R7. 5. 20 総務係・ 生活福祉係 

R7. 6. 17 障害者就労支援センタ ーレ イ ンボーワーク  

R7. 7. 15 大泉ボラ ンティ ア・ 地域福祉推進コ ーナー 

R7. 8. 19 生活サポート センタ ー 

R7. 9. 29 豊玉障害者地域生活支援セン タ ーき ら ら  

R7. 10. 21 かたく り 福祉作業所 
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５ 虐待防止・身体拘束等適正化対策委員会 

  利用者の安全と 人権保護の観点から 、 適正な支援が実施さ れ、 利用者の自立と 社会参加を 妨げる こ と が

ないよ う 、 また身体拘束等の適正化を 図るために、 虐待防止・ 身体拘束等適正化対策委員会を 設置し てい

る。 年２ 回開催し 各施設の虐待防止のための取り 組み等を 基に虐待防止・ 身体拘束等適正化対策委員に意

見を 求め部署の運営に反映し ている 。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R7. 11. 18 練馬ボラ ンティ ア・ 地域福祉推進センタ ー 

R7. 12. 9 白百合福祉作業所 

R8. 1. 20 光が丘ボラ ン ティ ア・ 地域福祉推進コ ーナー 

R8. 2. 17 関町ボラ ンティ ア・ 地域福祉推進コ ーナー 

R8. 3. 19 石神井障害者地域生活支援センタ ーう いんぐ  

開 催 開催日 内    容 

第１ 回 R7. 6. 9 

１  各部署から の報告（ 令和６ 年 10 月～令和７ 年３ 月）  

①虐待および身体拘束に関わる事案の有無について 

②研修等の実施報告について 

２  今年度の各部署の予定について 

第２ 回 R7. 11. 21 

１  各部署から の報告（ 令和７ 年４ 月～令和７ 年９ 月）  

①虐待および身体拘束に関わる事案の有無について 

②研修等の実施報告について 

２  下半期の各部署の予定について 
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Ⅱ 重点事業 
令和７ 年度は、 第６ 次地域福祉活動計画を 踏まえ、 以下の取り 組みを 重点事業と し て位置づけ、 その推進

に取り 組んだ。  

 

１ 練馬区社協全体の取り組み 

練馬区社会福祉協議会（ 以下、 練馬区社協と する ） の全組織を 挙げて、 地域福祉活動計画に基づき 、 地域

福祉の向上に向けた取り 組みを 行っ た。  

 

（１）第６次地域福祉活動計画の推進 

令和７ 年度から 始まっ た第６ 次地域福祉活動計画では、 「 認め合う ( 一人ひと り の生き 方を 認め支え合

う ) 」 「 つながる（ つながり 支え合う 地域を つく る） 」 「 参加する( それぞれの居場所や出会いの機会を つ

く り 支え合う ) 」 を ３ つの柱と し た。 また「 ネリ ーズ( 地域福祉協働推進員) ・ 社会福祉法人等のネッ ト ・

地域福祉コ ーディ ネータ ー」 を 推進力と し て、 計画の推進を 図っ た（ P. ９ 参照） 。  

地域住民、 福祉関係者およ び練馬区社協職員で構成する地域福祉活動計画策定・ 推進評価委員会を 年３

回開催し 、 第６ 次地域福祉活動計画の取組内容の確認と 推進に向けた協議を 行っ た。  

令和７年度 地域福祉活動計画策定・推進評価委員会 

 

（２）社会貢献（地域公益）事業への取り組み 

区内社会福祉法人や民間事業所、 地域活動団体等で組織する 「 ねり ま社会福祉法人等のネッ ト 」 は、

「 就労体験」 「 交流の場・ 居場所づく り 」 「 福祉教育」 に取り 組んだ。 事務局や会議の企画・ 運営、 連絡

調整を 担い、 各地区（ 練馬・ 光が丘・ 石神井・ 大泉） の世話人代表から なる 世話人代表者会を 年２ 回開催

する と と も に、 ２ 月に全体会を 開催し た。 全体会では民生・ 児童委員の活動や各地区の取り 組み発表、 民

生・ 児童委員と 社会福祉法人の地区別意見交換を 行い、 近隣地域でのつながり づく り を 推進し た。 各地区

においても 連絡会を 開催。 地区の実情に応じ て社会貢献事業に取り 組んだ。  

ア 世話人代表会 

イ  全体会 

開催 開催日 内     容 

第１ 回 R7. 6. 16 

１  練馬区地域福祉計画進捗状況報告 

２  第５ 次地域福祉活動計画の評価について 

３  第６ 次地域福祉活動計画の推進について 

第２ 回 R7. 12. 4 
１  練馬区地域福祉計画進捗状況報告 

２  第６ 次地域福祉活動計画の取り 組みについて 

第３ 回 R8. 3. 3 

１  練馬区地域福祉計画進捗状況報告 

２  第６ 次地域福祉活動計画 ネリ ーズの取り 組みについてグループワーク  

３  第６ 次地域福祉活動計画 評価について 

開催日 内    容 

第１ 回 

R7. 9. 2 

１  各地区取り 組み計画書の共有 

２  練馬区地区代表について 

３  情報交換 

４  令和７ 年度全体会の日程について 

第２ 回 

R8. 1. 16 

１  区市町村ネッ ト ワーク 情報交換会報告 

２  第６ 次地域福祉活動計画（ 案） について 

３  令和７ 年度全体会について 

開催日 内    容 

R8. 2. 12  １  ねり ま社会福祉法人等のネッ ト と は  

２  各地区の取り 組み発表 

社会福祉法人 育秀会 理事長 中村 喜江氏 

   社会福祉法人 雲柱社 光が丘第六保育園 園長 小室 和枝氏 

   社会福祉法人  練馬区社会福祉事業団 

関町特別養護老人ホーム 施設長 白岩 誠氏 

   社会福祉法人  サンラ イ ズ  

特別養護老人ホーム サン ラ イ ズ大泉 施設長 大竹 正代氏 

３  地区別意見交換 「 日頃感じ ている地域の変化や気になる こ と 」  
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ウ 地区連絡会     

【練馬地区】 

【光が丘地区】 

開催日 内    容 

R7. 6. 3 

 

世話人会の開催 

１  地区連絡会の開催内容について 

２  令和７ 年度の取り 組みについて 

３  世話人代表について 

R7. 7. 7  連絡会の開催（ 会場： 社会福祉協議会）  

１  第６ 次地域福祉活動計画について 

２  令和７ 年度の取り 組みについて( 桜台地区祭について)  

３  超短時間就労・ 仕事体験について 

４  「 フ ク シを 知ろ う ！なんでも セミ ナー」 について情報共有 

５  各法人から 地域課題の共有 

R7. 8. 29  世話人会の開催 

１  今後の進め方について 

２  桜台地区祭参加について 

R7. 10. 6 

 

連絡会の開催（ 会場： 錦華学院）  

１  桜台地区祭参加について 

２  各法人から 地域課題や取り 組みの共有 

３  超短時間就労・ 仕事体験について 

４  今後の進め方 

R7. 11. 8 

 

桜台地区祭への参加 

出展内容 

１  ねり ま社会福祉法人等のネッ ト （ 練馬地区） チラ シの配布 

２  福祉なんでも 相談 

３  子ども お楽し みコ ーナー（ 缶バッ ジ作り 体験、 びゅ んびゅ んごま）  

４  ネリ ーのグリ ーティ ン グ  
R8. 1. 20 

 

連絡会の開催（ 会場： 第２ 育秀苑）  

１  社会福祉法人育秀会について（ 見学・ 説明）  

２  桜台地区祭振り 返り  

３  各法人から 地域課題や取り 組みの共有 

４  今後の進め方について 

R8. 3. 19 

 

世話人会の開催 

１  桜台地区祭の振り 返り  

２  全体会に向けて 

３  今年度の取り 組みの確認と 来年度の取り 組みについて 

開催日 内    容 

R7. 5. 12 世話人会の開催 

１  各法人の近況報告 

２  世話人・ 世話人代表について 

３  令和６ 年度の振り 返り と 令和７ 年度の取り 組みについて 

４  光が丘地区連絡会の開催について 

R7. 7. 3 

  

連絡会の開催（ 会場： エン ゼル保育園）  

１  各法人の自己紹介 

２  令和６ 年度の振り 返り と 令和７ 年度の方針について 

３  光が丘地区祭の参加について 

４  世話人代表会・ 全体会について 

R7. 7. 31  世話人会の開催 

１  第１ 回地区連絡会の振り 返り  

２  光が丘地区祭、 福祉なんでも 相談について 

３  福祉教育について 
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【石神井地区】 

R7. 9. 4 連絡会の開催（ 会場： エン ゼル保育園）  

１  各法人の自己紹介 

２  地区祭について 

３  令和７ 年度の活動について 

４  世話人代表会・ 全体会について 

R7. 10. 11～12 光が丘地区祭への参加 

１  福祉なんでも 相談コ ーナー開設 

２  「 ねり ま社会福祉法人等のネッ ト 」 光が丘地区の紹介 

３  絵本と 紙芝居の読み聞かせ、 竹と んぼ作り 、 自主生産品販売コ ーナーの開設 

R7. 11. 12 世話人会の開催 

１  光が丘地区祭の振り 返り  

２  北町西小学校福祉教育について 

３  光が丘地区連絡会の開催について 

R7. 12. 16 連絡会の開催（ 会場： 田柄特別養護老人ホーム）  

１  各法人の自己紹介 

２  光が丘地区祭の振り 返り  

３  北町西小学校福祉教育について 

４  全体会について 

R8. 1. 19 北町西小学校４ 学年福祉体験学習 

１  講話（ 福祉と いう 言葉について、 高齢者、 障害者、 乳幼児の特性など）  

２  車いす体験・ 高齢者疑似体験 

R8. 3. 2 連絡会の開催（ 会場： エン ゼル保育園）  

１  各法人の自己紹介 

２  令和７ 年度ねり ま社会福祉法人等のネッ ト 全体会報告 

３  令和７ 年度の振り 返り と 令和８ 年度の取り 組みについて 

４  来年度の世話人について 

開催日 内    容 

R7. 5. 22/5. 29 世話人会の開催 

１  近況報告 

２  令和６ 年度の振り 返り  

３  令和７ 年度の取り 組みについて 

“ 見て” “ 聞いて” “ 体験し よう ” 福祉の世界の開催について 

４  就労体験について 

５  学習会等への派遣について 

R7. 6. 18 石神井台地区民生・ 児童委員協議会への講師派遣  

テーマ： 精神疾患と 認知症について 

参加者： 30 名 

R7. 7. 7 連絡会の開催（ 会場： 石神井障害者地域生活支援セン タ ーう いんぐ ）  

１  近況報告 

２  令和６ 年度の振り 返り  

３  令和７ 年度の取り 組みについて 

“ 見て” “ 聞いて” “ 体験し よう ” 福祉の世界の開催について 

４  就労体験について 

５  学習会等への派遣について 

６  第６ 次地域福祉活動計画について 

R7. 10. 9 世話人会の開催 

１  “ 見て” “ 聞いて” “ 体験し よ う ” 福祉の世界の開催について 

２  就労体験について 

３  学習会等への派遣について 

R7. 11. 6 連絡会の開催（ 会場： 石神井障害者地域生活支援セン タ ーう いんぐ ）  

１  “ 見て” “ 聞いて” “ 体験し よ う ” 福祉の世界の開催について 

２  就労体験について 

３  学習会等への派遣について 

R7. 12. 14 「 “ 見て” “ 聞いて” “ 体験し よ う ” 福祉の世界」 の開催 
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【 大泉地区】  

開催日 内    容 

R7. 5. 20 世話人会の開催（ 会場： 光陽苑）  

１  今年度の大泉地区連絡会について 

２  令和６ 年度までの取り 組みや成果について 

３  令和７ 年度の取り 組みについて 

R7. 6. 10 地区連絡会の開催（ 会場： サンラ イ ズ大泉）  

１  令和６ 年度ねり ま社会福祉法人等のネッ ト 全体会の共有 

２  第６ 次地域福祉活動計画と ネリ ーズについて 

３  令和６ 年度までの取り 組みや成果について 

４  令和７ 年度の取り 組みについて 

R7. 7. 24 学び合いの会打ち 合わせ（ オンラ イ ン開催）  

１  講師と の打ち 合わせ 

２  役割分担と 今後の確認 

R7. 8. 22 学び合いの会の開催（ 会場： はつら つセン タ ー大泉）  

大泉地区で活動し ている 地域の支援者と 知り 合い、 参加者が“ 今でき るこ と ” を 共に考

え、 つながり を 深める 会を 開催し た。  

１  テーマ： 「 地域の支援者と 知り 合う 」  

講師： NPO法人まち の駅大泉学園 代表 坂口 節子氏 

    かめさ ん食堂 代表 福原 裕子氏 

２  グループに分かれて意見交換 

３  各グループの意見発表 

主な参加者： 11 法人（ 13 団体） 、 民生・ 児童委員（ ４ 名） 、 区民（ 12 名）  

合計参加人数： 43 名 

R7. 10. 7 世話人会の開催（ 会場： 大泉障害者支援ホーム）  

１  学び合いの会振り 返り  

２  今年度上半期の取り 組みについて 

３  大泉法人ネッ ト 収穫祭について 

４  次回の大泉法人ネッ ト 収穫祭打ち合わせ日程について 

R7. 10. 28 大泉法人ネッ ト 収穫祭実行委員会の開催（ 会場： 大泉障害者支援ホーム）  

１  大泉法人ネッ ト の活動について、 収穫祭の目的 

２  事業所の自己紹介、 出店内容  

３  備品、 保険、 広報等の状況確認 

４  役割分担の確認 

５  当日のスケジュ ール 

６  舞台発表スケジュ ール 

７  イ ベン ト 会場の見学 

R7. 11. 29 大泉法人ネッ ト 収穫祭の開催（ 会場： 大泉障害者支援ホーム）  

収穫祭を 通じ て、 大泉地区の社会福祉法人等が交流を 深め、 互いの取り 組みを 知り 、 地

域住民の方や、 練馬区内の社会福祉法人等に大泉法人ネッ ト の活動を 知っ ても ら う こ と

を 目的と し ている こ と を 周知し た。  

内容： 大泉地区法人ネッ ト 活動周知、 野菜や作業所製品等の販売、 楽器演奏やバン ド 演

奏、 よさ こ い演武、 体を 動かすパフ ォ ーマンス、 参加団体の交流会 

参加：  19 法人（ 21 団体） 、  来場者 285 名 

R7. 12. 22 収穫祭の振り 返り 兼連絡会の開催（ 会場： 大泉障害者支援ホーム）  

１  収穫祭の振り 返り  

２  代表世話人会の共有 

３  意見交換 

・ 就労体験について 

会場： 白百合福祉作業所 

内容： 保育、 高齢、 障害の各分野から の説明、 作業所見学、 体験、 質疑応答 

参加者： ９ 名（ 高校生１ 名、 大学生２ 名、 社会人６ 名）  

R8. 2. 25 練馬区立谷原中学校特別支援学級への講師派遣  

テーマ： 卒業後の進路と 利用でき る サービ スについて 

参加者： 25 名 
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・ 交流の場・ 居場所づく り について 

・ 福祉教育について 

４  全体会について 

R7. 4 月～ 

R8. 3 月 

大泉法人ネッ ト 「 大泉こ ぐ れフ ァ ーム」 の活動 

場所： こ ぐ れの里 

内容： ・ 地域住民や課題を 抱える 人の居場所、 交流、 活動の場と し て畑での野菜作り  

   ・ 収穫し た野菜は地域の食料支援団体への寄付、 福祉作業所や高齢者施設で販売 

   ・ 毎月１ 回程度、 年間 11 回実施 

参加： ７ 法人( ９ 団体) 、 延べ参加人数 166 名 

 

「 大泉こ ぐ れフ ァ ーム」 の活動については交流を 通じ て得ら れたつながり を 次の取り 組

みに活かすため、 本年度を も っ て活動を 終えた。 ( 畑じ まいのセレ モニーに６ 法人( ７ 団

体) 、 35 名参加)  

（３）継続した重点的な取組事業・運営 

【受託施設・受託事業の安定した運営】 

区から 受託し ている各種事業および指定管理施設については、 関係法令およ び協定書・ 仕様書等に基づ

き 、 適正な管理運営を 行っ た。  

【区民本位のサービス提供と社会福祉協議会の知名度や好感度の向上】 

社協だよ り ( 年３ 回) の発行、 ネリ ーズ公式 LI NE（ 登録者 549 名） の運用開始等を 通じ て、 周知に取り

組んだ。 社協だより では、 社協を よ り 身近に感じ る こ と ができ るよ う 地域の居場所づく り の取り 組み紹介

や相談窓口の案内等を 掲載し た。 また、 練馬・ 大泉・ 石神井地区で交流会や清掃活動を 実施、 区民と 職員

が直接関わる 機会を 設けた。  

【相談業務の充実と職員のスキルアップ】 

相談支援の質の向上に向け、 相談業務課題調整委員会において事例検討を 行っ た。 各部署では、 事例に

関する支援方針を 共有し 、 組織全体で相談対応力の向上に取り 組んだ。 また、 相談支援に必要な専門的研

修を 受講し 、 職員の専門性および相談援助技術の向上に努めた。  

【情報セキュリティ対策】 

個人情報に関する チェ ッ ク リ スト ( 年４ 回) 、 個人情報に関する 作業別チェ ッ ク リ スト ( 年 1 回) に基づき

情報セキュ リ ティ に関する 点検・ 確認を 実施し た。  

 

（４）次期経営計画の策定 

  経営計画に掲げた取り 組みを 管理し 、 推進し た。  

 

２  地域福祉活動計画推進に向けた取り組み（委員会の活動） 

第６ 次地域福祉活動計画の実施に際し 、 練馬区社協の各部署を またいだ対応が必要な事業については、

委員会を 設置し て対応し た。  

 

（１）推進部会 

第６ 次地域福祉活動計画に関わる練馬区社協内外の調整を 行う と と も に、 取り 組みの進捗状況の確認と

評価を 行っ た。  

ア  地域福祉活動計画策定・ 推進評価委員会の事務局運営と 進捗管理 

各部署、 各チームの地域福祉活動計画の取り 組みの内容や進捗状況の把握を 行い、 それら の内容を  

策定・ 推進評価委員会に報告し た。  

イ   チームの取り 組み 

チーム 取り 組み内容 

ネリ ーズ通信 情報の共有や新たなつながり の構築を 目指し て、 ネリ ーズ登録者を 対象に「 ネ

リ ーズ通信」 を 発行し た（ ７ 月、 10 月、 ２ 月） 。  

ネリ ーズ公式 LI NE 効果的、 効率的な情報発信と ネリ ーズ登録者の増加を 目的にネリ ーズ公式 LI NE

を 開始し た。 ネリ ーズ公式 LI NE 登録者 549 名（ 令和８ 年３ 月 31 日現在)  

ネリ ーズ交流会 練馬・ 大泉・ 石神井で３ 回実施し 、 地域活動に関する ワーク ショ ッ プや社会福

祉法人、 地域団体と 連携し 、 街清掃を 通し ての交流会を 開催し た。  

ネリ ーズ登録推進 地域の企業・ 法人・ 団体のネリ ーズ登録推進のため、 登録ステッ カ ーを 作成。

練馬区内郵便局、 社会福祉法人等ネッ ト 参加事業所、 老人ク ラ ブ連合会、 地域

施設・ 団体、 商店等が登録（ 登録団体数 111 団体） 。  
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ウ  第６ 次地域福祉活動計画の進捗状況の確認 

チームでの取り 組みなどの共有を 推進部会で行い第６ 次計画進捗状況の確認を 行っ た。 また、 第６  

次計画の評価指標について検討し 、 策定し た。  

 

（２）相談業務課題調整委員会 

練馬区社協が効率的･包括的に相談を 受け止め、 解決し ていく ために、 練馬区社協における相談業務の

基本を 学びながら 、 組織内連携システムを 活用し 、 個別のケースを 通じ て地域での課題解決を 目指す。  

ア  部署間の連携強化、 課題解決を 目的と し た事例の共有、 検討 

  各部署の相談傾向や相談内容と その対応について共有や検討を 行い、 各部署に継続的にフ ィ ード  

バッ ク するなど 、 部署間の連携強化に努めた。  

イ   相談解決に役立つ資源マニュ アル「 練馬区社協職員向け相談解決ナビ 」 の改訂 

相談解決ナビの改訂や方向性について検討を 行っ た。 練馬区のあら まし や練馬区社協がどのよう な

組織で、 どのよ う な歴史を 持ち、 何に取り 組んでいる かなど、 練馬区社協職員と し て知っ ていなけれ

ばいけないこ と を 掲載し た「 練馬区社協職員向け ネリ ーナビ ～知ろ う 練馬区社協～」 に改訂し た。  

ウ  一人ひと り が相談を 受け止め、 解決し ていく 力を 向上さ せるための研修等の検討・ 実施 

練馬区社協職員の相談対応の質、 解決スキルの向上を 目指し 、 拡大ケース検討会を 開催し た。 開催 

にあたっ ては、 内容および進め方について講師、 スーパーバイ ザーと の事前打ち 合わせを 踏まえ行っ

た。 グループワーク では様々な視点から 意見交換を 行い、 支援の方向性を 検討し た。  

新たに相談業務に必要な知識を 学ぶ機会と し て年金勉強会を 企画、 実施し た。  

 

※スーパーバイ ザー： 神奈川県立保健福祉大学名誉教授 山崎美貴子氏 

 

（３）広報委員会 

社協の理念と 事業を 周知し 、 社協支援者を 拡充するため、 社協の拠点を 活かし た積極的な広報活動を 展

開し た。 また、 SNS 等を 活用し た効果的な広報活動について検討し た。  

ア  各部署の地域拠点を 活かし た広報活動の展開 

地域のイ ベント に参加し 、 練馬区社協の広報活動に取り 組んだ。 各部署の地域拠点を 活かし 、 広報

誌やパン フ レ ッ ト 等の設置・ 配布先を 増やすよう 努めた結果、 常設ではないが寄付箱設置先等に広報

誌が設置でき た。 また、 新たに２ 自治会に広報誌を 定期配布する こ と になっ た。  

イ   練馬区社協広報大使ネリ ー、 社協だよ り などの広報媒体、 応報派遣などのよ り 効果的な活用を 検討 

    今後広報派遣でよ り 効果的に広報活動ができ るよ う 、 広報派遣担当評価シート の見直し を 行い、 地

域イ ベン ト 参加を 検討する 判断基準を 整理し た。  

ウ  戦略的なネリ ーグッ ズの企画や販売などを 検討、 実施 

塗り 絵や間違い探し など、 イ ベン ト 時に無料で配布する グッ ズを 作成し 、 活用し た。  

エ  ユニバーサルデザイ ン を 基本と し 、 紙媒体での広報活動の充実と と も にホームページ・ Facebook・  

YouTube・ Ⅹなど、 それぞれの広報媒体の特徴を 活かし ながら 、 わかり やすい情報発信や広報活動を

実施し た。  

広報の重要性を 学ぶ勉強会を 開催し 、 伝わる広報誌の作成に取り 組んだ。  

Ⅹ・ Facebook・ YouTube などの SNS で積極的に情報発信を 行っ た。 また、 ホームページにおいて見 

やすく 分かり やすい情報発信と なる よう 、 適宜更新・ 改修を 行っ た。  

３ 月末投稿数およびフ ォ ロ ワー数 

  Ｘ      投稿数 176 件 フ ォ ロワー数 127 

  Facebook  投稿数  69 件 フ ォ ロワー数 408 

  I nst agr am  投稿数 137 件 フ ォ ロワー数 259  

開催日 内 容 講 師 対象者 参加人数 

R7. 7. 10 年金勉強会 
練馬年金事務所 

職員 
練馬区社協職員 30 名 

R7. 12. 18  

第 29 回拡大ケース検討会 

『 知的障害のある本人と その家族

に対し て、 親あるう ち から 、 今後

の生活を イ メ ージする こ と ができ

るよう なアプロ ーチ方法を 考え

る』  

（ 事例提供: かたく り 福祉作業所）  

社会福祉法人 

東京都社会福祉協議会 

東京ﾎ゙ ﾗﾝﾃｨｱ・市民

活動ｾﾝﾀｰ副所長 

森 純一氏  

練馬区社協職員 

他地区社協職員 

関係機関職員 

55 名 
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      YouTube   投稿数   ２ 件 チャ ンネル登録者数 377 

 

（４）実習委員会 

地域で活躍でき る 福祉の担い手と なる 人材を 育成する ために、 効果的かつ円滑な実習生の受入体制の整

備および充実を 図っ た。 また、 練馬区内の事業所等が参加する 、 実習受入れ担当者の連絡会を 通じ て連携

を 進めた。  

ア  実習生（ 社会福祉士、 精神保健福祉士、 看護師） の受け入れについて、 養成校と 連携し て実施し

た。 また、 オン ラ イ ン で実習日誌の受け渡し が可能な実習支援システムを 導入し たこ と で、 効率的に

指導や助言ができ るよ う になっ た。  

（ ア） 社会福祉士資格取得 17 名 

（ イ ） 精神保健福祉士資格取得  ６ 名 

（ ウ） 看護師資格取得 ４ 名 

その他、 実習受け入れ校を 対象に実習説明会を 実施し 、 学校と の連携を 深めた。  

（ 社会福祉士 13 校、 精神保健福祉士４ 校）  

 実習に関する 授業への講師派遣（ １ 校） 、 見学実習の受入（ １ 校） 、 実習報告会等への参加（ ９

校） を 実施し た。  

イ  実習担当者連絡会の開催 

区内各事業所の実習担当者と 情報交換や実習受け入れ体制の質の向上、 受け入れ環境の整備等を

目的と し た連絡会を 開催し た（ ２ 月 19 日： ９ 事業所） 。  

他事業所で受け入れている 実習生についても 練馬区社協について学びたいと いう 希望があっ た場

合には、 説明や見学などの時間を 設けて対応し た（ 延べ８ 回） 。  

実習受け入れが可能な他法人の状況を 把握し 、 実習生の紹介や調整に活かすためのアンケート を 実

施し た（ 回答 10 件、 ８ 事業所） 。  

ウ 新任職員研修を 生活福祉係と 連携し て実施 

生活福祉係と 連携し 各部署での新任研修の企画・ 実施に協力し た（ 前期/５ 月～７ 月・ ６ 名、 後期/12

月～２ 月・ ７ 名） 。  

 

(５) 安全対策委員会 

練馬区の地域防災計画を 踏まえ、 災害対策について組織的な対応を 検討し た。 また、 練馬区災害ボラ ン

ティ アセンタ ー関係者連絡会等に積極的に参加し 、 社協の役割である 日常的な地域と のつながり を 深め、

発災時のスムーズな連携につながる 取り 組みを 進めた。  

ア 社協の訓練や防災に関する学習会の検討、 練馬区災害ボラ ン ティ アセン タ ー関係者連絡会の参加な

ど、 地域と のつながり を 意識し た取り 組み 

 

 

 

 

開催日 内  容 参加人数 

R7. 9. 25 災害シン ポジウム 2025 災害にどう 備える ! ? 

～日頃のつながり が地域を 守る～ 

第１ 部 基調講演「 様々な防災への取り 組み」  

講師： 高橋 洋氏（ 一般社団法人 福祉防災コ ミ ュ ニティ 協会）  

第２ 部 シンポジウム「 日常の生活で出来るこ と 」 

シン ポジスト ： 土澤 彩夏氏（ 練馬区素顔の子育て会）  

村上 行央氏（ 災害ボラ ン ティ アコ ーディ ネータ ー入門講座卒業生）  

渡邊 淳子氏（ 光が丘第三中学校避難拠点運営連絡会）  

86 名 

R8. 3. 5 <令和７ 年度 練馬区災害ボラ ンティ アセン タ ー関係者連絡会> 

〇参加者 

社協職員、 行政、 災害アド バイ ザー、 地域活動団体、 警察、 東京ボラ ン ティ ア・ 市

民活動センタ ー、 企業等 

・ 各団体・ 機関の取り 組みについて共有 

・ 情報提供： 東京都災害ボラ ン ティ アセン タ ーの機能と 役割、 都圏域の災害ネッ ト

ワーク 、 被災地の現状と 連携の実際について 

・ 練馬区災害ボラ ン ティ アセンタ ー立ち 上げ・ 運営訓練報告 

18 名 
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イ 災害ボランティアセンター立ち上げ・運営訓練、参集訓練等の実施および各種マニュアルの整備、職員向

けの研修や勉強会の開催 

ウ 各部署および各自の防災備品の整備 

社協各拠点及び練馬文化センタ ーに保管する防災備品を 確認し 、 BCP マニュ アルに反映し た。  

エ 令和７ 年台風 22 号・ 23 号被害に伴う 都内社協職員応援派遣 

    東京都社会福祉協議会より 派遣要請を 受け、 令和７ 年 10 月台風 22 号・ 23 号によ る被害が発生し

た八丈島に職員１ 名を 派遣し 、 八丈島さ さ えあいセン タ ー「 あすなろ 」 の運営に協力し た（ R7. 11. 12

～R7. 11. 16） 。  

 

（６）財源検討委員会 

幅広い層の社協への理解者を 増やし 、支援の輪を 広げると と も に、計画的・ 安定的な財源確保を 目指し 、

職員の財源に対する 意識の向上に努めた。  

ア  会費・ 寄付等の安定的増加を 目指し た、 地域連携の強化および交流機会の拡充 

イ   会員への感謝の集いの開催 

 

 

開催日 内  容 参加者 場 所 参加人数 

R7. 7. 17 <練馬区災害ボラ ン テ ィ ア セン タ ー立ち

上げ・ 運営訓練> 

・ 練馬区立練馬文化セン タ ーでの運営方

法の確認 

・ I CT 技術（ Ki nt one） の運用確認 

社協職員 

練馬区職員 

災害アド バイ ザー  

町会・ 自治会 

避難拠点運営連絡会 

地域活動団体 

災害ﾎ゙ ﾗﾝﾃｨｱｺ ﾃー゙ ｨﾈー ﾀ  ー

講座受講生 

他地区社協職員  等 

練 馬 区 立

練 馬 文 化

センタ ー 

80 名 

R7. 12. 11 <職員向け研修> 

・ 八丈町社協への災害派遣報告 

・ 「 災害時の中長期的な課題から 見る 平

時の在り 方～様々なコ ミ ュ ニティ の視

点から 考える～」  

講師： 北川 進氏 ( 日本社会福祉大学大

学院 福祉マネジメ ン ト 研究科)  

社協職員 

練 馬 区 立

区民・ 産業

プラ ザ 

研修室１  

37 名 

R7. 11. 16 

～12. 14 

<参集訓練> 

大規模災害発生時の職員の参集状況を 把 

握すると と も に、 参集ルート を 考える機 

会と し た。  

社協職員 各部署 129 名 

R7. 12. 3 

～12. 18 

<BCP訓練> 

業務時間内に大規模災害が発災し たこ と  

を 想定し 、 職員対応を 確認し ながら 、 BCP 

の検証およ び改善を 行っ た。  

社協職員 各部署 106 名 

R8. 2. 5 <練馬区災害ボラ ン テ ィ ア セン タ ー立ち

上げ・ 運営訓練> 

・ 練馬区立練馬文化セン タ ー以外での災

害ボラ ン ティ アセン タ ー立ち 上げ・ 運営

の確認 

・ エリ ア変更に伴う 地域住民・ 関係機関

等と の連携、 運営 

・ 小規模、 少人数での運営方法の検討 

社協職員 

練馬区職員 

災害アド バイ ザー  

町会・ 自治会 

避難拠点運営連絡会 

地域活動団体 

災害ﾎ゙ ﾗﾝﾃｨｱｺ ﾃー゙ ｨﾈー ﾀ  ー

講座受講生    等 

練馬区立 

勤労福祉 

会館 

50 名 

開催日 内容 対象者 場所 参加人数 

R8. 1. 24 第 12 回練馬区社協会員の集い「 つながろ う  

広げよ う  コ コ ロのわ」 落語家・ 天台宗道心寺

住職 露の五九洛 笑顔のチカ ラ で一隅を 照

ら す～自分ら し く 心豊かな生き 方～／練馬区

社協事業説明等 

練馬区 

社協会員 

 

練馬区立区民・

産業プラ ザ３ 階 

Coconer i ホール 

 

171 名 

（ 内、 新規会員 30 名） 
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ウ  職員向け情報誌「 みなも と 通信」 の発行 

10 月と ３ 月の年２ 回発行し 、 第 32 号では赤い羽根共同募金と 歳末たすけあい募金実施に際し て募

金の具体的な使途や活用方法について、 第 33 号では、 練馬区社協会員の集いの実施報告を 掲載し

た。 社協活動への理解や賛同者を広げる取り組みの紹介として、 豊玉障害者地域生活支援セン タ ーでの

花く ら ぶの活動紹介や、 みなも と コ ラ ムでは会費・ 寄付や自主財源について掲載し 職員の意識向上に

努めた。  

エ  遺贈についてパン フ レ ッ ト 等を 活用し た周知 

職員が遺贈について理解を深め周知をするために、勉強会を企画・実施した。 

 

（７）どんぐりの家（土支田の家）運営委員会への支援 

遺贈さ れた一戸建て家屋を 地域のつながり づく り の拠点と し て活用し 、 土支田地域の住民による 運営委

員と と も に、 地域福祉活動を 推進し た。  

ア  拠点を 活用し た活動を 充実さ せる 取り 組みを 行っ た（ サロ ン、 こ ども ・ おと な食堂、 学習支援、 ど  

んぐ り の家祭等）  

（ ア） こ ども ・ おと な食堂を 実施し た（ 開催日数： 20 日 参加者： 延べ 1, 204 名） 。  

（ イ ） 「 どんぐ り の家祭り 」 を ７ 月、 12 月に開催し た。 町会や地域の施設等の協力を 得て、 カ レ ー

の販売や子ども 向けのゲーム等の提供を 行っ た。  

   （ ウ） 小中学生を 対象と し た学習支援（ 開催日数： 45 日 参加者： 延べ 799 名） を 実施し 、 参加し

た児童に弁当を 配付し た。  

イ   地域住民への「 どんぐ り の家」 の周知を 目的にリ ーフ レ ッ ト の改定や SNS を 使用し た広報活動を 継 

続し て実施し た。 どんぐ り の家祭り については、 町会や関係者にチラ シを 配布し 周知を 行っ た。  

ウ  運営委員会を 開催し 、 運営に関わる課題や今後の活動について検討し た。 また、 助成金によ る備

品・ 食材の購入やパルシステムの青果寄付を 活用し 、 活動の充実に取り 組んだ。  

 

（８）ねりま☆共生フォーラム 

孤立や生活困窮、 家庭環境等を 背景に法に触れてし まう 、 ある いは巻き 込まれてし まう こ と がある人た

ちへの支援のため、 福祉・ 司法・ 医療等分野を 超えた関係者が連携し 、 地域で触法予防について考える 機

会と する ため、 連絡会を 年４ 回（ ５ ・ ８ ・ 11・ ２ 月） 開催し た。 また、 11 月の会議の一部において、 練

馬警察署生活安全課防犯係から 講師を 招き 勉強会を 実施し た。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 研修内容 講師 参加人数 

R7. 7. 11 遺贈勉強会 ～みんなで遺贈を 学び合おう ～ 
日比谷見附法律事務所 

弁護士 曾我 裕介氏 
23 名 
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【各部署の重点事業】 

１ 総務係 
適正な法人運営と 効率的な業務遂行のための取り 組みを 進めた。 また、 練馬区社協の財源確保に向け必

要と なる 調整を 行い適正な収支管理を 行っ た。  

 

２  生活福祉係 
生活福祉資金を 中心と し た多岐にわたる相談者のニーズに対応する と と も に、 法人内の人材育成にかか

わる 取り 組みを 強化し た。  

事業 内容 実績・ 効果等 

( 1) 練馬区社協事

業への理解と

賛同者を 増や

す取り 組み 

 

           

会費・ 寄付・ 募金等自主財源の

安定し た確保に向けて、 各財源

の使途説明や事業内容の周知を

図っ た。 練馬区社協の役割と 機

能の理解を 地域住民や各関係

者・ 団体等に働き かけ、 賛同者

を 増やす取り 組みを 行っ た。 ま

た、 地域の活動者と 連携し なが

ら 地域や福祉への関心を 高める

取り 組みを 進めた。  

会員入会への案内や寄付活動を 促進し た。  

・ 広報委員会と 連携し 、 様々な行事やイ ベン ト で新

規入会の呼びかけを 行っ た（ 11 回） 。  

・ 民生児童委員協議会や町会連合会、 募金の地区協

力会等で募金活動への参加、 協力を 呼びかけ賛同

者を 増やし ていく 取り 組みを 継続し た。  

・ 新規会員の獲得およ び、 会員の利便性向上のため

会費のク レ ジッ ト カ ード 決済を 導入し た（ ク レ

ジッ ト カ ード による 決済 50 件） 。  

( 2) 着実な 法人運

営 

①法人運営体制の整備と 強化を

図っ た。  

②指導検査・ 補助金監査等に対

応し た。  

③白百合福祉作業所の円滑な民

営化に関し た体制整備を 行っ

た。  

  

①着実な法人運営と 職場環境の向上を 進めた。  

・ 役員等の改選に着実に対応し た。  

・ 情報公開等により 事業運営の透明性を 確保し た。  

・ 理事会・ 評議員会等を 滞り なく 円滑に運営し た。  

・ 産業医や社会保険労務士の指導を 基に、 適切な職

場環境を 構築する よう 努めた。  

②指導検査・ 補助金監査等に適切に対応し た。  

③白百合福祉作業所の練馬区から 練馬区社協への移

譲( 民営化) に当たり 、 規程の改定や行政と の対

応、 経理事務等のフ ォ ロ ーを 実施し た。  

( 3) 法人のDXへの

取り 組み強化 

①庶務事務のデジタ ル化に取り

組んだ。  

②執務環境の改善を 図っ た。  

 

①電子決済、 電子申請を 導入し た。  

②令和８ 年度から の新たな組織体制に対応するた

め、 事務スペースの確保や収納庫の増築、 応接室

の設置等、 新練馬ビ ルのレ イ アウト 変更を 行っ

た。  

事業 内容 実績・ 効果等 

( 1) 相談支援の強

化 

様々な事情で生活費等の確保に

困難を 抱える人に対し 、 部署全

体で相談を 受け止め、 課題解決

に取り 組んだ。 また、 新型コ ロ

ナウイ ルス感染症に係る 特例貸

付（ 以下： 特例貸付） の返済の

相談等を 通じ て把握し た課題に

取り 組んだ。  

・ 朝礼やケース共有会議にて、 困難ケースの共有や

対応策の検討を 行っ た。  

・ 特例貸付の償還に関する 相談を 受ける中で、 償還

猶予や免除などの手続き を 支援し 、 相談者の生活

課題に対応し た。 また、 65 歳以上で返済が滞り 、

猶予や免除の手続き を 行っ ていない借受人世帯に

対し 、 相談を 促す手紙を 郵送するなどし て、 相談

につなげた。 相談者の状況に応じ て生活サポート

センタ ーにつないだ。  

( 2) 関係機関と の

連携強化 

生活課題を 抱える 人が多様な支

援に結びつく よ う 関係機関と の

連携を 図っ た。  

・ 生活サポート センタ ーと 特例貸付や法外援護緊急

たすけあい資金の貸付などを 通じ て、 連携を 取り

ながら 支援を し た。  

・ 福祉事務所が開催する四者協に参加し 、 受験生

チャ レ ン ジ支援貸付事業等の説明を 行っ た（ 練

馬、 光が丘） 。  

・ TOKYOチャ レ ンジネッ ト と 日本ク レ ジッ ト カ ウン

セリ ン グ協会と 個別に情報交換を 行っ た。  
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３  白百合福祉作業所  
移譲初年度にあたり 、 就労継続支援Ｂ 型事業と 生活介護事業を 行う 多機能型事業所と し て、 利用者主体を

基本と し た質の高いサービ スの提供に取り 組んだ。 あわせて、 利用者が地域で安心し て生活を 継続でき るよ

う 、 地域交流の充実に向けた取り 組みを 実施し た。  

( 3)職員育成方針

に 基 づ く 研 修

の推進 

練馬区社会福祉協議会職員育成 

方針に基づき 、 研修の充実を 図 

っ た。  

・ 新任研修を 実習委員会と 連携し て企画・ 実施し

た。  

・ 中堅職員およ び主任職員を 対象に、 立教大学の飯

村教授を 講師に迎え、 社協の地域で果たす役割に

ついて考える 研修を 行っ た。  

事業 内容 実績・ 効果等 

( 1) 利用者支援の

充実 

 

①利用者一人ひと り の意向を 尊

重し たサービス提供が可能と

なるよう 、 支援環境を 整備し

た。  

②利用者が安定し た地域生活を

送るこ と ができ るよう 、 継続

的かつき め細やかな支援を

行っ た。  

①利用者が意思決定でき る 環境整備 

・ 利用者一人ひと り の障害特性に応じ て、 写真や絵

等の視覚的手段を 活用し 、 情報伝達方法を 工夫す

ると と も に意思決定を 支援するための分かり やす

い選択肢の提示に取り 組んだ。  

・ 家族や支援者と 情報共有を 行い、 本人の特性や嗜

好等を 把握し た上で、 本人の意向を 聞き 取り 、 自

己決定の機会を 設けた。  

②利用者の将来を 見据えた支援 

・ 三者面談や家族会勉強会等を 通し て、 利用者や家

族に将来に向けた準備の提案や状況に応じ た支援

を 行っ た( 三者面談： R7. 9 月、 R8. 3 月実施、 家族

会勉強会： R7. 6. 20 開催) 。  

・ モニタ リ ング等によ り 関係機関と 情報共有を 行

い、 支援の方向性を 共有し た。  

( 2) 特色ある 生活

介 護 事 業 の 確

立 

 

①利用者が安定し て作業所生活

を 送るこ と ができ るよ う 、 作

業支援を 含めた日中活動全般

の支援を 行っ た。  

②利用者一人ひと り の健康状態

や障害特性を 踏まえ、 それぞ

れに適し たプロ グラ ムを 提供

し た。  

③利用者の地域生活を 支援する

ため、 個々のニーズに応じ た

家族・ 世帯への支援を 行っ

た。  

①個別支援計画に反映し 、 利用者の「 働き たい」 思

いを 大切にし た多様な選択肢を 用意 

・ 就労継続支援Ｂ 型事業と 連携し 、 生産活動の機会

を 毎日午前中の時間帯に提供し た。  

・ グループ活動等の行事や販売会などの地域活動を

就労継続支援Ｂ 型事業と 合同で実施し 、 利用者の

社会参加の促進の機会と し た( グループ活動：

R7. 5. 12～6. 30 企画、 販売会： 18 回参加) 。  

②利用者の高齢化・ 重度化への対応を 強化 

・ 午後の時間帯には、 創作、 音楽、 運動、 園芸、 図

書館利用等のレ ク リ エーショ ンプロ グラ ムを 曜日

ごと に企画し 、 利用者が主体的に参加でき るよう

支援し た。  

・ 看護師による 「 健康講座」 を 週１ 回実施し 、 体調

管理に関する 講義や健康体操に取り 組んだ。  

・ 希望者に対し て、 通所時およ び退所時の送迎車両

による 送迎支援を 行う と と も に、 通所時には毎

回、 バイ タ ルチェ ッ ク を 実施し 、 継続的な健康管

理に努めた。  

③利用者・ 家族一体と し た支援 

・ 家族と の三者面談やサービス提供記録等を 通し た

情報共有によ り 、 利用者の生活全体における複合

的な課題の把握に努めた。  

・ ケースカ ンフ ァ レ ン スを 通じ て、 将来を 見据えた

利用者支援について検討し 、 関係機関と の調整を

行っ た。  
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４  かたくり福祉作業所 
多機能型施設の特性を 活かし 、 利用者一人ひと り の尊厳を 大切にし た支援の充実と 家族・ 関係者・ 地域

と のつながり を 深めた。  

( 3) 地域と のつな

がり を 深める  

 

①利用者が地域における多様な

活動へ参加でき るよう 支援を

行っ た。  

②障害理解およ び多様性への理

解促進、 なら びに事業や活動

の周知を 目的と し て、 地域交

流の機会を 創出し た。  

①地域貢献活動の継続 

・ 地域に根ざし た活動の一環と し て、 「 し ら ゆり 見

守り ウォ ーキン グ」 や「 駅前清掃活動」 を 実施

し 、 継続的な地域貢献活動に取り 組んだ( 見守り

ウォ ーキング： 年 30 回開催、 駅前清掃活動： 年

３ 回実施) 。  

②様々な機会を 通じ た地域交流の推進 

・ 「 智福寺マルシェ 」 や「 すまいる マーケッ ト 」 等

の販売会への出店、 「 灯篭流し の夕べ」 への参加

を 通じ て、 地域イ ベン ト に積極的に協力し た。  

・ 石神井図書館と 連携し 「 出張！白百合福祉作業

所」 を 開催し た。 また、 石神井公園駅前郵便局と

連携し 「 地域の中の福祉作業所」 の展示および作

業実演を 行っ た( 出張！白百合福祉作業所：

R7. 7. 16 開催、 石神井公園駅前郵便局連携事業：

R7. 6 月、 R8. 1 月実施) 。  

・ 地域住民を 対象と し た施設公開や、 近隣の小学生

を 対象と し た「 夏休み体験教室」 を 実施し た。 ま

た、 資源回収活動を 通じ て、 施設の周知および地

域住民と の交流を 促進し た( 施設公開： R7. 7. 25、

R7. 11. 28 開催。 計 13 名参加。 夏休み体験教室：

R7. 7. 30、 R7. 8. 4 実施。 小学生 10 名、 保護者 2 名

参加) 。  

事業 内容 実績・ 効果等 

( 1) 利用者支援の

充実 

利用者が安全、 安心に過ごせる

よう 、 個別性のある支援の実施

と 利用者の高齢化・ 重度化に対

応するための職員の知識の習得

等スキルアッ プを 図っ た。  

・ 医療的ケア利用者の受入れにあたり 区および医療、

介護など の関係機関と 連携し た仕組みの整備と 安

心安全に過ごせる 環境づく り に努めた（ 指導医巡

回指導 R7. 6. 30 実施、 中間報告（ 訪問看護２ 事業

所、 特別支援学校、 相談支援事業所、 福祉事務所、

練馬区出席） R7. 12. 8 実施） 。  

・ 利用者の高齢化、 重度化に伴う 課題へ対応する た

め、 医療や介護などの関係機関およ び法人内他部

署と 連携し 、 情報共有やサービスの引継ぎ、 グ

ループホームの体験利用などを すすめた。 また、

ケースカ ンフ ァ レ ン ス等を 実施し た（ かたく り 相

談室４ 月、 ６ 月、 ８ 月、 10 月、 12 月、 ２ 月実

施、 通院同行 対象利用者８ 名 延べ 57 回、

ケースカ ンフ ァ レ ン ス 対象利用者９ 名 延べ 16

回） 。  

・ 利 用 者 の 描 く イ ラ ス ト や 利 用 者 が 作 る 作 品

「 KATAKURI  ART」 の展示販売場所の拡充に取り 組

み、新たに近隣の小学校や図書館の協力を 得た。ま

た 光が丘 I MA 寄席開催時に はホ ー ルロ ビ ー で

「 KATAKURI  ART ギャ ラ リ ー」 を 開催し 、 かたく り

近隣の学校と 連携し た作品展示を 行っ た。また、SNS

等を 活用し 地域や社会に広く 発信し た（ Facebook11

回、 Ⅹ16 回、 I nst agr am131 回） 。  

・ 就労し た利用者に対し 、就労先での仕事内容の理解

や働き 続ける ために、 本人の状況確認や職場と の

連絡調整、 職場訪問など き め細やかな支援を 実施

し た（ 就労定着支援の職場訪問 26 回） 。  
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５ 練馬ボランティア・地域福祉推進センター 
住民の主体的な課題解決に向けて、 地域の人材を 発掘・ 育成・ 支援し 、 地域の仕組みづく り やネッ ト ワー

ク の構築を 図っ た。 また、 「 災害ボラ ンティ アセン タ ー」 運営に備え、 関係機関・ 住民と の日常的な連携を

強化し た。 さ ら に、 重層的支援体制整備事業を 受託し 、 「 ひき こ も り 」 「 若者ケアラ ー」 などの複合的な地

域生活課題への支援に取り 組み、 個別の相談対応およ び関係機関等と の連携を 強化し 、 支援の充実に取り 組

んだ。  

・ 職員一人ひと り が課題意識と テーマを 持ち 、 研修

や現場実習に参加し 習得し たこ と を 皆で学びあう

「 かたく り ・ 研修発表会」 を 実施し た（ ２ 月 27

日 職員 17 名参加） 。  

( 2) 地域と のつな

がり を 深める  

 

利用者が地域の一員と し て取り

組むこ と が可能な内容や方法を

検討し 実践し た。 また、 様々な

ツールを 活用し て地域住民や町

会、 団体等と の交流を 深め、 誰

も が安心し て暮ら せる 地域づく

り を と も に行っ た。  

・ 近隣農家と 連携し 、 利用者の作業の広がり や工賃

向上、 農家の労働力不足の解消等、 相互にメ リ ッ

ト を も たら す「 農福連携」 を 推進し た（ 販売会 15

回） 。  

・ 大泉☆かたく り ギャ ラ リ ーを 開催し 、 高齢者施

設、 小中高校、 敬老館、 住民の作品と かたく り の

利用者の作品展示を 介し て、 地域と の交流を 図っ

た（ 来場者 130 名） 。  

施設公開（ 近隣施設と 同日開催） （ ７ 月 23 日 26

名、 11 月 26 日５ 名）  

・ ねり いちやふれあいバザールなど区内での販売会

に利用者と と も に参加し た。 自主製品など の販売

を 通し 、 日々の活動の周知を 行っ た（ 59 回） 。  

・ ボラ ン ティ ア、 実習生等の受け入れを 実施 

  ボラ ンティ ア受け入れ 延べ 59 名 

  実習生の受け入れ   延べ 62 名 

・ 近隣の学校・ 施設等への障害理解を 促す福祉教育

の推進 

  大泉桜高校        延べ 118 名参加 

  大泉北小学校 6 年生対象  90 名参加 

  夏休みかたく り 探検ツ アー 10 名参加 

・ 利用者が主体と なり 通所経路や作業所の近隣で活

動を 行う 「 かたく り ・ ボラ ン ティ アク ラ ブ 」 の継

続的な実施 

  かたく り 近隣地域の清掃活動 10 回 

( 3) 多機能型施設

の 特 徴 を 活 か

し た 支 援 の 充

実  

多機能型施設と し て就労継続支

援Ｂ 型と 就労移行支援事業の連

携を 強化し 、 働く こ と について

考える機会を 設けた。  

・ 「 働く こ と 」 の意識を 高める ため、 各事業の利用

者のニーズに合わせた生活支援プロ グラ ム等の合

同実施。  

・ 就労移行支援事業で毎週行っ ている 生活支援講座

（ 挨拶や敬語の使い方、 履歴書の書き 方など就職

にむけて必要なビジネスマナーなど ） に就労継続

支援Ｂ 型の利用者も 参加（ 62 回 延べ 135 名） 。  

・ 合同生活支援講座では体を 動かすこ と 、 将来の利

用を 想定し たショ ート ステイ について学ぶ機会を

設けた（ 延べ 26 名） 。  

・ 就労移行・ 就労定着支援事業の OB・ OGの交流の

機会を 設けた（ ３ 月 19 日３ 名） 。  

事業 内容 実績・ 効果等 

( 1) 地域の課題を

住 民が 主 体 的

に 解決 で き る

地 域 づ く り   

各拠点において地域福祉活動を

推進し 、 住民が主体的に地域課

題を 発見・ 共有し 、 解決でき る

よ う 取り 組んだ。  

 

・ 空き 家の活用に関する 相談を 契機と し て、 住民と

の連携を 深めながら 地域の居場所の立ち 上げおよ

び運営支援を 行っ た。  

・ 在住外国人の生活課題に対応するため、 地域住民

が子ども への学習支援や見守り の担い手と し て参

加でき る よう 支援し た。 また、 支援者同士の横の
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６ 権利擁護センター ほっとサポートねりま 

住民が安心し て地域生活を 送れる よ う 、 支援を 必要と する高齢者や障害のある 人の意思決定や地域生活を

支援し ていく と と も に、 成年後見制度を 必要と する 人が円滑に利用でき る よ う 支援や体制の強化を 図っ た。  

つながり を 促進するため、 イ ベン ト 等を 開催し 、

地域課題を 共有する場を 創り 出し た。  

・ 福祉施設や企業へ中間的就労を 働き かけ、 雇用を

実現さ せるなど、 協力的な事業所と の連携が進ん

だ。  

( 2) 災害時に備え

た 取 り 組 み 

①「 災害ボラ ン ティ アセン

タ ー」 を 円滑に運営でき る よ

う 準備し 、 機能と 役割を 周知

すると と も に、 平時から の連

携強化に努めた。  

②災害時の備えと し て住民が日

頃から 考える機会を 設け、 防

災に関する意識の向上に努め

た。   

①「 災害ボラ ンティ アセン タ ー」 の運営に備え、 町

会・ 自治会や当事者団体、 避難拠点運営連絡会、

行政等と 連携し 訓練を 実施し た（ 全２ 回・ 延べ参

加者 130 名） 。  

・ 災害時に要支援者へ資源情報を 届ける 人材育成の

ため、 災害ボラ ンティ アコ ーディ ネータ ー入門講

座（ 全２ 回・ 延べ 59 人） を 開催し た。 併せて、

参加者と の継続的な関係づく り を 目的に交流会

（ 全２ 回・ 延べ 35 人） を 実施し た。  

②地域住民に向けた防災に関する シンポジウムを 開

催し た（ 来場者数 86 名） 。   
( 3) 地域の人材の

発 掘 と 育 成 

 

地域福祉推進のために地域の中

で様々な役割を 担い、 活動する

地域住民の発掘・ 育成・ 支援に

取り 組んだ。  

・ 地域住民の地域活動参加につながる連続講座「 ボ

ラ センゼミ 」 を 実施し た（ 全５ 回 10 名が修了） 。

また、 修了生と 現役生を 対象に継続的な交流を 図

る ため「 合同ボラ セン ゼミ 」 を 開催し た（ ２ 回、

参加者 30 名） 。  

・ ボラ ン ティ ア受入施設等を 対象に担当者基礎研修 

を 実施（ 33 施設、 参加者 37 名） 。 拠点ごと に特 

性を 活かし た情報交換会を 開催し 、 ミ ニ講座など  

を 企画し た。  

・ シャ ンティ 国際ボラ ン ティ ア会、 東京パブリ ッ ク

法律事務所と 連携し 、 関係機関や地域住民を 対象

に、 在留資格を 学ぶセミ ナー（ 参加者 21 名） およ

び活動報告会（ 参加者 59 名） を 実施し 、 地域住民

や関係者間の理解と つながり を 深めた。  

事業 内容 実績・ 効果等 

( 1) 福祉サービ ス

利 用 等 の 相 談

援 助 事 業 の 充

実 

地域福祉権利擁護事業等の取り

組みや支援を 通し て地域と つな

がり 、 生活支援員や関係機関と

連携し て地域の権利擁護の意識

を 高める と と も に、 ニーズの発

掘と 地域課題の解決に向けた取

り 組みを 行っ た。 また、 終活事

業を 更に充実さ せる ため、 練馬

区と 検討を 進めた。  

・ 個別ケース会議等に参加（ 97 回） し 、 地域包括支

援セン タ ーや保健相談所、 障害者地域生活支援セ

ンタ ー等の関係機関と 連携強化を すすめた。  

・ 事業の認知度を 高め利用を 促進する ため、 練馬・

光が丘・ 石神井・ 大泉の高齢者支援係と 地域包括

支援セン タ ーに事業説明を 行っ た（ ４ 回） 。  

・ 支援が必要な住民が適切な制度や事業につながる

よう 、 関係機関への周知や NPO・ 地域団体と の連

携を 強化し 、 認知症フ ォ ーラ ムなど の住民向けイ

ベント 等を 通じ て事業周知を 行っ た。  

・ 終活事業を 区民や関係機関へ広く 周知する ため、

チラ シを 増刷し （ 5, 000 部） 各窓口へ配布し た。

練馬区発行の私の生き 方ノ ート の改訂に関わると

共に、 12 月から 各地域で NPO法人と 協働で記入支

援セミ ナーを 開催し た（ ８ 回） 。  

( 2) 成年後見制度

の利用推進と

中核機関の役

割周知  

①制度の利用が必要な人が、 円

滑に利用ができ る よう 、 成年

後見制度の利用推進に向け

て、 地域連携ネッ ト ワーク の

強化を 図る。 また、 練馬区に

①成年後見制度に関する 講演会開催や講師派遣 

・ 講演会（ 77 名） の開催や関係機関へ研修講師（ 24

件） の派遣において中核機関や成年後見制度、 権

利擁護事業等の周知を 行っ た。  
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７ 生活サポートセンター 

複合的な課題を 抱えた住民が課題解決を 図れるよ う に、 相談支援の充実と ネッ ト ワーク を 構築し ながら 地

域で支える仕組みづく り に取り 組んだ。  

おける中核機関の役割と し て

横断的な相談機能を 強化する

と と も に、 関係機関等への更

なる周知を し た。  

②親族後見人が安心し て後見業

務を 行えるよう 後見人等サ

ポート の充実、 周知普及に取

り 組んだ。  

・ 権利擁護の地域連携ネッ ト ワーク の充実を 目指す

「 ねり ま成年後見ネッ ト ワーク 連絡会」 を ２ 回開

催し 、 成年後見制度改正の中間試案と 専門職から

市民後見人へのリ レ ー方式を テーマに、 様々な関

係機関と 意見交換を 行っ た。 また、 適切な支援や

制度につなげ権利擁護を 図る ため「 検討支援会

議」 を 計 12 回実施し た。  

②親族後見人に向けた情報紙「 ねり ま後見人ネッ ト

だより 」 を 発行し 、 制度の最新情報や親族後見人

の相談窓口の周知を し た（ 年２ 回） 。  

・ 親族後見人等に向け、 専門職を 講師に招き 、 令和

７ 年に改訂さ れた裁判所への報告様式など 、 後見

業務に関する 勉強会と 、 親族後見人同士の交流を

目的に座談会を 行っ た。  

( 3) 市民後見人の

周 知 お よ び 養

成・ 支援  

①区民や関係機関に向けて市民

後見人の受任要件を 周知する

など、 意義と 活動についての

周知普及を 行う こ と を 目的

に、 市民後見人が説明会や会

議体に参加し た。  

②市民後見人の受任件数を 増や

すと と も に、 法人後見監督の

仕組みを 整えた。  

③養成研修修了者へのフ ォ ロー

アッ プと し て、 研修の案内

や、 市民後見人同士の交流の

場を 設けた。   

①市民後見人が説明会やネッ ト ワーク 連絡会に参加

し 、 区民や関係機関に意義や活動内容を 直接発信

する機会を 設けた。  

②関係機関や専門職と 受任について調整し 、 今年度

新たに地域福祉権利擁護事業から の移行ケース２

件含む３ 件を 市民後見人が受任し た。 また、 法人

後見監督のマニュ アルを 、 改訂さ れた家庭裁判所

の報告様式に合わせて更新し た。  

③市民後見人懇談会を 開催し 、 情報交換ができ る 場

を 整えた（ 年２ 回） 。 また、 講師を 招き SST 研修

を 開催し 対人援助について学んだ。  

・ 東京都社会福祉協議会主催の市民後見人養成フ ォ

ローアッ プ研修へ参加し 最新の情報を 学ぶと と も

に、 他地区の市民後見人登録者と も 情報交換を

行っ た。  

事業 内容 具体的な方策、 目標 

( 1) 相談支援の充

実 

多様な相談に対応でき る よ う 職

員の専門性を 高めるための取り

組みを 行っ た。 また、 部署全体

で相談を 受け止め、 課題解決に

取り 組む体制の機能強化を し

た。  

・ 相談者の生活背景と 量的データ を 基に相談者像を

踏まえ支援に活用し た。  

・ 相談支援における資質向上のため子ども 家庭支援

センタ ーから 講師を 招き 、 業務内容への理解を 深

める自主研修を 実施し 、 今後の連携支援に活かし

た。  

・ 住まい確保支援に関する 新たな制度・ 支援策につ

いて情報収集し 、 住まい相談会等の実施や連携を

し ながら 支援を 行っ た。  

( 2) 地域で支える

仕組みづく り

の推進 

社会的孤立や貧困と いっ た課題

について、 生活圏域での早期発

見や見守り 、 支え合いなど、 住

民や地域団体と 専門職が協働し

て支援する ための仕組みづく り

を 行っ た。  

・ 地域のボラ ン テ ィ ア 団体や企業等（ ス ーパー含

む） 、 民生・ 児童委員協議会にて課題共有し 、 食

料寄付のチラ シ配布を 行っ た。 こ れによ り 食料寄

付を 通じ た連携の強化につながっ た（ 食料寄付 12

団体、 3, 445 品） 。  

・ ねり ま社会福祉法人等のネッ ト を 活用し 、 高齢者

施設の畑で、 社会的孤立や就労に課題を 抱える 人

の居場所づく り に取り 組んだ。 またひき こ も り 当

事者の就労を 見据えた職場体験の場づく り を 推進

し た( ねり ま社会福祉法人等のネッ ト 内保育園に

て８ 回実施) 。  
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８ 豊玉障害者地域生活支援センター きらら 
「 相談支援事業所（ 指定特定・ 指定一般） 」 「 地域活動支援センタ ーⅠ型」 における質の高いサービス

を 提供する事業所を 目指すと と も に、 基幹相談支援セン タ ーと し ての役割を 担い、 機能の充実を 図っ た。  

・ 社会保障制度等の課題を 検討する プロジェ ク ト

チームを 立ち上げた。 分かり やすく 伝える ツ ール

を 作成し 、 窓口にて活用し た。  

( 3) 連携支援の強

化 

関係機関と の情報交換や事業周

知、 個別支援の協働によ り 連携

を 強化し 、 既存制度の機能・ 効

果の向上を 図っ た。  

・ 特例貸付の償還に係る フ ォ ローアッ プについて生

活福祉係と の連携を 強化し た。  

・ 教育機関や支援団体へ訪問・ 同行し 、 養育環境等

による 生き づら さ ヤン グケアラ ー等の課題を 抱え

る ケースへの対応を 通じ て事業理解と 連携を 深

め、 関係機関と 協働し た。  

事業 内容 実績・ 効果等 

( 1) 相談支援およ

び 利 用 者 支 援

の充実  

   

 

①基幹相談支援センタ ーと し

て、 地域における相談支援の

中核的な役割を 担い、 相談支

援体制の強化および障害者支

援の充実を 図っ た。  

②地域活動支援センタ ーⅠ型事

業において、 利用者支援の充

実および、 利用者の主体性が

発揮でき るよう にプロ グラ ム

等の企画・ 実施を 支援し た。   

① 練馬区や他基幹相談支援センタ ー、 民間相談支援

事業所の主任研修修了者と も 連携し 、 相談支援従

事者会を 企画・ 開催し た。 区の施策や制度、 社会

資源等についての情報提供のほか、 事例検討の機

会を 積み重ねていく こ と で地域の相談支援の質の

向上に取り 組んだ（ 地区従事者会開催７ 回、 全体

会１ 回） 。  

・ 障害者地域自立支援協議会「 地域生活・ 高齢期支

援」 専門部会を 開催（ 計３ 回） し 、 地域課題の抽

出と と も に地域で生活する 高齢期を 迎える 障害の

ある人と 家族への支援の方策等について協議や意

見交換を し た。  

② 利用者が主体的に活動でき るよ う メ ン バーミ ー

ティ ング、 音楽を 語る 会、 囲碁教室、 ク リ スマス

会等の企画、 運営を 支援し た（ 計 25 回・ 延べ 267

名参加） 。  

・ 地域生活サポータ ー（ ピ アサポータ ー） 養成講座

を 開催し た（ 計 12 回・ 延べ 92 名参加） 。  

・ ぴあまっ ぷを 作成（ 計 12 回・ 延べ 92 名参加） 、  

発行（ 年 1 回 300 部発行） し た。  

( 2) つな がり 支え

あ う 地 域 づ く

り         

         

①誰も が暮ら し やすい地域にな

る よう に、 利用者と と も に地

域交流や地域貢献活動に参画

し た。  

②障害の理解や誰も が参加でき

る 地域活動の推進を 図る ため

のプログラ ム等を 実施し た。   

①花く ら ぶ（ 園芸プロ グラ ム） の活動と し て、 図書

館や商店会、 デイ サービス等の花壇整備に取り 組

むと と も に街清掃「 ねり まき れいにし 隊」 に参加

し 、 美化活動を 通し た地域交流を 行っ た（ 計 58

回・ 延べ 430 名参加） 。  

②地域住民向けに「 対人関係の悩みを 解消し 楽にな

れるワーク ショ ッ プ ソ ーシャ ル・ スキルズ・ ト

レ ーニン グ～誰でも 参加でき る SST～」 を 開催し

た( ３ 回連続を １ ク ールと し て計３ 回・ 67 名参

加) 。  

・ ボラ ン ティ アの受入れを 行っ た（ 121 日 延べ

280 名） 。 また、 ボラ ンティ ア同士が交流するボ

ラ ンティ ア交流会を 開催し た（ １ 日・ 17 名） 。  

・ 東京都地域移行体制整備事業の一環と なる 「 地域

移行圏域会議」 や「 東京武蔵野病院あき ぞら 祭」

において、 ピ アサポータ ーが練馬区のピア活動を

発信する 場づく り や発信のサポート を 行っ た。  

・ 図書館と 連携し 、 区民向けの障害理解講座を 開催

し た。 また図書館職員向け研修では、 き ら ら の利

用者から 発症やき ら ら に繋がっ たき っ かけなどの

話を し ても ら う など障害理解の啓発に取り 組んだ 
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９ 石神井障害者地域生活支援センター ういんぐ 
「 相談支援事業所（ 指定特定・ 指定一般） 」 「 地域活動支援センタ ーⅠ型」 における質の高いサービス

を 提供する事業所を 目指すと と も に、 基幹相談支援セン タ ーと し ての役割を 担い機能の充実を 図っ た。  

（ 計２ 回・ 34 名） 。  

( 3) 指定管理者と

し て の 着 実 な

施設運営 

   

指定管理者と し て、 提案し た事

業を 着実に実施し た。  

・ 「 オープンき ら ら 」 の企画と し て、 当事者会のイ

ベント 「 ク リ スマス会」 に当事者や家族、 関係機

関、 区民を 招き 、 ボラ ンティ アによ る楽器演奏や

落語、 利用者から ク イ ズなどを 行い、 き ら ら の周

知を 行っ た。  

・ 障害者就労支援セン タ ー、 石神井障害者地域生活

支援セン タ ーと 連携し 、 障害者の社会参加や多様

な働き 方、 生活等の充実を 図る内容のプロ グラ ム

「 ト ラ イ アン グル・ ゼミ 」 を 実施し た（ き ら ら オ

リ ジナルプロ グラ ム４ 回・ 延べ 17 名、 ３ 部署合

同プロ グラ ム５ 回・ 延べ 34 名 計９ 回・ 延べ 51

名参加） 。  

事業 内容 実績・ 効果等 

( 1) 相談支援お よ

び利用者支援の

充実 

①基幹相談支援センタ ーと し

て、 地域における相談支援の

中核的な役割を 担い、 相談支

援体制の強化および、 障害者

支援の充実を 図っ た。  

②地域活動支援センタ ーⅠ型事

業において、 利用者支援の充

実およ び、 利用者の主体性が

発揮でき るよう にプロ グラ ム

等の企画・ 実施を 支援し た。  

 

①練馬区や他基幹相談支援セン タ ー、 民間相談支援

事業所の主任研修修了者等と 連携し 、 相談支援従

事者会を 企画・ 開催し た。 区の施策や制度、 社会

資源等についての情報提供のほか、 事例検討の機

会を 積み重ねていく こ と で地域の相談支援の質の

向上に取り 組んだ（ 地区従事者会開催７ 回、 全体

研修会１ 回） 。  

・ 障害者地域自立支援協議会「 地域包括ケアシステ

ム・ 地域移行」 専門部会を 開催（ 計３ 回） し 、 精

神障害にも 対応し た地域包括ケアシステムの練馬

区における取り 組み状況や次期障害福祉計画策定

に向け協議し た。  

②利用者が主体的に活動でき る よう 、 季節のプロ  

グラ ムやチルコ ロ石神井出店において実行委員会

方式によ る企画、 運営を 支援し た（ 計 15 回・ 延

べ 126 名参加） 。  

・ 区内・ 区外の精神科病院の院内・ 院外でのピ アサ

ポータ ー活動およ び東京都主催会議で のピ ア サ

ポータ ー活動報告を 支援し た。  

・ ピアサポータ ー養成講座を 開催し た（ 計 12 回・ 延

べ 92 名参加） 。  

・ ぴあまっ ぷを 作成（ 計 12 回・ 延べ 92 名参加） 、

発行（ 年 1 回 300 部発行） し た。  

( 2) つ な がり 支え

あう 地域づく り   

①地域交流や地域貢献活動に参

画し 、 利用者が地域と のつな

がり を 深めながら 、 支えあい

の関係を 築いていける よう に

し た。  

②障害理解の促進やセン タ ー周

知のための取り 組みを 工夫し

実施し た。   

①地域交流と し て、 商店会・ 町会主催のイ ベン ト に

利用者有志と 参加し た。（ 「 チルコ ロ 石神井」（ 計

２ 回・ 延べ 17 名） 、「 え～る フ ェ スティ バル」 （ 1

回・ 延べ４ 名） ） 地域貢献活動と し て町内会掲示

板情報の更新、花壇の整備等を 実施し た（ 計 50 回・

延べ 404 名） 。  

・ ボラ ン ティ アの受け入れ（ 74 日・ 延べ 95 名） と

地域団体や住民と 協働でプ ログラ ムを 実施し た。  

②障害への理解を 深める 「 精神保健福祉講座」 （ 35

名参加） 、 福祉人材の発掘・ 育成を 目的と し た

「 精神保健福祉ボラ ン ティ ア講座」 （ 10 名参

加） を 実施し た。  
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10 障害者就労支援センター レインボーワーク 

障害のある 人の就労機会を 増やすと と も に、 安心し て働き 続けら れる よう 、 就労やそれに伴う 生活に関

する 相談・ 助言・ 情報提供等を 行っ た。 また、 障害者雇用を 検討し ている企業等への相談、 情報提供や普

及啓発等を 行い、 障害のある人の就労環境の充実を 図っ た。  

 

・ 図書館職員や障害施設利用者家族、 区立中学校特

別支援学級生徒の家族等を 対象と し た、 障害理解

や障害福祉サービス利用促進のための研修の講師

を 務めた（ ３ 回・ 72 名参加） 。  

( 3) 指定管理者と

し ての着実な施

設運営 

   

指定管理者と し て、 提案し た事

業を 確実に実施し た。  

①令和６ 年度から 実施し ている 「 介護のつどい」 の

内容、 対象を 広げ、 関係機関や地域の団体等と 連

携し 開催し た（ 計４ 回・ 延べ 39 名） 。  

②障害者就労支援セン タ ー、 豊玉障害者地域生活支

援セン タ ーと 連携し 、 障害者の社会参加や多様な

働き 方、 生活等の充実を 図る 内容のプログラ ム 

「 ト ラ イ アン グル・ ゼミ 」 を 実施し た（ う いんぐ

オリ ジナルプロ グラ ム３ 回・ 延べ 16 名、 ３ 部署

合同プロ グラ ム５ 回・ 延べ 34 名 計８ 回・ 延べ

50 名参加） 。  

事業 内容 実績・ 効果等 

( 1) 障 害 者 就 労 支

援の充実  

本人およ び企業等から の相談の

増加に伴う 、 支援ニーズの変化

や多様な働き 方に対応でき る就

労面・ 生活面の総合的な支援力

の向上に向け研修や検討会議を

行っ た。 また、 職場定着支援に

おいては自立的で安定し た雇用

関係が継続する よ う ナチュ ラ ル

サポート を より 意識し た支援を

推進し 、 安定就労の継続につな

げた。  

 

・ 就労支援や障害理解に関する外部研修へ積極的

に参加し 、 専門的知識や支援技術の習得を 図る

こ と で、 個々の職員の支援力向上につなげた

（ 研修 40 講座・ 延べ 68 名参加） 。  

・ 制度理解や個別ケースの共有、 支援方針の整理

を 目的と し た支援会議や勉強会を 実施し 、 特に

職場定着支援における 対応の統一と 質の向上に

取り 組んだ（ 支援会議 12 回） 。  

・ 都内就労支援機関や区市町村セン タ ーと の連携

を 強化し 、 支援の方向性や役割の共有を 図る こ

と で、 適切な支援提供体制の構築を 進めた（ 連

携会議 12 回、 連絡会８ 回） 。  

( 2) 障 害 者 雇 用 の

推進およ び普及啓

発の充実 

障害者雇用率の引き 上げや特定

短時間雇用等、 新たな障害者雇

用の仕組みや情報の周知や相談

を 積極的に行い、 練馬区内企業

等における 障害者雇用の促進と

雇用機会の拡大につなげた。   

・ 雇用支援セミ ナーを 開催し 、 企業に対する障害

者雇用の理解促進と 具体的な雇用イ メ ージの共

有を 図っ た（ 24 社・ 42 名参加） 。  

・ 中小企業家同友会等の企業会議に参加し 、 障害

者雇用に関する 意見交換を 行う こ と で、 企業と

の関係構築およ び相談機会の拡大につなげた。  

・ 障害者雇用支援月間において、 区役所および図

書館においてパネル展示や講演会、 ねり いち

マーケッ ト 等を 実施し 、 普及啓発を 進めた

（ マーケッ ト 売上約 90 万円、 講演会 86 名） 。  

( 3) 関係機関等 

の連携強化に よ る

障害者就労の充実 

練馬区内の障害者就労支援事業

所や障害者地域生活支援セン

タ ー等関係機関と の連携を 強化

し 、 地域における 障害者就労支

援の質の向上と 支援体制の充実

につなげた。  

・ 障害者就労支援ネッ ト ワーク 会議を 開催し 、 関

係機関間での情報共有およ び課題整理を 行い、

支援体制の見直し や再構築に向けた検討を 行っ

た。  

・ 就労支援事業所と の連携による 支援や地域生活

支援セン タ ーと 連携し たト ラ イ アン グル・ ゼミ

の実施を 通じ て、 企業就労に限ら ない多様な就

労選択の充実につなげた。  

・ 共同受注において、 区内事業所の安定受注およ

び工賃向上に向けた取り 組みを 進め、 福祉的就

労の充実と 就労意欲の向上につなげた( 受注総

額約 400 万円) 。  
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Ⅲ．各課・各部署の事業報告 

【経営管理課】 
法人全体の適切な運営に取り 組むと と も に、 両福祉作業所の安定的な事業運営に取り 組んだ。 また、 練

馬区から 移譲を 受けた白百合福祉作業所について、 新たに開始し た生活介護の運営管理を 行っ た。 生活福

祉係では、 生活福祉資金を 中心と し た多岐にわたる相談者のニーズへの対応を 行う と と も に、 職員の育成

に関わる 事業に取り 組んだ。  

 

【総務係】 
組織運営がより 円滑になる よう に情報イ ン フ ラ の整備や各種システムを 導入し 、 運用の体制整備を 進め

た。 また、 地域の様々な情報や福祉サービ スについて、 住民が安心し て相談でき る窓口を 目指し 、 各事業

に取り 組んだ。  

 

１ 法人運営 

（１）定款・規程の定期的な見直し 

（２）労務環境の整備 

（３）適切で効率的な経理事務 

（４）法人運営の充実 

（５）特定個人情報および個人情報の保護 

（６）法人の DX の推進 

 

２ 連絡調整・相談事業 

（１）連絡調整事業  

  ア 窓口に寄せら れた相談への対応と 連絡調整 

他機関や関係部署に対し ての相談・ 要望や、 どこ に相談し たら 良いかわから ない等の「 福祉相談の

入口」 と し ての役割を 担っ た。  

・ 相談受付件数実績 1, 399 件   

  総合相談窓口は、 多様化・ 複雑化する 相談ニーズに対する 重要な受け皿と し て機能し た。 どこ に相

談し たら 良いかわから ない、 相談し た先々で解決に至ら ず心身が疲弊し ている等の理由により 、 複数

回の電話相談が寄せら れる こ と も あっ た。 相談時は受容と 傾聴に努め、 適切な支援・ 関係部署につな

ぐ こ と を 目的と し て相談内容に応じ た適切な初期対応・ 情報提供を 行い丁寧な相談対応に努めた。  

  

〔 相談方法〕                       （ 単位： 件）     

 

 

 

〔 相談受付内容〕  

イ  関係行政機関・ 施設団体、 住民と の各種連絡会議・ 懇談会等の参加または実施 

必要に応じ て連絡調整を 行い、 各種連絡会議・ 懇談会等の参加または実施し た。 また、 会議や懇談

会等における交流や情報交換等によ り 連携の強化を 図っ た。  

ウ 民生児童委員協議会への情報提供等 

民生児童委員協議会の正副会長会（ 毎月１ 回、 ８ 月・ １ 月を 除く 計 10 回） およ び、 20 地区の民生

児童委員協議会（ 各地区毎月１ 回、 ８ 月・ １ 月を 除く 計 200 回） に出席し 、 練馬区社協から の連絡・

依頼・ 報告・ 情報提供を 行っ た。  

（２）相談力の向上 

寄せら れた相談に対し てよ り 円滑で適切な対応を 目指し 、 会議やミ ーティ ン グの機会に情報共有や相

談対応の検討を 行い、 相談力の向上に取り 組んだ。  

 

 

相談方法 電話 来所 ﾒ ﾙー・ FAX 計 

相談受付件数 961 96 342 1, 399 

相談内容 相 談 の 内 訳 件数 

地域福祉事業 募金、 寄付、 会費、 民協関係、 広報誌、 助成金など  340 

協力依頼 名義使用、 企画協力、 実習生の受け入れなど  50 

情報提供 貸付事業等の練馬区社協の他部署事業、 練馬区社協以外の行政・ 民間

サービス等についての問合せなど  
44 

心配事、 その他 他部署へ紹介、 心配事相談、 人事・ 法人関係など  965 

合 計   1, 399 
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３ 自主財源の確保・活用  

  ア 講師等派遣謝礼： 635 千円（ 目標 900 千円）  

イ  実習生等受入： 1, 468 千円（ 目標 1, 500 千円）  

ウ ねり ま社協だより 広告料： 70 千円、 ネリ ーグッ ズ売上等： 145 千円（ 目標 505 千円）  

 

４ 募金活動  

（１）赤い羽根共同募金 

東京都共同募金会の協力組織と し て、 町会連合会・ 民生児童委員協議会・ 練馬区社協の三者で共同募

金練馬地区協力会を 構成し 、 募金活動（ 各戸募金・ 街頭募金） を 実施し た。  

ア 実施時期  令和７ 年 10 月～12 月（ ３ ヶ 月間）  

イ  事業内容 

（ ア） 募金実績 

ａ  募金額 6, 244, 488 円（ 前年度 6, 236, 366 円）  

ｂ  募金件数 277 件（ 内訳： 町会・ 自治会 92 件、 団体５ 件、 個人８ 件、 民生児童委員４ 件、 民

生児童委員協議会 39 件、 募金箱 117 件、 街頭募金５ か所、 その他７ 件）  

（ イ ） 配分内容 

ａ  東京都共同募金会納付金 6, 244, 488 円 

東京都共同募金会へ募金額全額を 納付後、 都内の民間福祉施設等に配分さ れた。 練馬区内の福

祉施設への配分については、 「 練馬地区配分推せん委員会」 における 審査・ 推せんに基づき 配分

さ れた。  

ｂ  小地域活動費 385, 299 円 

町会・ 自治会の事業に活用し 、 地域の福祉活動を 推進する ために、 募金額 10％を 限度に配分

し た（ 申請件数 37 件） 。  

  （ ウ） 街頭募金 96, 339 円 

    ａ  実施日 10 月１ 日、 ６ 日、 16 日、 24 日、 31 日 

    ｂ  実施場所 練馬駅、 石神井公園駅、 光が丘駅、 大泉学園駅アニメ ゲート  

（ エ） 募金箱の設置 305, 601 円 

区内公共施設など 145 か所に募金箱を 設置し 、 区民に募金活動の周知と 参加を 呼びかけた。  

（ オ） 300 円以上の募金協力で、 オリ ジナルグッ ズ（ チャ ーム） を 贈呈し た（ 1, 100 個） 。  

（２）歳末たすけあい運動募金 

町会連合会・ 民生児童委員協議会・ 練馬区社協の三者が共催し 、 その他関係諸団体およ び区民の協力

に基づき 、 共同募金運動の一環と し て、 地域福祉活動の充実と 福祉のまちづく り 推進を 目的に実施し

た。  

ア 実施時期  令和７ 年 12 月（ １ ヶ 月間）  

イ  事業内容 

（ ア） 募金実績 

ａ  募金額 8, 738, 955 円（ 前年度 9, 030, 526 円）  

ｂ  募金件数 188 件（ 内訳： 町会・ 自治会 110 件、 団体７ 件、 個人８ 件、 民生児童委員７ 件、 民生

児童委員協議会６ 件、 募金箱 44 件、 街頭募金４ か所、 その他２ 件）  

（ イ ） 配分内容 

ａ  令和８ 年度地域福祉活動費 7, 498, 905 円 

   令和７ 年度に集めら れた寄付金を 令和８ 年度の地域福祉活動費と し て配分し た。  

（ 内訳） 福祉団体助成事業 3, 080, 000 円、 NPO・ ボラ ンティ ア活動推進事業 3, 000, 000 円、 広

報啓発に関する 事業等 518, 905 円、 成年後見制度支援事業 50, 000 円、 小地域福祉活

動事業 450, 000 円、 相談業務課題検討事業 150, 000 円、 災害ボラ ンティ アセン タ ー立

ち上げ訓練・ 学習会 150, 000 円、 福祉人材育成に関する事業 100, 000 円 

    ｂ  小学校入学祝い品贈呈事業 415, 800 円 

   歳末たすけあい運動募金を 財源と し 、 福祉ニーズのある 小学校新入学児童 14 名に入学祝い品

と し てラ ン ド セルと ネリ ーの鉛筆（ ５ 本組） を 贈呈し た。 また、 ラ ン ド セルの辞退者には、 お祝

品と し て、 ネリ ーの鉛筆（ ５ 本組） を 贈呈し た（ ３ 名） 。  

C 事務費 820, 000 円 

募金封筒やポスタ ー作成費用など、 募金活動に関わる 事務費と し て活用し た。  

  （ ウ） 街頭募金 86, 259 円 

    ａ  実施日 12 月１ 日、 12 日、 18 日、 25 日 

    ｂ  実施場所 練馬駅、 石神井公園駅、 光が丘駅 
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（ エ） 募金箱の設置 144, 395 円 

区内公共施設など 45 か所に募金箱を 設置し 、 区民に募金活動の周知と 参加を 呼びかけた。  

 

５ 地域福祉事業 

（１）助成・団体支援事業  

地域の民間福祉施設・ 団体が行う 様々な活動を 積極的に支援する ため、 以下の事業を 行っ た。  

ア 助成事業 

（ ア） 赤い羽根配分助成事業〔 赤い羽根運動募金地域配分（ Ｂ 配分： 練馬区内への配分） 〕  

ａ  助成総額    3, 110, 000 円   

ｂ  申請事業数 17 事業（ 助成決定 17 事業）  

＜助成団体内訳＞                             （ 単位： 円）  

（ イ ） 歳末たすけあい配分助成事業〔 歳末たすけあい運動募金地域福祉活動費活用事業〕  

ａ  助成総額  3, 260, 000 円 

ｂ  申請事業数 28 事業（ 助成決定 28 事業）  

＜助成団体内訳＞                             （ 単位： 円）  

C 東京都共同募金会練馬地区配分推せん委員会における令和７ 年度赤い羽根配分助成事業配分推

せん審査会の開催 

令和８ 年度赤い羽根配分助成事業の申請を 受け、 内容を 審査し 東京都共同募金会に推薦し た。  

（ ａ ） 審査日時 令和７ 年 12 月 19 日 書類審査およ びプレ ゼン テーショ ン 審査 

 

 

 

施設・ 団体名 助成金額 施設・ 団体名 助成金額 

社会福祉法人江古田明和会 べる はう す 270, 000 NPO法人ごたごた荘 140, 000 

社会福祉法人江古田明和会 あっ と ほーむ 50, 000 NPO法人フ ェ アネス・ ラ ボ 90, 000 

社会福祉法人東京雄心会 こ ぐ れの里 230, 000 社会福祉法人未来・ ねり ま 幼児教室と こ と こ  160, 000 

社会福祉法人シルヴァ ーウィ ング 

特別養護老人ホームみさ よハウス土支田 
300, 000 

日本ダウン症協会東京練馬支部 

ちゅ う り っ ぷの会 
170, 000 

社会福祉法人練馬山彦福祉会 

チャ レ ンジワーク やまびこ  
120, 000 

NPO法人ホサナ地域活動支援センタ ー 

ク ラ ブハウスシンプルラ イ フ  
170, 000 

NPO法人住まいる グループホーム住まいる 160, 000 練馬区視覚障害者福祉協会 280, 000 

NPO法人 あんずの家 120, 000 社会福祉法人未来・ ねり ま ねり ま第二事業所 130, 000 

NPO法人東京福祉協議会 

グループホーム石神井台 
210, 000 練馬区重症心身障害児（ 者） を 守る会 240, 000 

社会福祉法人シルヴァ ーウィ ング 

練馬若年認知症サポート センタ ー 
270, 000 

施設・ 団体名 助成金額 施設・ 団体名 助成金額 

り ぷり んと ・ 練馬 おはなし ハッ チ 40, 000 NPO法人練馬精神保健福祉会 60, 000 

お茶の間ネッ ト  120, 000 VOSOT 110, 000 

NPO法人練馬断酒会 100, 000 NPO法人認知症サポート セン タ ー・ ねり ま 80, 000 

一般社団法人東京都パーキン ソ ン 病友の会 

練馬支部 
130, 000 NPO法人ごたごた荘 70, 000 

石神井・ 冒険遊びの会 120, 000 
日本ダウン 症協会東京練馬支部 

ち ゅ う り っ ぷの会 
160, 000 

石神井・ 小さ なおう ち  150, 000 練馬区保護司会 200, 000 

光が丘 2 丁目ボラ ン ティ アの会 200, 000 NPO法人健生会 200, 000 

NPO法人むすび 110, 000 練馬区聴覚障害者協会 120, 000 

NPO法人ハッ ピ ーひろ ば 120, 000 練馬区視覚障害者福祉協会 200, 000 

NPO法人成年後見のぞみ会 70, 000 NPO法人練馬区水泳連盟 100, 000 

認知症を 考える カ フ ェ 練馬 40, 000 若年認知症ねり まの会 MARI NE 80, 000 

NPO法人点訳・ 音声訳集団 一歩の会 70, 000 NPO法人福島こ ども 保養プロジェ ク ト ・ 練馬 60, 000 

NPO法人成年後見推進ネッ ト こ れから  80, 000 一般社団法人セルフ サポート マネージメ ント  200, 000 

傾聴ボラ ン テ ィ アこ だまの会 70, 000 一般社団法人 珠スタ  200, 000 
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（ ｂ ） 審査内容 

ｄ  歳末たすけあい運動推進委員会における令和７ 年度助成事業配分審査会の開催 

令和８ 年度歳末たすけあい配分助成事業の申請を 受け、 審査を 行っ た。  

（ ａ ） 審査日時 令和８ 年３ 月 24 日 書類審査およ びプレ ゼン テーショ ン 審査 

（ ｂ ） 審査内容 

ｅ  助成事業説明会 

  令和８ 年度助成事業について、 区内地域団体や施設を 対象に説明会を 開催。 参加団体の活動や

事業紹介を する 時間を 設け、 団体同士の交流を 図る機会と なっ た。  

開催日時： 令和７ 年９ 月 11 日( 26 団体) ・ 令和７ 年９ 月 24 日( 16 団体)  

イ  民間財団・ 基金助成事業への推薦 

民間施設・ 団体が、 赤い羽根運動募金Ａ 配分を 申請する 際、 必要と なる練馬区社協の推薦意見書を

６ 件作成し 、 東京都共同募金会に提出し た（ 赤い羽根運動募金Ａ 配分の推薦） 。  

ウ 民間福祉施設・ 団体への名義使用承認 

施設・ 団体が行う 講演会・ イ ベン ト 等の広報物等に練馬区社協が名義使用承認を 行う こ と により 、

施設・ 団体の活動を 支援し た。  

（ ア） 後援名義（ 職員の派遣あり ）  申請件数 ７ 件  承認件数 ７ 件 

（ イ ） 協賛名義（ 職員の派遣・ 直接的な協力なし ）  申請件数 20 件  承認件数 20 件  

事 業 名 申請事業 申請金額 助成事業 助成金額 

新規団体応援部門 

福祉団体応援部門 
14 事業 5, 564, 600 円 14 事業 3, 950, 000 円 

事 業 名 申請事業 申請金額 助成事業 助成金額 

福祉団体助成事業 26 事業 5, 433, 305 円 26 事業 3, 060, 000 円 

主 催 団 体 名 内    容 

NPO法人認知症サポート セン タ ーねり ま 
第 18 回認知症フ ォ ーラ ム「 どこ まででき る在宅

医療～認知症になっ ても 大丈夫～」  

障害者フ ェ スティ バル実行委員会 2025 障害者フ ェ スティ バル 

石神井公園商店街振興組合 チルコ ロ 石神井（ ３ 月）  

練馬区 令和７ 年度ビジネスチャ ン ス交流会 

認定 NPO法人ビッ グイ シュ ー基金 夜パンカ フ ェ  

公益社団法人東京青年会議所 練馬区委員会 防災×障がいイ ン ク ルーシブ体験会( ネリ ーサイ )  

NPO法人練馬明るい社会づく り の会 
第 26 回練馬フ ァ ミ リ ーまつり ～みんなの笑顔を

緑あふれる 練馬から ～ 

主 催 団 体 名 内    容 

ねり ま光が丘地域力活性化プロジェ ク ト 実行委員会 
ねり ま光が丘 Hi kar i -Pageant  Fest a2025＆26 

ねり ま光が丘 Cher r y-Bl ossom Fest a2025 

株式会社新都市ラ イ フ ホールディ ン グス I MA寄席 

NPO法人成年後見推進ネッ ト こ れから  
講演会「 遺品整理・ 事前整理～生き ている 間にや

る べき こ と ～」  

一般社団法人年金ト ータ ルサポート ・ コ スモ 障がい年金相談会 

首都圏建設産業ユニオン練馬支部 第 48 回住宅デー 

東京土建一般労働組合練馬支部 第 48 回住宅デー 

NPO法人保育サービ スぽてと  第 16 回ぽてと まつり  

社会福祉法人あかねの会 
第 20 回音楽交流フ ェ スタ  

第 28 回心の鐘コ ン サート  

練馬区視覚障害者福祉協会 シルク ロ ード から の風～楊興新 故弓演奏会～ 

大泉法人ネッ ト 収穫祭実行委員会 大泉法人ネッ ト 収穫祭 

VOSOT 第３ 回練馬区ひき こ も り 問題合同相談会 

練馬区手話まつり 実行委員会 第３ 回練馬区手話まつり  

ねり まみんぷら 実行委員会 第２ 回ねり まみんなでプラ ネタ リ ウム 

ホームスタ ート ・ はっ ぴぃ 練馬 

第４ 回地域説明会・ 報告会 

第４ 回ホームビ ジタ ー養成講座 

第５ 回ホームビ ジタ ー養成講座 

傾聴ボラ ンティ ア・ こ だまの会 傾聴ボラ ン ティ ア養成講座 

特定非営利活動法人わかち あい練馬 つながり サポータ ー養成講座 
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【生活福祉係】 
生活福祉資金の相談・ 支援から 、 多岐にわたる 生活上の困り ごと に対し 、 生活福祉資金貸付等の支援や

関係機関と 連携し て対応し た。 また、 職員育成方針に基づく 人材育成に取り 組むと と も に、 第６ 次地域福

祉活動計画や広報活動、 社会貢献事業への取り 組みを 推進し た。  

 

１ 相談支援 

各種資金の貸付等 

低所得世帯、 障害者世帯、 高齢者世帯に対し 、 生活の安定と 経済的な自立を 図る こ と を 目的と し た資金

貸付と 相談支援を 行っ た。 世帯状況に応じ 、 貸付での対応や、 関係機関（ 福祉事務所、 生活サポート セン

タ ー、 債務整理に関する相談窓口） につなげるなど、 世帯の経済的な自立に向けた相談対応を し た。  

令和７ 年度は、 受験生チャ レ ン ジ貸付事業への申し 込みのき っ かけが SNS や保護者の口コ ミ などで情報

を 得たと いう 方が前年度の約 3. 2 倍と なっ た。 （ 令和６ 年度計 30 件、 令和７ 年度計 95 件） 今後も 引き 続

き 、 SNS の活用を 工夫する など、 必要な人に届く 情報発信を 強化し ていく 。  

 

相談件数実績 11, 942 件 

 

（１）生活福祉資金貸付事業〔東京都社会福祉協議会からの受託事業〕 

低所得者世帯・ 障害者世帯・ 高齢者世帯の自立支援資金と し て、 民生・ 児童委員の調査、 協力を 得

て、 相談・ 貸付・ 償還事務を 行っ た。  

ア 貸付実績 

（ ア） 貸付決定件数 72 件               ※令和６ 年度 80 件 

（ イ ） 貸付決定金額 51, 071, 000 円          ※令和６ 年度 54, 729, 000 円 

 

 

 

 

 

 

イ  償還実績 

（ ア） 償還完了件数 74 件 

（ 令和７ 年度末債権数 教育支援資金 1, 394 件 福祉資金 31 件 緊急小口 29 件）  

（ イ ） 償還金支払免除   ４ 件（ 教育支援資金１ 件）  

（ ウ） 延滞利子支払免除 ３ 件（ 教育支援資金１ 件）  

（２）総合支援資金〔東京都社会福祉協議会からの受託事業〕 

失業等、 日常生活全般に困難を 抱えており 、 生活の立て直し のための継続的な相談支援（ 就労支援、

家計指導等） を 必要と し 、 貸付を 行う こ と によ り 自立が見込まれる 世帯に対し ての生活資金等貸付制度

であるが、 令和７ 年度は貸付の実績はなく 、 主に相談と 償還に関する 対応を 行っ た。  

償還実績 

（ ア） 償還完了件数 ４ 件（ 令和７ 年度末債権数 188 件 ※離職者支援資金含む）  

（ イ ） 償還金支払免除 ６ 件 

（３）臨時特例つなぎ資金貸付事業〔東京都社会福祉協議会からの受託事業〕 

令和７ 年度の相談と 貸付の実績はなかっ た。  

 電話 来所 訪問 計 

生活福祉資金・ 緊急小口資金 

総合支援資金・ 臨時特例つなぎ資金 

不動産担保型生活資金 

5, 049 322 46 5, 417 

特例貸付 緊急小口資金・ 総合支援資金 1, 306 274 ０  1, 580 

受験生チャ レ ン ジ支援貸付事業 2, 431 1, 025 ０  3, 456 

預託 18 ５  ０  23 

法外援護緊急たすけあい資金 

私立・ 長尾・ 社会復帰 
351 18 ０  369 

練馬区社協内外（ 審査機関への問い合わせ

など）  
1, 074 23 ０  1, 097 

合計 10, 229 1, 667 46 11, 942 

資金種類 件数 貸付決定額 

教育支援資金 70 件 49, 082, 000 円 

福祉資金 １ 件 1, 889, 000 円 

緊急小口資金 １ 件 100, 000 円 

合計 72 件 51, 071, 000 円 
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（４）不動産担保型生活資金〔東京都社会福祉協議会からの受託事業〕 

現在居住し ている自己所有の不動産（ 土地・ 建物） に、 将来にわたっ て住み続けるこ と を 希望する高

齢者世帯に対し 、 その不動産を 担保に生活資金を 貸付する制度と し て、 相談・ 貸付・ 償還事務を 行っ

た。 本人宅への訪問や関係機関への聞き 取り によ り 世帯状況の把握に努めた。  

ア 貸付実績  

新規の貸付実績はなかっ た。  

イ  償還実績 

償還完了件数 ２ 件（ 令和７ 年度末債権数７ 件）  

（５）要保護世帯向け不動産担保型生活資金〔東京都社会福祉協議会からの受託事業〕 

要保護状態の高齢者世帯に対し 、 現在居住し ている 自己所有の不動産（ 土地・ 建物） を 担保と し て生

活資金を 貸付する 制度と し て、 相談・ 貸付・ 償還事務を 行っ た。 また、 本人宅への訪問や関係機関への

聞き 取り により 世帯状況の把握に努めた。  

ア 貸付実績 

新規貸付決定件数 ４ 件 

イ  償還実績 

償還完了件数 ３ 件 （ 令和７ 年度末債権数 15 件）  

（６）受験生チャレンジ支援貸付事業〔練馬区からの受託事業〕 

一定所得以下の世帯の子ども への支援を 目的と し て、 学習塾等の費用や高校や大学等の受験費用の貸

付を 無利子で行っ た。 申請者が令和６ 年度に比べて 151 件増加し た。  

ア 学習塾等受講料貸付金 貸付決定件数 312 件（ 230 件） 貸付金額 86, 614, 118 円（ 43, 958, 700 円）  

イ  受験料貸付金    貸付決定件数 322 件（ 253 件） 貸付金額 16, 840, 100 円（ 11, 003, 100 円）  

 （ 内、 前年度）  

（７）私立高等学校等入学資金貸付事業〔練馬区補助事業〕 

生活保護世帯あるいはこ れに準ずる 生活困難な世帯が、 他の同種の公的資金を 借り 受けても なお資金

が不足する 場合の入学金等の貸付の償還事務を 行っ た（ 平成 26 年３ 月末で貸付事業は終了） 。  

・ 令和７ 年度末債権数５ 件 

（８）長尾修学育英資金貸付事業 

所得の少ない世帯を 対象と し て、 大学・ 短期大学入学に際し て必要と なる入学金等の貸付に関する償

還事務を 行っ た（ 平成 18 年３ 月末で貸付は終了） 。  

・ 令和７ 年度末債権数３ 件 

（９）法外援護緊急たすけあい事業 

ア 小口資金貸付 

災害や臨時の出費等による 一時的な生活困窮者等に対し 、 生活状況に応じ た生活資金の貸付相談を

行っ た。  

（ ア） 貸付決定件数 ８ 件 

（ イ ） 償還完了件数 ９ 件 （ 令和７ 年度末債権数 118 件）  

イ  資金の交付〔 各総合福祉事務所に事務を 委託〕  

住所の定まら ない人等に当座の食費、 勤務先までの交通費等を 支給し た。  

 

 

 

 

ウ 一時立替金貸付〔 各総合福祉事務所に事務を 委託〕  

各総合福祉事務所へ事務を 委託  貸付金総計 9, 031, 542 円 

 

 

 

 

（10）社会復帰支援制度 

保護観察の対象者等に対し 、 社会復帰を する う えで必要な資金に関する 貸付相談を 行っ た。  

・ 資金貸付  

貸付決定件数 １ 件（ 令和７ 年度末債権数３ 件）  

（11）ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業〔東京都社会福祉協議会からの受託事業〕 

区   分 件 数 区   分 件 数 

練馬総合福祉事務所 １  光が丘総合福祉事務所 ２  

石神井総合福祉事務所 １  大泉総合福祉事務所 ３  

区   分 件 数 区   分 件 数 

練馬総合福祉事務所 568 光が丘総合福祉事務所 198 

石神井総合福祉事務所 128 大泉総合福祉事務所 180 
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東京都および東京都内区市町村が実施する 「 母子家庭高等職業訓練促進給付金」 および「 父子家庭高

等職業訓練促進給付金」 を 活用し て養成機関に在学し 、 就職に有利な資格取得を 目指すひと り 親を 対象

に貸付を 行っ た。  

・ 住宅支援資金 貸付決定件数    ５ 件   貸付金額  2, 553, 400 円 

（12）生活保護世帯の自立更生資金の預かり〔預託〕 

   生活保護世帯の将来的な自立更生のための用途にあてる こ と を 目的と し 、 総合福祉事務所より 預託依

頼を 受けた場合に、 資金を 受託し た（ 継続預かり ３ 件） 。  

（13）債権管理の強化 

滞納者に対し ては定期的な督促状の発送や訪問を 行っ た。 また、 返済方法に関する相談援助を 行う な

ど、 借受人に合わせた債権管理に取り 組んだ。  

（14）関係機関との連携強化 

相互の情報提供・ 連絡調整を 図るため、 会議に参加し 連携に努めた（ ３ 回） 。  

（15）特例貸付〔東京都社会福祉協議会からの受託事業〕 

新型コ ロ ナウイ ルス感染症の影響による休業や失業等によ り 、 一時的または継続的に収入が減少し た

世帯を 対象と し た生活福祉資金特例貸付( 緊急小口資金・ 総合支援資金) の償還に関する 相談や生活全般

に関わる 相談を 生活サポート センタ ーや関係機関等と 連携し て行っ た（ フ ォ ローアッ プ支援） 。  

また、 償還が困難な世帯等に対し て電話や手紙等を 用いて働き かけ、 今後の生活再建ができ る よ う 相

談支援を 行っ た。  

（ フ ォ ロ ーアッ プ支援 50 名、 償還猶予 55 件、 減額償還６ 件、 償還免除の支援 31 件）  

 

２ 人材育成の充実に向けた取り組み 

（１）職員研修 

 社協職員と し て階層に応じ た必要な研修を 企画・ 実施し 、 職員の資質向上を 図っ た。 新任職員研修に

おける 各部署での研修を 実習委員会と 連携し て企画・ 実施し た。 また、 業務を 通し て課題やニーズを 認

識し 、 自ら の業務に対する 意識を 高め、 必要な資質や能力・ 知識が向上でき る よ う 中堅職員と 主任職員

向けの合同研修を 企画・ 実施し た。  

ア 職層別研修 

（２）職員育成方針の推進 

   練馬区社会福祉協議会職員育成方針に基づき 、 外部研修の周知や内部研修の企画を し た。  

（３）講師派遣 

練馬区社協各部署の専門性を 活かし た実践報告やボラ ンティ ア、 成年後見制度、 障害者の理解等につ

いて、 関係機関や地域活動団体等への講師派遣の実績取り まと めを 行っ た。  ※以下、 実施日程順実績 

 開催日 内 容 参加人数 

新任研修 

前期 

R7. 5. 12～ 

R7. 7. 14 

基本理念や地域福祉活動計画のほか、 同じ 練馬区社協の職

員と し て他部署の業務内容を 理解し 、 職員同士のつながり

を 深め部署間の連携強化を 図っ た。  

【 初日】  

「 新任当時を 振り 返っ て後輩に伝えたいこ と 」  

「 地域福祉活動計画・ 策定の変遷」  

グループワーク  

【 最終日】  

新任研修を 終えて グループワーク  

前期 

６ 名 

後期 

R7. 12. 1～ 

R8. 2. 16 

後期 

７ 名 

中堅・ 主任職

員研修 
R8. 1. 15 

立教大学の飯村教授を 講師に迎え、 社会福祉協議会の成り

立ち や実践事例な ど の講義と 職員間のグループ ワーク を

通し て、 日頃の業務や経験を も と に意見交換を 行っ た。  

中堅 32 名 

主任 11 名 

管理職研修 R8. 2. 6 
特定社会保険労務士の八巻氏を 講師に迎え、 職場内のハラ

スメ ント に関する研修を 行っ た。  
17 名 

団体名等 テーマ 

社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 生活福祉資金新任職員研修会における実践報告 

はつら つセンタ ー豊玉 あなたら し く 生き るために～大切な財産を 守る方法～ 

関町福祉園 地域生活支援拠点のサービ スについて 

東京都立大泉桜高等学校 ボラ ン ティ ア・ 地域福祉推進コ ーナーの紹介 
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練馬地区における様々なボラ ンティ ア活動 

こ れから 自分で活動するにあたっ て 

「 障害」 と いう こ と について 

NPO 法人新座子育て ネッ ト ワーク  大泉子育て

のひろ ばわと と  

ボラ ン ティ アについての学習講座（ ボラ ン ティ アと は） 、

練馬区のボラ ン ティ ア活動紹介 

練馬区立大泉学園中学校 福祉の仕事について知る  

白百合福祉作業所( 家族会)  成年後見制度について 

石神井保健相談所 地域保健第一係 成年後見制度の利用支援、 地域福祉権利擁護事業 

立教大学コ ミ ュ ニティ 福祉学部 
地域における権利擁護活動の実際： 社会福祉協議会の立場

から  

社会福祉法人 練馬区社会福祉事業団 
地域福祉権利擁護事業の相互理解を 深める 。 事業につな

がっ たケースと つながら なかっ たケースの事例から 学ぶ 

練馬福祉人材育成・ 研修センタ ー 知っ ておき たい成年後見制度 

練馬区広聴広報課 「 地域で支える 」 と いう こ と ～互助の実際～ 

地域包括支援セン タ ー４ か所（ moi ・ 高野台・ 高

野台西・ 石神井）  

中高生ボラ ン テ ィ ア が講師と なり 地域住民向けに行う 認

知症サポータ ー養成講座 

特定非営利活動法人認知症サポート センタ ー・ ね

り ま 

成年後見制度・ 地域福祉権利擁護事業、 終活・ 社会福祉協

議会について 

練馬区立大泉北小学校 共生社会に向けて 

社会福祉法人 未来子ども ラ ンド  

就労継続支援 B型 すまいる ・ フ ォ レ スト  
親亡き 後・ 成年後見制度について 

練馬区立光が丘図書館 ボラ ン ティ アの心構え 

富国生命保険相互会社東京支社 多様な働き 方を 認め合える 社会を めざし て 

東京東江東ロータ リ ーク ラ ブ 
発達性ディ スレ ク シアの概要と 、 東京練馬中央ロ ータ リ ー

ク ラ ブと の共同事業の成果について 

社会福祉法人 あかねの会 
親亡き 後のために元気なう ち に準備し ておく こ と（ 成年後

見、 親自身の終活など ）  

練馬福祉人材育成・ 研修センタ ー 

地域で活動し ている人や団体等と つながり 、 支援の幅を 広

げよう ～練馬ボラ ンティ ア・ 地域福祉推進セン タ ーの取り

組みよ り ～ 

ヒ ュ ーマンアカ デミ ー株式会社 つながる カ レ ッ ジねり ま( 福祉分野) における 講師業務 

社会福祉法人 あかねの会 
親亡き 後のために元気なう ち に準備し ておく こ と（ 成年後

見、 親自身の終活など ）  

社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 
令和７ 年度 都内区市町村社協職員基礎研修 

実績報告「 社協活動の実践の視点と 醍醐味」  

関町地域包括支援セン タ ー  
ボラ ン テ ィ アコ ーナーの相談傾向と こ れから の取組みに

ついて 

NPO法人 成年後見のぞみ会 
練馬区の市民後見人の活動の現状/障害の理解と 対象者理

解( 知的・ 精神)  

東京都立大泉桜高等学校 

ボラ ン ティ ア・ 地域福祉推進コ ーナーの紹介 

練馬地区における様々なボラ ンティ ア活動 

こ れから 自分で活動するにあたっ て 

「 障害」 と いう こ と について 

練馬・ 生活者ネッ ト ワーク  成年後見制度の概要、 権利擁護セン タ ーの役割 

大泉北地域包括支援センタ ー 

今増えて いま す！！頼れる 人がいない一人暮ら し 高齢者

～孤立せず頼ら な く ても 不安なく 暮ら せる 地域づく り に

ついて～ 

光が丘基本地区 社会福祉士職種会 
地域福祉権利擁護事業及び成年後見制度利用における 権

利擁護センタ ーと 地域包括支援セン タ ーの連携について 

十文字学園女子大学 
練馬区社会福祉協議会と いう 職場「 人と まちを 支える 」 福

祉の“ なんでも 相談窓口”  

練馬区手話通訳講習会事務局 

障害者地域生活支援センタ ーについて（ 手話通訳者の役割

含む）  
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  ※その他、 各部署事業の周知、 広報に関する 職員派遣は各部署の該当ページを 参照 

 

３ 情報提供の充実と広報活動の推進 

（１）広報誌『ねりま社協だより』の発行 

（２）ねりま区報、区内新聞・情報誌、メディア等への積極的な広報活動 

ア 区広報誌『 ねり ま区報』 による 情報提供 

中村橋地域包括支援センタ ー 
日常生活自立支援事業と 財産保全・ 手続き 代行サービ スを

知っ ていますか？ 

ト ラ イ 式高等学院大泉学園キャ ンパス ボラ ン ティ アの心構え 

石神井障害者地域生活支援セン タ ーう いんぐ  
精神障害福祉に関する ボラ ン テ ィ ア活動の地域住民向け

入門講座 

練馬区立小竹図書館 と も に考える障害理解 

神奈川県社会福祉協議会 ボラ ン ティ アコ ーディ ネータ ーと し ての実践について 

認知症の人と 家族の会 東京都支部 

地域福祉権利擁護事業の利用の仕方について 

～福祉サービ スの利用手続き や日常の金銭管理が難し く

なっ たら ～ 

公益社団法人シャ ンティ 国際ボラ ン ティ ア会 外国人支援事業成果報告会 

かたく り 武蔵関 
財産管理や身元保証が無いこ と で 不利益を 受けて いる 人

への支援方法を 学ぶ 

練馬区立貫井図書館 互いを 認め合う 大切さ  

関町福祉園家族連絡会 関町近隣エリ アの居場所や社会資源に関する 説明 

ニチイ ケアセン タ ー練馬さ く ら 台 成年後見制度について 

石神井障害者地域生活支援セン タ ーう いんぐ  「 私の生き 方ノ ート 」 活用方法 

Ｎ Ｐ Ｏ 法人 障がい児・ 者の学びを 保障する 会 
練馬ボラ ン テ ィ ア ・ 地域福祉推進セン タ ーの取り 組み紹

介・ パネル展示 

木瓜の花 親族後見人の条件 

医療法人社団じ う んど う  慈雲堂病院 認知症高齢者と 成年後見制度について 

練馬区立谷原中学校 卒業後の進路と 利用でき る サービス 

認知症サポート センタ ーねり ま いざと いう 時のために今出来る事、 調べておき たい事 

ケアマネ石神井全体会 
「 生活に困窮する 人への支援～生活サポート セン タ ーの

取り 組み～」  

社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 テーマ別研究会議実践報告 

練馬区立石神井図書館 
人を つく る・ 地域を つく る 図書館～みんなの幸せのために

～ 

特定非営利活動法人 ガイ ド ヘルプ あい 
いざ災害になっ たら 、 どう し たら いいか？～災害に備える

ために～ 

№ 発行月 発行部数 配布先 掲 載 内 容 

181 ７ 月 
157, 900 部

( ﾀﾌﾞ ﾛｲﾄﾞ 判)  

練馬区社協会員、 町会自

治会、 民生・ 児童委員、

福祉施設団体、 学校、  

関係行政機関他 

①地域活動団体紹介②募金箱設置店紹介③寄付方

法紹介④会員募集⑤令和６ 年度事業報告⑥令和７

年度事業計画・ 予算⑦寄付者紹介他 

182 11 月 24, 500 部 

練馬区社協会員、 町会自

治会、 民生・ 児童委員、

福祉施設団体、 学校、  

関係行政機関、 新聞折込

( ６ 紙）  

①会員の集い開催案内②会長挨拶③練馬区社協の

取り 組み紹介④共同募金運動協力依頼⑤寄付者紹

介他 

183 ３ 月 24, 500 部 

練馬区社協会員、 町会自

治会、 民生・ 児童委員、

福祉施設団体、 学校、  

関係行政機関他 

①会員の集い報告②地域団体紹介③練馬区社協部

署紹介④地域と 福祉作業所の協働⑤募金箱設置店

紹介⑥共同募金報告 

掲  載  内  容 

練馬区社協事業紹介、 会員募集 

助成事業説明会の案内 

赤い羽根共同募金協力依頼、 歳末たすけあい運動募金協力依頼 
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イ  ホームページ・ フ ェ イ スブッ ク による 情報提供 

練馬区社協ホームページおよびフ ェ イ スブッ ク を 随時更新し 、 福祉作業所でのイ ベン ト 、 研修・ 講

座、 地域のお祭り 等の開催、 募金活動の協力依頼・ 報告、 各部署広報誌、 民間助成金情報、 職員募集

等について情報提供を 行っ た。  

（３）地域のイベント等への積極的な参加（練馬まつり、練馬こぶしハーフマラソン、地区祭等） 

地域で行われている各イ ベン ト 、 練馬まつり や練馬こ ぶし ハーフ マラ ソ ン、 地区祭などに参加し 練馬

区社協事業の普及と PR を 行っ た。  

（４）練馬区社協キャラクター「ネリー」を活用した積極的な広報活動 

練馬区社協への理解を 深めるために、 オリ ジナルキャ ラ ク タ ー「 ネリ ー」 を 各種広報誌等に掲載する

と と も に、 オリ ジナルグッ ズの販売を 行っ た。  

（５）社協ホームページ・SNS 等を随時更新し、様々な情報の発信 

   広報委員会と 連携し 、 練馬区社協ホームページやフ ェ イ スブッ ク を 活用し て様々な情報発信を 行っ

た。 また、 練馬区社協公式ユーチュ ーブを 活用し 、 地域福祉活動計画やネリ ーズについての発信を 行っ

た。 新たな情報発信のツ ールと し て練馬区社協公式Ｘ （ エッ ク ス） 、 LI NE の運用を 開始し た。  

４ 第６次地域福祉活動計画の推進 

 P. ５ 【 再掲】  

 

５ 社会貢献（地域公益）事業への取り組み 

 P. ５ 【 再掲】  

 

６ 経営計画の推進 

 P. ９ 【 再掲】  

助成事業の案内 

各部署の研修会・ 講習会等の案内 
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【白百合福祉作業所】  

事業種別： 就労継続支援Ｂ 型事業・ 生活介護事業 

◇就労継続支援Ｂ 型事業 

主に知的障害のある人を 対象に、 意思決定支援に基づいた作業活動の機会を 提供し 、 地域社会の一員と

し て働く こ と を 支援し た。 また、 利用者が安心し て通所し 、 継続的に作業活動に参加する こ と ができ る

よ う 、 利用者一人ひと り の課題に応じ た生活面の支援を 行っ た。  

◇生活介護事業 

主に知的障害のある人を 対象に、 安定し た生活リ ズムの維持および生活能力の向上を 目的と し て、 利用

者一人ひと り のペースに合わせたプロ グラ ムや作業活動の機会を 提供し た。 あわせて、 高齢化や障害の

重度化によ る心身の状態に配慮し 、 食事や排せつ等の必要な介護、 居宅と 作業所間の送迎を 含めた支援

を 行っ た。  

＊就労継続支援Ｂ 型事業と 生活介護事業で共通のも のは（ 共通） の表記を し ている。  

 

１ 利用者の状況  令和８年３月 31 日現在 

（１）性別・年齢                            

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）入退所状況 

 

 

 

 

 

２ 作業実績 

（１）工賃支払実績 

 

 

 

 

 

 

 

※一人あたり 平均工賃月額は、 年間支払工賃総額÷（ 年間延べ利用者数÷年間開所日数） ÷12 ヶ 月

により 算出し ている。  

※生活介護は、 プログラ ム等の実施により 作業提供を 行わない日がある ため、 開所日数ではなく 、  

稼働日数を 基準と し て算出し ている 。  

（２）作業種目別収入および支出（就労継続支援Ｂ型） 

事業種別 
就労継続支援Ｂ 型 

（ 定員： 30 名）  

生活介護 

（ 定員： 10 名）  

項  目 男 性 女 性 男 性 女 性 

人  数 17 名 ７ 名 ５ 名 ５ 名 

平均年齢 38. 8 歳 42. 6 歳 45. 8 歳 50. 2 歳 

合  計 24 名 10 名 

平均年齢 39. 9 歳 48. 0 歳 

事業種別 就労継続支援Ｂ 型 生活介護 

入 所 者 １ 名 10 名 

退 所 者 ３ 名 ０ 名 

事 業 種 別 就労継続支援Ｂ 型 生活介護 

支払工賃総額 3, 820, 553 円 260, 046 円 

延べ利用者数（ 年）  5, 211 名 1, 984 名 

開所日数（ 年）  242 日 （ 稼働日数） 231 日 

利用者数（ 1 日あたり ）  21. 5 名 8. 5 名 

一人あたり 平均工賃月額 14, 808 円 2, 549 円 

項    目 年   額 平 均 月 額 

受託 

紙 器 組 立 1, 107, 502 円 92, 292 円 

チ ラ  シ 折 り  126, 084 円 10, 507 円 

寿司用箸セッ ト  37, 330 円 3, 111 円 

封入・ ラ ベル貼り  等 251, 227 円 20, 935 円 

建 物 清 掃 398, 908 円 33, 242 円 

ア ル ミ  缶 回 収 304, 925 円 25, 410 円 

古 紙 回 収 623, 293 円 51, 941 円 

自主製品 

さ  を  り  織 り  321, 944 円 26, 829 円 

紙 す き  ハ ガ キ 20, 165 円 1, 680 円 

缶 バ ッ  チ 75, 250 円 6, 271 円 

組みひも ・ たわし  13, 400 円 1, 117 円 
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※平均月額の差異は小数点以下の積算によ る 。  

 

３ 利用者支援（共通） 

（１）作業支援（福祉的就労支援）【就労継続支援Ｂ型事業】 

明るく 快適な作業環境のも と 、 作業を 通し て働く 楽し さ や達成感を 感じ ら れる よ う 支援を 行い、 社会

参加と 自立に向けた取り 組みを 進めた。  

ア 個別支援の充実 

利用者一人ひと り の目標や個別支援計画に基づき 、 意欲や自信につながるよ う 、 状況に応じ た柔軟

な支援に取り 組んだ。 また、 個別支援会議を 毎月実施し 、 支援内容の振り 返り と 検討を 行い、 個別支

援の一層の充実に取り 組んだ。  

イ  週末ミ ーティ ング  

自主生産品の売上状況や受注作業の単価、 進捗状況等について、 利用者と と も に話し 合う 機会を 設

けた。 利用者自身が作業の成果を 発表する こ と で、 働く こ と の喜びや達成感を 実感し 、 意欲や自信の

向上につなげる こ と ができ た。  

ウ 工賃の支給  

３ ヶ 月ごと に、 利用者一人ひと り の作業への取り 組み状況を 確認し た。 また、 個別面談を 実施し 、

作業の取り 組み状況や今後の希望等について丁寧に聞き 取り を 行っ た。  

エ 作業開拓およ び工賃収入の確保 

（ ア） 安定し た作業提供を 行う ため、 作業開拓に積極的に取り 組むと と も に、 共同受注に関する 情報を

活用し 、 工賃収入の確保に努めた。  

（ イ ） 利用者一人ひと り に適し た作業提供の工夫や細やかな作業支援を 行い、 利用者が主体的に作業に

取り 組める 環境の整備を 行っ た。  

（ ウ） 工賃向上を 目的に、 令和７ 年度経営コ ン サルタ ント 派遣事業を 活用し 、 毎月の会議で粗利・ 工賃

額を 前年と 比較し ながら 目標管理を 行っ た。 あわせて、 梅干し の販売単価の見直し やブラ ン ド ア

ピール、 QR コ ード 決済の導入等に取り 組んだ( 平均工賃支払実績Ｂ 型( 令和６ 年度) ： 10, 685 円、 平

均工賃支払実績Ｂ 型( 令和７ 年度) ： 14, 808 円)  

オ 作業内容  

（ ア） 受注作業： 紙器製作、 チラ シ折り 作業 等 

（ イ ） 所外作業： 古紙アルミ 缶回収、 清掃作業 等 

（ ウ） 自主生産： さ を り 織り 製品、 組み紐製品、 紙すき 製品、 オリ ジナル缶バッ ジ 等 

（ エ） 受託販売： 梅干し 、 ラ ムネ 等 

カ  自主製品の開発・ 開拓  

（ ア） 自主製品の販売機会と し て、 店舗ワゴン を 利用し た「 し ら ゆり マルシェ 」 を 開催し た。  

（ イ ） 自主製品の商品開発、 販路拡大に努め、 情報収集・ 研究を 行っ た。  

（ ウ） 受託販売品の販売経路の一つと し てイ ン タ ーネッ ト にて注文を 受けた。  

（２）就労支援 【就労継続支援Ｂ型事業】 

ア 就労移行支援事業への関心に対し ては、 家族から の相談に応じ た面談や情報提供を 行っ た。  

イ  働く こ と について学び考える機会と し て、 レ イ ン ボーワーク の職員を 講師に迎え、 「 グッ ド ワーク

講座」 を 開催し た。 講座では、 利用者同士で意見を 出し 合いながら 、 働く こ と の意義や社会人と し て

の基本的なマナーについて理解を 深め、 就労に対する 意欲や関心を 高める機会と なっ た。  

（３）日中活動支援【生活介護事業】 

利用者が安心し て通所でき る よう 、 安全で明るく 清潔な環境づく り を 進めた。 また、 個々の状況に応

じ た創作的活動や生産活動の機会を 提供するこ と で日中活動の充実を 図り 、 住み慣れた地域における社

会参加の支援を 行っ た。  

 

KURUMI RU・ その他 143, 976 円 11, 998 円 

委託販売 
梅 干 し  1, 274, 829 円 106, 236 円 

ラ ムネ・ その他 11, 723 円 977 円 

収 入 計 4, 710, 556 円 392, 546 円 

   

未 払 い 消 費 税 404, 029 円 33, 669 円 

経  費 485, 974 円 40, 498 円 

利 用 者 工 賃 3, 820, 553 円 318, 379 円 

支 出 計 4, 710, 556 円 392, 546 円 
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ア 個別支援の充実 

利用者一人ひと り の意思や希望を 丁寧に聞き 取り 、 その意向に基づいた個別支援計画を 作成し た。

また、 利用者の健康状態や障害特性、 生活状況や環境の変化に着目し 、 個々のニーズに沿っ た生活支

援を 行っ た。 さ ら に、 毎月実施し た個別支援会議において、 支援内容の振り 返り と 検討を 行い、 個別

支援の充実を 強化し た。  

イ  作業支援 

（ ア） 「 働く 生活介護」 の取り 組みと し て、 作業活動を 通じ て働く こ と の喜びや充実感を 実感でき るよ

う 支援を 行い、 社会参加を 促進し た。  

（ イ ） 作業内容については、 就労継続支援Ｂ 型事業と 連携し 、 受注作業・ 所外作業・ 自主生産・ 受託販

売等に取り 組む機会を 提供し た。  

（ ウ） 工賃については、 作業による 収入を 就労継続支援Ｂ 型事業およ び生活介護事業で分配し た。  

ウ 選択プログラ ム 

利用者がコ ミ ュ ニケーショ ンを と り ながら 楽し く 過ごせる時間を 確保するため、 運動・ 創作・ 音

楽・ 健康講座・ 図書館訪問等のさ まざまなプログラ ムを 実施し た。  

エ 介護 

利用者の状況に応じ て、 食事・ 整容・ 更衣・ 排せつ等生活全般に関する常時必要な介護を 行っ た。  

（４）生活支援（共通） 

ア 行事  

利用者の通所意欲の向上と 社会参加の促進を 目的に各種行事を 実施し 、 地域の施設や公共交通機関

等を 活用し た交流の機会を 提供する と と も に、 就労継続支援Ｂ 型事業と 生活介護事業の合同実施によ

り 、 利用者同士の交流の機会を 設けた。  

イ  ク ラ ブ活動（ 月２ 回実施） 【 就労継続支援Ｂ 型のみ】  

音楽、 スポーツ 、 創作等の活動内容を 毎回提示し 、 利用者から 希望を 募る方法で実施し た。 また、

休憩の選択肢も 含め、 高齢化や障害の重度化に配慮し 、 それぞれの過ごし 方を 尊重し た余暇活動の充

実を 図っ た。  

ウ みんなの会（ 年４ 回実施） 【 就労継続支援Ｂ 型のみ】  

利用者が主体と なり 、 日常の中の共通する テーマを 決めて、 話し 合いを 行っ た。  

エ はなまる講座（ 生活講座） （ 年４ 回実施） 【 就労継続支援Ｂ 型のみ】  

社会生活や所内活動に必要な情報や利用者の知り たいこ と を 学び、 よ り 豊かな生活を 目指す機会と

し て実施し た。  

テーマ： 作業中のルールと マナー／外出する時のルールと マナー／緊急車両通行時の注意 

行 事 名 開 催 日 場  所・ 内  容 

グループ 活動 
R7. 5. 12～

6. 30 

浅草花やし き 、 サンシャ イ ン水族館、 西武秩父駅前温泉「 祭の

湯」、地下鉄博物館、 コ カ・ コ ーラ 工場見学、オタ フ ク ソ ース体

験教室の中から 希望を 聞き 取り 、グループごと に公共交通機関

を 利用し た外出を 実施し 、 社会経験を 広げる 機会を 提供し た。 

日帰り  

レ ク リ エーショ ン  
中止 所内での感染症の拡大のため中止 

白百合まつり  R7. 10. 18 

昨年度に引き 続き 、 地域向けの行事と し て開催。 個別支援計画

に基づき 、 利用者の運営参加の有無を 確認し た。 当日は、 近隣

事業所による パン販売や活動紹介の映像上映、キッ チン カ ーの

出店のほか、 石神井図書館によ る読み聞かせ、 民生児童委員に

よ る ポッ プ コ ーン ブ ース、 ゲームコ ーナー、 社会福祉協議会

ブースを 設けた。 あわせて、 白百合・ かたく り の自主製品およ

び梅干し の販売を 実施し た（ 来場者数： 約 300 名）。  

利用者新年会 R8. 1. 5 

利用者一人ひと り の趣味や嗜好を 踏ま え た イ ラ ス ト を 用意

し 、「 今年の抱負」 を テーマと し たビ ジョ ン ボード を 作成し た。

ま た、 お正月にち なんだイ ン タ ビ ュ ー形式のイ ベン ト を 実施

し 、 ビ ジョ ン ボード の発表を 行っ た。  

ラ ンチ会 

①R7. 11. 12～

12. 15 

②R8. 2. 16 

①利用者の希望を も と に行先を 決定し 、公共交通機関や地域の

社会資源を 活用し ながら 外出を 実施し 、外食を 楽し む機会を 提

供し た。  

②自身の工賃の使い道を 考える機会や、地域の商店会登録団体

が運営するキッ チン カ ーを 招く こ と で、地域の方と 交流し なが

ら 、 食事を 楽し む機会を 設けた。  



36 
 

風邪を ひかない身体を 作る ために／公共交通機関でのマナー／作業帽の被り 方 等 

オ し ら ゆり 安全委員会【 就労継続支援Ｂ 型のみ】  

利用者が職員と と も に施設内外の安全保持活動を 避難訓練等にあわせて随時開催し 、 利用者の視点

で安全点検を 行い、 避難経路の清掃や作業室内の通路整備等を 行っ た。 防災意識の向上を 図る と と も

に、 日常的な安全確保への意識づく り につながる 取り 組みと し た。  

カ  役割活動  

利用者が日直を 担当し 、 朝礼・ 夕礼の進行やスト レ ッ チ体操など所内の役割に主体的に関わる機会

を 設け、 役割を 担う こ と の大切さ を 学ぶ取り 組みと し た。  

キ 情報提供・ 話し 合い  

利用者中心の支援を 行う ため、 家族会開催前にその議題内容を 丁寧に説明し た。 また、 行事等に利

用者の意見を 反映する ため、 企画の方針を 説明し 、 利用者と 話し 合う 機会を 設けた。  

ク  送迎【 生活介護事業のみ】  

希望者を 対象に通所時およ び退所時に送迎車両を 使用し 、 居宅等と 作業所の送迎を 実施し た。  

（ 東京福祉バス： 延べ 484 回、 延べ 2151 人, 白百合保有車： 延べ 439 回、 延べ 439 人）  

ケ 施設利用時間の延長 

家族の所用や急用等の事情に配慮し 、 必要に応じ て施設利用時間の延長を 行い、 利用者およ び家族

の負担軽減を 図っ た（ 延べ回数： 就労継続支援Ｂ 型５ 回、 生活介護 61 回） 。  

コ  みどり のカ ーテン 【 生活介護事業のみ】  

利用者と と も に苗の購入、 土の手入れ、 観察、 収穫を 行っ た。  

（５）健康管理・健康活動・保健衛生（共通） 

定期健康診断・ 各種検診を 実施し 、 必要な相談や支援を 行っ た。 また、 利用者・ 家族に対し 、 健康維

持・ 改善のための情報提供と と も に、 各種健康活動に取り 組んだ。 体調不良時の検温や体調確認、 所内

の消毒等の感染予防対策を 実施し た。  

ア 健康管理 

イ  健康活動・ 保健衛生 

ラ ジオ体操やスト レ ッ チを はじ め、 手洗い・ う がい・ 消毒等の衛生管理に取り 組んだ。 あわせて、

主に生活介護事業の利用者を 対象に健康講座を 実施し 、 日常的な健康意識の向上を 図っ た。  

ウ 給食 

管理栄養士（ 委託） が作成し た栄養バラ ン スに配慮し た献立に基づき 給食を 提供し 、 摂食状況に応

じ た食形態調整や食物アレ ルギー対応を 行っ た。 また、 毎月の給食会議において改善点の確認や、 誕

生日給食・ リ ク エスト 献立の反映を 行い、 満足度の高い給食提供に努めた。  

 

４ 地域活動（ともに生きるまちづくり）（共通） 

白百合福祉作業所では、 地域活動を 利用者と の交流を 通じ て障害理解を 深める取り 組みと 位置づけ、

「 と も に生き る まち づく り 」 を 掲げ、 障害のある 人も ない人も と も に暮ら せる 地域社会の実現を 目的と し

た活動に取り 組んだ。  

（１）「ともに活動する」 

ア 地域貢献活動 

（ ア） し ら ゆり 見守り ウォ ーキング 

近隣小学生の通学見守り を はじ め、 地域の清掃活動を 兼ねたウォ ーキングにより 緩やかなつなが 

項 目 内 容 実施日 
受診・ 受講 

人数 

施 設 健 診 聴心、 尿検査、 血液検査、 X-線、 腹囲 R7. 12. 4 13 名 

内 科 検 診 血圧測定、 心肺音聴取等 毎月 1 回  

歯 科 検 診 う 歯、 歯石、 歯肉の炎症、 咬合検査 R7. 4. 10 ９ 名 

眼 科 検 診 眼底検査 R7. 7. 3 30 名 

耳 鼻 科 検 診 耳、 鼻、 咽頭検査 R7. 7. 22 31 名 

身 長 測 定 年１ 回 R7, 4. 8 35 名 

健 康 講 座 

全身に関する健康指導・ 手洗い・ 口腔ケ

ア・ 歯磨き 指導・ 口腔体操・ 食物の栄養に

ついて・ 四肢、 体幹の健康体操等（ 主に、

生活介護利用者対象）  

原則、 内科検診

を除く 毎週

（ 金） に実施。  

37 回/年間 

10 名 

精 神 科 相 談 年２ 回 
R. 7. 8. 21 

R. 8. 2. 25 

０ 名 

２ 名 

体 重 測 定 毎月１ 回（ 年 12 回）  
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り を 広げる と 同時に、 安全・ 安心・ 暮ら し やすい地域を 目指し た社会貢献活動に取り 組んだ（ 年

30 回実施） 。  

（ イ ） 駅前清掃活動（ 年３ 回実施： 利用者延べ５ 名、 職員延べ３ 名）  

町会や地域団体と 連携し 、 石神井公園駅周辺の清掃活動や環境改善活動に参加し た。  

（ ウ） リ サイ ク ル事業 

地域住民やマン ショ ン 管理組合、 公共施設等の協力を 得て、 古紙回収（ 近隣住宅・ 集合住宅、 特 

別支援学校・ 図書館等） およびアルミ 缶回収（ 近隣住宅・ 集合住宅） を 年間延べ 114 回行っ た。  

イ  地域交流事業の推進 

（ ア） し ら ゆり マルシェ の開催  

広く 地域の方々と 交流でき るよ う 、 利用者が店頭に立ち「 し ら ゆり マルシェ 」 を 開催し た。 ま

た、 石神井プールの開催期間にあわせて飲料の販売を 行い、 日常的に作業所へ立ち寄り やすい環境

づく り に取り 組んだ。  

（ イ ） 地域イ ベン ト への参加  

ａ  智福寺マルシェ （ ①R7. 4. 27、 ②R7. 7. 6、 ③R8. 3. 20）  

ｂ  すまいる マーケッ ト （ ①R7. 6. 13、 ②R7. 10. 15、 ③R7. 12. 15）  

ｃ  ねり いち マーケッ ト ( R7. 9. 5)  

    ｄ  高野台地域包括支援センタ ーこ ぶし まつり ( R7. 10. 2)  

    ｅ  特別養護老人ホーム moi ～モア～販売会( ①R7. 10. 15、 ②R7. 11. 19、 ③R7. 12. 17)  

    ｆ  石神井地区祭( R7. 11. 1)  

    ｇ  ねり いち アト リ ウム( R7. 11. 12)  

    ｈ  智福寺まつり ( R7. 11. 15)  

    ｉ  わく わく フ ェ スタ ( R7. 11. 15)  

    ｊ  練馬区賀詞交換会( R8. 1. 7)  

    ｋ  消費生活展 ( R8. 2. 7)  

    ｌ  チルコ ロ 石神井つどいの市（ R8. 3. 29）  

（ エ） 近隣の学校等と の交流 

石神井小学校２ 年生の「 えがおのひみつ たんけんたい」 は、 所内で感染症が流行し たため、 中

止と なっ た。  

（ オ） 近隣事業所・ 企業等の連携 

集合住宅( パーク サイ ド 石神井、 ブリ リ アシティ アト ラ ス石神井公園) での資源回収作業（ 古紙・

アルミ 缶） を 通し て、 株式会社市川商店と 連携し ながら 作業を 進めた( 年 60 回) 。  

石神井図書館と の連携事業と し て「 出張！白百合福祉作業所」 を 行っ た。 自主製品やパネルの展

示、 オリ ジナル缶バッ チづく り 体験を 行い、 図書館来場者へ作業所の周知を し た( R7. 7. 16) 。  

石神井公園駅前郵便局と の連携事業と し て「 地域の中の福祉作業所」 を テーマに、 自主製品やパ

ネルの展示、 作業実演を 行い、 地域住民へ作業所の周知を 図っ た。  

（ ①R7. 6. 23～6. 27、 ②R8. 1. 19～1. 23）  

（ カ ） 地域のお店と の交流 

１ 回目は地域の飲食店を 利用し 、 ２ 回目は近隣で活動するキッ チンカ ーを 利用し た。 それぞれの

機会において、 利用者が自身の工賃を 使っ て希望する 飲食物を 購入し 、 食事を 楽し んだ。 あわせ

て、 地域と の交流や利用者同士の交流を 図る機会と なっ た（ ①R7. 11. 12～12. 15、 ②R8. 2. 16 参加

利用者: 各回 30 名） 。  
（２）「ともに学ぶ」 

ア 施設公開 

特別支援学校の生徒および家族や地域住民を 対象に施設公開を 行っ た。 利用者がアテンド 役と し て

作業所内の案内や作業風景の見学、 写真パネルを 用いた活動紹介等のプログラ ムを 通し て作業所を 紹

介し 、 周知を 行っ た（ ①R7. 7. 25、 ②R7. 11. 28） 。  

イ  地域学習会 

（ ア） 「 と も に生き る まち づく り 活動」 の一環と し て、 石神井小学校４ 年生の「 総合的な学習の時間」

の授業の中で、 利用者が講師役を 担う 地域学習会の開催と 作業所の見学の受け入れを 行っ た。 小学

生と の交流を 図ると と も に、 障害者・ 施設への理解につなげた( R7. 11. 6 利用者: ３ 名、 職員: ２

名、 小学生: 132 名) 。  

（ イ ） 権利擁護センタ ーほっ と サポート ねり ま主催の「 練馬区市民後見人等養成研修」 に利用者・ 職員

が講師と し て参加。 白百合福祉作業所の活動を 紹介する と と も に、 利用者自身の生活についても 説

明し 、 障害者・ 施設への理解につなげた（ R7. 7. 14 利用者３ 名、 職員２ 名、 参加者 19 名） 。  

ウ 夏休み体験教室  
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利用者との交流と福祉施設や障害への理解を深める機会として、夏休み期間に石神井小学校の児童を対

象とした自主製品のさをり織りと手すきハガキの体験の機会を提供した。保護者やきょうだいの参加も積極

的に受け入れ、より広く作業所の周知や交流を行う機会にもなった（①R7. 7. 30、 ②R7. 8. 4 小学生： 10 名 

保護者： ２ 名）。 

エ 体験ボラ ン ティ アの受け入れ（ なし ）  

中学生・ 高校生・ 専門学校生・ 大学生・ 社会人等を 対象に、 短期のボラ ンティ アを 受け入れる体制

を 整えていたが、 今年度においては受け入れに関する 問い合わせや参加はなかっ た。  

オ 実習生の受け入れ  

（ ア） 福祉実習： 新たな福祉従事者を 育成する ため、 大学およ び専門学校等の社会福祉士、 精神保健福

祉士等の資格取得のための実習生の受け入れを 行っ た。  

（ 社会福祉士: 17 名、 精神保健福祉士: ２ 名、 介護福祉士： ２ 名、 司法修習生: なし ）  

（ イ ） 体験学習： 近隣の中学校から 職場体験の受け入れを 行っ た（ ①R7. 11. 19～11. 20： 石神井中学校

２ 年生２ 名、 ②R7. 11. 26～11. 27： 大泉学園中学校２ 年生３ 名） 。  

（ ウ） 入所実習： 延べ５ 名（ 特別支援学校高等部３ 年生： １ 名、 同高等部専攻科３ 年生： １ 名、 その他

（ 在宅障害者等） ： ３ 名）  

（ エ） 実習前見学・ 体験： 実習を 控えた特別支援学校生徒の短期間体験実習の受け入れを 行っ た（ 特別

支援学校高等部２ 年生： １ 名、 同高等部１ 年生： ２ 名） 。  

カ .  学び舎（ まなびや） し ら ゆり （ 33 名）  

上記（ ア） の福祉実習生や新任職員研修者等が、 自身の趣味や得意分野について利用者向けに発表

を 行い、 利用者と 実習生の双方が気づき や学びを 得ら れる 機会を 設けた。  

（３）「ともに活かしあう」 

ア 地域の方々の受け入れ  

地域住民による ボラ ン ティ アの受け入れを 行い、 作業所が地域の方々や利用者にと っ て新たな出会

いやつながり の場と なる よ う 、 地域に向けた取り 組みを 進めた。  

イ  ボラ ン ティ アと の協働 

作業ボラ ン ティ アの他、 し ら ゆり 見守り ウォ ーキン グ、 白百合まつり やグループ 活動等のイ ベン ト

への参加等、 ボラ ンティ アと と も にさ まざまな活動を 行っ た。  

ウ ボラ ン ティ ア感謝ウィ ーク  

ボラ ンティ アに感謝を 伝える「 ボラ ンティ ア感謝ウィ ーク 」 を 開催し た( R8. 3. 23～3. 27) 。  

エ ねり ま社会福祉法人等のネッ ト  

ねり ま社会福祉法人等ネッ ト ワーク において関係機関と 連携し 、 児童・ 生徒を 対象に福祉に関する

学習機会を 提供するなど、 「 福祉教育」 の取り 組みを 推進し た。 また、 さ まざまな生活課題を 抱え孤

立し がち な人に対する 「 居場所づく り 」 や「 就労体験」 の機会と し て、 社会参加に向けた第一歩と な

る ボラ ン ティ ア活動の受け入れについて検討を 行っ た。  

 

５ 施設運営（共通） 

（１）運営協議会の開催（年２回開催）  

地域関係者、 利用者・ 家族、 練馬区および施設職員を 構成員と する協議会を 設置し 、 利用者サービス

向上、 施設運営の改善等のための意見交換・ 協議を 行っ た（ ①R7. 7. 1、 ②R8. 2. 3） 。  

（２）家族との連携  

ア 家族会： 年６ 回開催。 年度の計画およ び方針、 各種行事、 施設サービ ス、 保健に関する取り 組みの

ほか、 民営化初年度および生活介護事業の進捗状況等について説明・ 報告を 行い、 家族と の意見交換

を 実施し た（ 家族会延べ参加人数 97 名） 。  

イ  家族から 要望のあっ た「 成年後見制度」 を テーマに、 「 権利擁護セン タ ーほっ と サポート ねり ま」

の職員を 講師に招き 、 成年後見制度の基礎的な内容や最近の動向についての説明を 行っ た。 その後、

家族と の懇談および意見交換の場を 設け、 制度理解の促進と 情報共有を し た。  

（３）危機管理・安全対策  

ア し ら ゆり 安全委員会（ 再掲 ３ 利用者支援-（ ４ ） 生活支援-オ参照）  

利用者が職員と と も に施設内外の安全保持活動を 随時開催し 、 利用者の視点で安全点検を 行い、 避

難経路の清掃や作業室内の通路整備等を 行っ た。 防災意識の向上を 図る と と も に、 日常的な安全確保

への意識づく り につながる 取り 組みと し た。  

イ  安全対策 

定期的に所内の安全点検を 行う と と も に、 作業室の整理整頓を 行っ た。  

ウ 災害訓練（ 月 1 回）  

BCP（ 事業継続計画） を も と に避難訓練（ 震災・ 地震・ 火災想定） を 実施し た。  
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エ 学習会、 情報交換会 

石神井図書館と 相互に防災訓練へ参加し 、 各施設における防災への取り 組みや訓練方法について情 

報共有を 行っ た ( ①R7. 9. 1: 白百合開催、 ②R7. 10. 27: 石神井図書館開催) 。  

オ 情報伝達訓練 

９ 月１ 日の総合防災訓練時に、 家族およ び関係機関に災害時一斉送信メ ールの送受信の訓練や、 災

害伝言ダイ ヤルの体験訓練を 行っ た。  

カ  防災パンフ レ ッ ト  

災害時に必要な情報を まと めた災害時用ハンド ブ ッ ク を 作成し た。 家族・ ボラ ン ティ ア・ 関係機

関・ 職員と の連携を 強化し た。  

キ  感染症対策 

適正な感染予防およ び再発防止策の整備・ 改善を 目的と し て、 感染症対策マニュ アルを 活用する と

と も に、 感染症対策委員会を 年６ 回開催し た。  

【 感染症対策委員会】  

 

（４）相談・苦情対応、虐待防止、個人情報保護、リスクマネジメントの取り組み 

ア  利用者から の相談・ 苦情を いつでも 受け付けら れる体制を 整え、 要望等には誠実かつ迅速に対応す

る よう 努めた。  

イ  苦情解決第三者委員と の懇談会・ 相談会 

利用者およ び家族を 対象に年２ 回（ ①R7. 8. 29、 ②R8. 3. 19） 実施し 、 施設に対する 要望や苦情等の

聞き 取り を 行う と と も に、 寄せら れた意見・ 要望への対応を 行っ た。  

ウ 個人情報保護のための管理体制を 整備し 、 研修を 実施し 職員の個人情報保護に関する 意識啓発に努

めた。  

エ リ スク マネジメ ン ト 体制を 整え、 「 ヒ ヤリ ハッ ト 情報」 の収集を 行い、 職員間で共有し 事故の防止

に努めた。  

オ 虐待防止・ 権利擁護への取り 組み 

法人において虐待防止・ 身体拘束等適正化対策委員会を 設置し 、 第三者委員と の意見交換を 計 2 回

行い、 権利擁護に関する取り 組みを 推進し た。 また、 障害者虐待防止法に関する 研修に参加し 、 後

日、 所内にて伝達研修を 行っ た。 虐待防止研修では、 利用者の権利擁護について話し 合いを 行う と と

も に、 セルフ チェ ッ ク シート 等を 活用し 、 日々の支援のあり 方について検証およ び確認を 行っ た。  

【 虐待防止研修】  

①R7. 5. 14： 「 権利擁護と は何か」 を テーマに資料を 用いた話し 合いを 行う と と も に、 施設およ び

地域における障害者虐待防止チェ ッ ク リ スト を 用いた自己点検を 実施し た（ 参加職員 14 名) 。  

②R7. 8. 21： 倫理綱領およ び行動規範について再確認を 行い、 職員間で読み合わせを 実施し た 

（ 参加職員 12 名） 。  

開催日 参加職員 内  容 

R7. 5. 14 14 名 

・ 感染症対策委員会に関する 情報共有およ び年間スケジュ ールの確認 

・ 感染予防およ び感染対策指針の整備について、 かたく り 福祉作業所と の連携

方法の確認 

R7. 7. 9 14 名 
・ 感染症発生時等における 業務継続計画およ び対応マニュ アルの内容確認 

・ 感染症発生時における職員体制や業務内容の調整についての確認 

R7. 8. 20 14 名 ・ 施設看護師による感染対策についての講義およ び吐物処理実践研修訓練 

R7. 10. 8 14 名 

・ ９ 月に発生し た感染症対応についての振り 返り  

・ 今後の感染拡大防止に向けた対策について、 職員間で内容の確認  

およ び周知 

R8. 1. 16 12 名 

・ 食中毒対策および感染症研修の内容を 共有 

・ 消毒・ 清掃等の感染対策について再確認 

・ ノ ロ ウイ ルス等の発生時の支援、 職員対応の確認   

R8. 3. 19 14 名 

・ 施設管理者による感染症Ｂ Ｃ Ｐ に関する 研修を 実施 

・ さ まざまな場面を 想定し た感染症発生時の職員およ び利用者の動  

き や、 施設内の動線等について再確認 
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③R7. 12. 3： 東洋大学教授の髙山氏を 講師に迎え、 かたく り 福祉作業所と 合同による 虐待防止研修

を 実施し た。 研修では、 「 本質的な支援と は何か」 を テーマに、 意思決定支援の環境を 整えるため

に必要な取組について検討を 行っ た（ 参加職員 13 名） 。  

④R8. 2. 13： 虐待防止研修（ 伝達研修） を 実施し 、 虐待が起き ない職場環境づく り について意見交

換および検討を 行っ た（ 参加職員 10 名） 。  

（５）施設評価・調査  

ア 「 利用者アン ケート 調査」 を 実施し 、 より 良い施設運営の充実・ 改善に取り 組んだ。  

（６）広報活動  

ア 施設広報紙「 し ら ゆり 通信」 を 発行し た（ 年３ 回） 。  

イ  周辺地域に事業等のチラ シを 配布し 、 地域への周知を 強化し た。  

ウ 掲示板を 定期的に更新し 、 地域の方々への有効な広報と し て活用し た。  

エ 「 区報」 「 ねり ま社協だよ り 」 「 練馬区社協パン フ レ ッ ト 」 「 練馬区社協ホームページおよ び SNS 

等」 「 ねり いち ポータ ルサイ ト 」 「 白百合福祉作業所イ ン スタ グラ ム」 等を 有効に活用し た。  

（７）職員研修・育成 

ア 練馬区社会福祉協議会職員育成方針に基づいた OJT（ 職場内研修） の充実を 図っ た。  

イ  練馬福祉人材育成・ 研修センタ ー等の研修を 受講し 、 専門性を 高めら れるよ う にし た。 支援の充

実、 職員の資質向上を めざし 、 オン ラ イ ン も 活用し 研修を 受講し た（ 研修参加回数： 36 回、 参加職

員延べ： 48 名） 。  
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【かたくり福祉作業所】 
事業種別： 就労継続支援Ｂ 型事業・ 就労移行支援事業・ 就労定着支援事業 

◇就労継続支援Ｂ 型事業 

主に知的障害のある人を 対象に働く 場を 提供する と と も に、 活動の機会の提供や生活およ び作業の支

援を 行い、 自立を 図る こ と を 目的と し て各種事業に取り 組んだ。  

◇就労移行支援事業（ ジョ ブサポート かたく り ）  

一般企業で働く こ と を 希望する障害のある 人に対し 、 一般就労につなげるために、 活動の機会や作業

の提供等、 就労に必要な知識の習得および能力の向上のために必要な支援を 行う こ と を 目的と し て各種

事業に取り 組んだ。  

◇就労定着支援事業（ ジョ ブサポート かたく り ）  

  雇用さ れた企業などで就労の継続を 図るため、 日常生活、 または社会生活上の相談に応じ 、 企業・ 事 

業所や関係機関と の連絡調整を 行う など希望に応じ て一定期間（ ３ 年間） 支援を 行う こ と を 目的と し て 

事業に取り 組んだ。  

＊就労継続支援Ｂ 型事業と 就労移行支援事業で共通のも のは（ 共通） の表示を し ている。  

 

１ 利用者の状況（共通） 令和８年３月 31 日現在 

定員 73 名（ Ｂ 型 63 名・ 移行 10 名） 現員 57 名（ Ｂ 型 53 名・ 移行１ 名・ 定着 3 名）  

（１）性別・年齢 

                                                      

  

 

                             

                                                      
 
 

（２）入退所状況 

（ 就労継続支援 B型事業）  

入所者 ３ 名 退所者 ６ 名 

（ 就労移行支援事業）  

入所者 ０ 名 退所者 １ 名 

（ 就労定着支援事業）  

入所者 ０ 名 退所者 １ 名 

 

２ 作業実績 

（１）工賃支払実績 

（ 就労継続支援Ｂ 型事業）  

 

 

 

 

（ 就労移行支援事業）  

   

 

 

 

   ※一人あたり の平均月額は、 令和７ 年度支払工賃総額÷支払対象者数（ 年間延実働人員数 

Ｂ 型： 621 名 移行： 13 名） による 。  

（２）作業種目別収入 

（ 就労継続支援Ｂ 型事業）  

種 別 項  目 男 性 女 性 合 計  

就労継続支援 

Ｂ 型事業 

人  数 40 名 13 名 53 名   

平均年齢 39. 1 歳 35. 4 歳 37. 3 歳  

就労移行支援 

事業 

人  数 ０ 名  １ 名 １ 名   

平均年齢 - 歳 - 歳 - 歳  

就労定着支援事業 人  数 ２ 名  １ 名 ３ 名   

区   分 年  額 平 均 月 額 

支払工賃総額 5, 005, 404 円 〈 平均〉 417, 117 円 

一人あたり 平均支給額 96, 720 円 8, 060 円 

区   分 年  額 平 均 月 額 

支払工賃総額 238, 440 円 〈 平均〉 19, 870 円 

一人あたり 平均支給額 220, 092 円 18, 341 円 

項  目 年  額 平 均 月 額 

ダイ レ ク ト メ ールの封入 89, 316 円 7, 443 円 

日用品・ 雑貨のセッ ト 作り  2, 645, 509 円 220, 459 円 

野菜発送等 602, 310 円 50, 193 円 

お菓子袋詰め 216, 708 円 18, 059 円 

公園清掃等 538, 392 円 44, 866 円 
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（ 就労移行支援事業）  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均月額の差異は小数点以下の積算によ る 。  

 

３ 利用者支援【就労継続支援Ｂ型事業】 

（１）作業支援（福祉的就労支援）  

作業を 通し て働く こ と の喜びや達成感を 得る こ と によ り 、 社会参加と 自立の支援を 行っ た。  

ア 個別支援の充実 

一人ひと り の目標や希望に合わせて個別支援計画を 作成し 、 自信や意欲につなげる支援を 行っ た。

医療的ケア実施については、 各関係機関等と 連携し 仕組みと 環境を 整え、 今後の生活介護実施を 見据

えた支援を 行っ た（ 訪問看護事業所支援 169 回、 指導医巡回指導１ 回、 中間報告１ 回） 。  

イ  工賃の支給 

会議において一人ひと り の作業への取り 組み状況を 確認し 、 工賃を 支給し た。 また、 工賃支給に合

わせ、 利用者と と も に作業状況を 確認し 受注作業や自主製品に関する 意見交換を 行っ た( 年 12 回) 。  

ウ 作業環境の整備 

作業の提供方法や補助具の活用等の工夫を 行い、 利用者一人ひと り が、 主体的に作業を 選択し 取り

組むこ と ができ るよう 支援し た。 また、 安心し て過ごせる よう 障害特性に配慮し た環境づく り を 行っ

た。  

エ 作業の拡充と 工賃アッ プへ向けた取り 組み 

（ ア） KATAKURI  ART： 利用者のイ ラ スト や作品を 商品化し 、 個性や能力を 引き 出すと と も に、 展示・ 販

売を 通じ て制作意欲の向上と 工賃アッ プを 目指し た。 また、 タ ブレ ッ ト 等を 活用し 、 作品数およ び

質の向上につなげた。  

【 展示】  

【 販売会】  

チラ シ折り ・ ポスティ ング 7, 740 円 645 円 

受注作業その他 288, 530 円 24, 044 円 

自主生産品（ 和紙小物等）  976, 313 円 81, 359 円 

協力販売（ お茶リ パッ ク ）  556, 018 円 46, 335 円 

未払い消費税 △491, 390 円 △40, 949 円 

材料費・ 経費 △424, 042 円 △35, 337 円 

計 5, 005, 404 円 417, 117 円 

項  目 年  額 平 均 月 額 

ハウスク リ ーニン グ                80, 000 円 6, 666 円 

日用品のセッ ト 作業 76, 758 円 6, 396 円 

公園清掃 71, 985 円 5, 999 円 

その他 42, 671 円 3, 556 円 

未払い消費税 △24, 837 円 △2, 069 円 

経費 △8, 137 円 △678 円 

計 238, 440 円 19, 870 円 

展示場所 開催日 内容 

大泉第一小学校 通年 来賓・ 職員用玄関と 校舎内の一画に作品を 展示 

平和台図書館 
11/18～

12/7 

11/19・ 11/28 に平和台図書館 1 階で販売会を 実

施。平和台図書館公式キャ ラ ク タ ーへいわんク ン

と かたく り のコ ラ ボ作品も 展示 

かたく り ギャ ラ リ ーi nI MAホール 
9/19 

2/20 

I MA 寄席と 同時開催。 I MA ホールのエント ラ ンス

で KATAKURI  ART の展示販売を 実施 

大泉北敬老館・ 大泉はつら つセ ン

タ ー 
随時 作品交流 

販売会名 回数 販売会名 回数 

かたく り マーケッ ト （ 家族会販売含む）  22 ほっ こ り こ ぐ れマルシェ  １  

ねり いち  11 ふれあいバザール ２  

智福寺まつり ・ マルシェ  ５  かたく り ART ギャ ラ リ ー ４  

すまいる マーケッ ト  ６  白百合まつり  １  

ふれあいまつり（ 大泉障害者支援ホーム） １  清水山の森マルシェ  １  
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（ イ ） 農福連携： 近隣の農家と 連携するこ と で、 利用者の作業の幅を 広げる と と も に、 地域と のつなが

り を 深める 取り 組みを 行っ た。 今年度は農作物の出荷に伴う 梱包作業や出荷準備を 中心に携わっ

た。 実際の出荷工程に参加するこ と で、 利用者は作業の流れを 理解し 責任感を 意識し て取り 組むこ

と ができ た。 また、 農家と の作業後の交流を 通じ て、 顔の見える関係が築かれ、 利用者一人ひと り

が地域の一員と し て受け入れら れている と いう 実感につながっ た。  

（ ウ） ソ コ カ ラ プロジェ ク ト ： 一般企業等から コ ンサルタ ン ト を 招き 、 工賃推移や自主製品の現状（ 製

品の種類や販路等） についての診断や助言を 受け、 改善に取り 組んだ。  

（ エ） 販路の拡充： ソ コ カ ラ プロジェ ク ト と 連携し 、 ECサイ ト 等のイ ンタ ーネッ ト を 活用し て自主製

品の販売に取り 組んだ。 あわせて、 SNS 等によ る情報発信を 行い、 幅広い層への周知と 販路の拡大

を 図っ た。   

    

 

 

 

 

※購入さ れた自主製品の個数 

オ 作業内容  

（ ア） 受注作業： ダイ レ ク ト メ ールの封入や日用品・ 雑貨のセッ ト 作り 等 

（ イ ） 所外作業： 公園清掃、 農園作業等 

（ ウ） 自主生産： 友禅和紙を 用いた和小物（ ぽち 袋、 のし 袋、 ふせん等） やイ ラ スト 等個性あふれる利

用者の作品を 活用し た文具や日用品等 

（ エ） 協力販売： 協力業者から 仕入れたスティ ッ ク お茶等のリ パッ ク やオリ ジナルラ ベル作成、 商品の 

販売等 

（２）就労支援  

ア 利用者の希望や適性に応じ 、 関係機関と 連携し ながら 就労支援を 行っ た。  

イ  「 はたら く こ と 」 を 継続するために必要と なる日常生活上の知識を 学ぶこ と を 目的と し て、 就労支

援プロ グラ ムを 実施し た。 詐欺や各種犯罪に巻き 込まれないために、 日ごろ から 留意すべき 点につい

て理解を 深める 機会と し て、 警視庁の見学を 行っ た（ ２ 月 10 日 ５ 名参加） 。  

ウ ジョ ブサポート かたく り と 協働し 、 利用者のニーズに合わせて「 はたら く こ と 」 を テーマにし た

「 生活支援講座」 を 実施し た。 体を 動かすこ と 、 将来の利用を 想定し たショ ート ステイ について学ぶ

機会を 設けた（ 延べ 26 名） 。  

（３）生活支援 

  ア 行事 

  以下の各行事を 通し て社会体験を 広げ、 社会資源の活用を 学ぶと と も に、 地域と の交流を 行っ た。  

大泉法人ネッ ト 収穫祭 1 障害者フ ェ スティ バル １  

会員のつどい １  ねり ま de 女子マルシェ  １  

中里郷土の森販売会 １    

ECサイ ト  販売数 売上 

KURUMI RU 190※ 77, 540 円 

mi nne ６ 件 10, 207 円 

SUZURI  67 件 33, 500 円 

行 事 名 開 催 日 内   容 

エンジョ イ 活動（ Ｂ 型）  
R7. 4. 30～8. 13 

12. 19～R8. 2. 9 

スポーツ 、 ラ ン チ、 カ ラ オケ、 工作（ オリ ジナ

ルポスタ ー作り ） の複数の選択肢を 設定し 、 利

用者の希望に合わせて目的別に活動を 楽し ん

だ。  

かたく り ☆あじ さ いフ ェ スタ  R7. 6. 22 

フ ェ スタ を 通じ て地域住民と の交流を 図り 、 利

用者およ び施設への理解を 深め、 障害理解を 促

進する機会を 目的と し て開催。 飲食や自主生産

品の販売、 利用者や高校生のステージ発表など

を 行っ た。 近隣の小学校や高校、 地域団体や町

会、 地域のお店や企業、 民生委員児童委員協議

会など 21 の団体が関わり 、 44 名のボラ ン ティ

アが参加し た（ 約 450 名来場） 。  

施設公開 
R7. 7. 23 

R7. 11. 26 

地域に向けてかたく り 福祉作業所と 障害への理

解と 羞恥を 目的と し て実施し た。 大泉町福祉園

と 合同開催し た。  

かたく り 探検ツ アー R7. 7. 28～8. 8 
小中学生に向けてかたく り 福祉作業所と 障害へ

の理解と 作業体験( 自主製品制作)・ 利用者と の交
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イ  ク ラ ブ活動 

レ ク リ エーショ ン、 DVD鑑賞、 スポーツの内容別に少人数に分かれ月２ 回行っ た。 また、 利用者の

有志によ るボラ ンティ アク ラ ブを 定期的に行い、 小学校周辺や地域のゴミ 拾い、 見守り 等地域ででき

る ボラ ン ティ ア活動を 実施し た。  

ウ 利用者会 

青空会（ 利用者会） を 月 1 回実施し た。  

  エ 利用者の権利擁護を 利用者と と も に考える  

    職員や利用者同士での言葉づかいや態度、 姿勢が適切なも のである か等、 皆で話し 合う 場を 設け、

意見箱等を 活用するこ と によ っ て、 より 快適な環境づく り に進めた。  

オ 応援プログラ ム 

利用者が作業所のプロ グラ ムに意欲的に参加し 達成感が得ら れるよう に、 利用者全員の良かっ たこ

と ・ がんばっ たこ と の賞を 設け、 納め会で表彰し た。  

  カ  いいね♪活動 

    通所途中でのゴミ 拾い、 家庭でのお手伝い、 元気な挨拶など利用者自身が考え行動し た「 良いこ

と 」 を 共有し 、 皆でたたえあう 取り 組みを 毎回の夕礼時に行っ た。  

  キ 医療機関や他施設、 他機関と の連携 

    利用者の高齢化、 重度化により 日々変化する ニーズに対応でき るよ う 医療機関の紹介や状況に応じ

て通院同行等を 行っ た。 また、 他施設や他機関と も 連携し 、 よ り 良い支援に向けた会議等を 実施し た

( 通院同行 対象利用者８ 名 延べ 57 回、 ケースカ ン フ ァ レ ンス 対象利用者９ 名 延べ 16 回実

施) 。  

ク  家族と の連携 

隔月で家族会を 実施し た。 家族会を 実施し ない月については、 家族に伝える 事項を まと めた書面を

渡すこ と で家族と の情報共有を 図っ た。 また７ 月にはグループごと に家族と 職員の懇談会を 実施、 10

月には家族から 提案のあっ た交流会を 実施し 、 利用者、 家族、 職員の交流を 深めた。  

ケ かたく り 相談室 

    利用者や家族が気持ちの疲れや日頃の悩みごと を 精神科医に気軽に相談でき る 場と し て、 かたく り

相談室を 実施し た（ 年６ 回） 。  

コ  施設利用時間の延長 

    家族の私用、 急用等の事情に合わせて便宜を 図る ため、 施設利用時間の延長を 行っ た（ 延べ 222

回） 。  

（４）健康管理・給食・保健衛生（共通） 

ア 健康管理・ 健康活動・ 保健衛生 

健康診断や各種検診を 定期的に実施し 、 服薬支援など利用者の健康管理を 行っ た。 また、 体重測定

やラ ジオ体操等の健康活動を 取り 入れる。 手洗い・ う がい・ 手指消毒等を 引き 続き 行い、 様々な感染

症への対策・ 予防を 行っ た。    

流を 目的と し て実施し た。参加者にアンケート を

と り 、 「 かたく り のこ と を 知れてよ かっ た」 「 障

害があっ ても 一人一人個性があり 、自分たち と 変

わら ないと いう こ と がわかっ た」と の回答が得ら

れた。  

かたく り バスツ アー（ Ｂ 型）  
R7. 11. 7 

R7. 11. 14 

貸し 切り バスで「 群馬サフ ァ リ パーク 」に行っ た。

サフ ァ リ パーク での見学や土産品購入やラ ン チ

を と り 、 利用者同士の親睦を 深めた。  

忘年会 R7. 12. 26 
グループに分かれ、それぞれががんばっ たこ と を

発表し あい、 一年間の作業、 活動を 労っ た。  

納め会 R7. 3. 31 
1 年間の業績発表、 「 がんばっ たで賞」 表彰、 感

想発表、 送別会を 行っ た。  

グループ活動（ 移行）  

R7. 10. 4 

浅草花やし き  

R7. 12. 11 

マヨ テラ ス 

就労後の余暇活動を イ メ ージする こ と や、公共交

通機関利用など 様々な体験を 通じ て知識を 増や

し ていく こ と を 目的と し て実施し た。就労移行か

ら 就職し た就労移行の卒業生も 参加し た。  

項 目 内 容 実施日 受診人数 

健康診断 胸部 X-P、 尿検査、 血液検査、 聴診 R7. 12. 18 22 名 

内科検診 体調確認、 心肺音聴取（ ４ 月） 等 毎月１ 回 延べ 203 名 
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イ  給食 

利用者の年齢や身長・ 体重から 求めた栄養基準量に基づいた献立を 作成し 、 給食提供を 行っ た。 利

用者が満足する 給食を 提供するために給食会議を 月１ 回開催し 、 問題点や改善点を 確認し た。  

 

４ 地域活動(共通) 

（１）施設公開、イベントの企画・実施 

ア 施設公開（ 年２ 回） 、 夏休みかたく り 探検ツ アー 

障害や作業所への理解を 深めるこ と を 目的と し て、 施設見学および作業体験を 行い、 利用者の日常

の作業の様子を 紹介する施設公開を 実施し た。 作業室見学や作業体験を 行い、 利用者自身が作業につ

いて説明を し た。 また、 近隣の大泉町福祉園と 同日に開催し 連携し て取り 組むこ と で、 就労継続支援

Ｂ 型や就労移行と 生活介護の提供サービスや活動内容の違い、 どのよ う な障害の方が利用し ているか

など、 地域住民に対する障害理解の一層の促進を 図る 機会と なっ た。  

イ  かたく り マーケッ ト の開催 

地域の方々が気軽に立ち寄るこ と ができ る 販売会を 開催し 交流を 図っ た。 かたく り の自主製品のほ

かに、 白石農園の野菜や大泉障害者支援ホームの水耕レ タ スの委託販売を 行っ た。  

  ウ 大泉☆かたく り ギャ ラ リ ーの実施 

    絵画や工作品等の作品を 、 近隣施設や地域の方々から 募集し 、 利用者の作品と 一緒に展示し 地域交

流を 行っ た。 作品展示を 通じ て、 利用者の創作活動への理解を 深める と と も に、 利用者および来場者

同士の交流の機会と なっ た。 また、 地域の施設での作品展示についても 検討し 、 地域に開かれた形で

の実施につなげた。  

（２）実習生の受け入れ 

ア 福祉実習： 大学、 専門学校の社会福祉士等の資格取得のための実習を 受け入れた。  

イ  体験学習： 福祉学習の一環と し て小学生、 中学生、 高校生の体験学習を 受け入れた。  

ウ 入所実習： 入所希望者の進路支援に協力し 実習生を 受け入れた。  

エ 実習前見学、 体験： 特別支援学校中等部生徒や高等部１ 、 ２ 年生、 その保護者を 対象に、 入所実習 

前の見学や体験を 受け入れた。  

（３）施設・障害の理解促進、地域の人材発掘 

障害や施設についての理解を 深める こ と を 目的に、 年間を 通し て地域と の交流を 計画的に実施し た。

近隣の小中学校等に利用者が講師と し て出向き 、 自身の体験談や日常生活、 仕事の様子について講師と

し て話す機会を 設ける と と も に、 かたく り の見学受入れを 行い、 職員・ 利用者が案内し て作業所の説明

を し た。 こ れら の取り 組みを 通じ て、 学校や自動、 地域住民に対する 障害の理解促進を 図ると と も に福

祉分野への関心を 高め将来的な人材確保に努めた。  

（４）見学者・ボランティア等の受け入れ 

利用者と 日課を 過ごし 、 行事や余暇活動などを 一緒につく り あげるボラ ンティ アを 積極的に受け入れ

た。 また、 地域の方々、 学校関係者・ 生徒、 関係機関等の見学者を 受け入れ、 障害や施設についての理

解を 広げた。  

（５）地域との協働・連携 

地域の防災訓練や祭り 等での近隣の町会や施設と の協力や協働、 ねり ま社会福祉法人等のネッ ト （ 大

泉地区） の活動への事務局と し ての参加、 地域の児童・ 生徒の緊急避難所（ ひまわり 110 番） と し ての

見守り 活動、 大泉学園まち づく り ネッ ト やどんぐ り の家運営委員会への参画など、 地域の団体等と と も

に地域活動を 行っ た。  

（６）緑化事業 

練馬区みどり 推進課から 委託を 受け、 公園や施設の花壇・ プラ ンタ ーの花の植え替え等を 行っ た。  

（７）自主生産品等の委託・販売 

歯科 う 歯、 歯石、 歯肉の炎症、 咬合検査 R7. 6. 5 38 名 

眼科 眼底検査 R7. 5. 22 40 名 

耳鼻科検診 耳、 鼻、 咽頭検査 R7. 6. 13 42 名 

体重測定 
毎月体重、 血圧測定( ４ 月は身長測

定)  
毎月１ 回 延べ 551 名 

災害時服薬管理 災害時用に薬の保管を 行う 。  年１ 回  

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻ゙ 予防接種 希望者に予防接種を 行っ た。  年１ 回 34 名 

かたく り 相談室 精神科医と の相談会の実施 
R7. 4. 16/6. 19/8. 28 

10. 2/12. 18/2. 26 
延べ 33 名 
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地域の方々の施設への理解を 深める と と も に自主生産品を 広報し ていく ため、 地域の商店等を 中心に

商品設置を 依頼し 、 定期的な商品補充や営業、 販売を 利用者と と も に行い、 交流を 図っ た。  

 

５ 施設運営(共通) 

（１）運営協議会の開催 

利用者、 利用者家族、 町会、 障害者施策推進課、 施設職員等を 構成員と する 協議会を 設置し 、 サービ

ス向上、 施設運営の改善等のため、 かたく り の運営状況や取り 組みを 報告し た( R7. 10. 14、 R8. 3. 16) 。  

（２）相談・苦情対応、個人情報保護、リスクマネジメントの取り組み 

ア かたく り のこ え（ ポスト ） を 設置し 、 利用者から の相談・ 苦情にいつでも 対応でき る 環境を つく

り 、 対応し た。  

イ  苦情解決第三者委員による 利用者相談（ R7. 10. 10） 、 家族と の懇談会（ R8. 1. 9） を 開催し 、 利用者

や家族の要望や苦情の聞き 取り を し た。  

ウ 「 記録媒体および個人情報持ち 出し 管理簿」 を 使用し 個人情報保護のための管理体制を 整備し 、 職

員の個人情報保護に関する 意識啓発に努めた。 また、 「 個人情報保護に関する 基本チェ ッ ク リ ス

ト 」 を 使い、 各職員の自己チェ ッ ク を 定期的に行い、 意識を 高めた（ 年４ 回） 。  

エ 一日の状況を 振り 返る 職員ミ ーティ ン グにおいて「 ヒ ヤリ ハッ ト 情報」 の収集を 行い、 事故の防止

に努めた。  

オ 虐待防止・ 権利擁護への取り 組み 

障害者虐待防止法、 障害者差別解消法等、 関連法について学び、 職員の法令遵守の徹底に努めた。

グレ ーゾーン担当を 設け、 支援会議等にて倫理綱領・ 行動規範を 活用し ながら 、 権利擁護の視点を

も っ て職員間で日常の支援のあり 方を 検証・ 確認し た。 また虐待防止・ 身体拘束等適正化対策委員会

に参加し 所内で共有し 、 職員の意識向上に努めた。  

【 虐待防止研修】  

    ①R7. 12. 3： 東洋大学教授の髙山氏を 講師に迎え、 白百合福祉作業所と 合同によ る虐待防止研修を  

    実施し た。 研修では、 「 本質な支援と は何か」 を テーマに、 意思決定支援の環境を 整えるために必

要な取組について検討を 行っ た（ 参加職員 19 名） 。  

②R8. 1. 21： 虐待防止研修（ 伝達研修） を 実施し 、 虐待が起き ない職場環境づく り について意見交 

換および検討を 行っ た（ 参加職員 22 名） 。  

③R8. 2. 10： 練馬福祉人材・ 育成研修セン タ ーのオン ラ イ ン研修動画にて「 虐待防止の基礎」 「 権 

利擁護に関する 研修」 「 身体拘束防止基礎編」 の各項目を 各自が視聴後、 感想や意見交換を 行っ た 

（ 参加職員 19 名） 。  

 

（３）危機管理・安全対策 

ア 安全対策・ 環境整備 

定期的に所内の安全点検を 利用者と と も に行っ た。  

イ  災害対策 

BCP（ 事業継続計画） を 基に避難訓練（ 火災・ 地震・ 震災） を 毎月実施し た。 また災害緊急メ ール

の登録を 促し 、 避難訓練時のメ ール送受信の実施や伝言ダイ ヤル体験日を 設け、 日頃から 災害に備え

る取り 組みを 行っ た。  

ウ 防犯対策 

朝夕の職員ミ ーティ ングで不審者等の情報を共有し 、 侵入を防ぐ ための安全管理に努めた。  

エ 講習会の実施 

利用者を対象に警察官による交通マナーや安全確認などの講習を実施し た。 講習後、 近隣道路を移動し

交通マナーや安全確認を行っ た。  

  オ 感染症対策 

    新たに作成し た感染症対策マニュ アルを活用すると と も に、 感染症対策委員会を設置し 、 感染予防、 感

染拡大防止に努める。 また感染症に関する研修・ 訓練を実施し た。  

回 数 開 催 日 内  容 

１ 回目 R7. 5. 28 

・ 資料の確認の実施 

要網、 感染対策指針、 マニュ アルの読み合わせ 

今年度のスケジュ ールについての確認 

２ 回目（ 研修）  R7. 7. 23 
・ 練馬区保健所生活衛生課食品衛生担当職員によ る出張講座の

実施（ 食中毒の概要と その対策についての講義）  

３ 回目（ 研修）  R7. 8. 6 ・ 感染症対策 BCP 机上訓練の実施 

４ 回目（ 研修）  R7. 10. 22 ・ 産業医巡回の報告 



47 
 

（４）広報活動 

施設広報紙「 し ゃ ぼんだま」 の発行（ ６ 月、 10 月、 ３ 月） 、 「 社協だよ り 」 「 社協ホームページ」

等を 活用し 事業紹介等を 行っ た。 また、 SNS 等を 活用し た情報発信を 行っ た。  

（５）施設評価・調査 

「 利用者アンケート 」 を 実施し 、 施設運営の充実改善に取り 組んだ。 また、 イ ベント 来場者や地域講

座の参加者を 対象にアン ケート 調査を 行い、 事業の実施や改善を 検討し た。  

（６）職員研修・育成 

ア 練馬区社会福祉協議会職員育成方針に基づき 、 新任職員や異動職員向けの研修の実施や定期的な支

援の振り 返り など、 OJT（ 職場内研修） の充実に取り 組んだ。  

イ  練馬福祉人材育成・ 研修センタ ー等、 外部研修や自主研修の受講を 促し 、 延べ 33 名が参加し た。

また、 障害や支援についての基礎的な内容についてはオン ラ イ ン 研修を 活用し 、 職員全員が受講を し

学んだ内容を 共有し た。  

ウ 利用者の権利擁護・ 虐待防止のために白百合福祉作業所と 合同で研修を 実施し た。  

  エ 職員一人ひと り が課題意識と テーマを 持ち、 研修や現場実習に参加し て習得し たこ と を 学び合う  

研修発表会を 実施し た。  

 

６ 利用者支援【就労移行支援事業】 

（１）就労支援 

   会社見学や実習、 面接会等に参加する など就労に向けた取り 組みを 進めた。  

  ア 個別支援 

利用者の状況に合わせて随時面談を 行い、 ３ か月ごと に個別支援計画アセスメ ン ト シート を 利用者

と 共に作成し 、 利用者の意向の確認、 就労に向けた強みや課題を 明確化し た。 個別支援策定会議にお

いては、 本人に加えて家族や支援者も 参加し 、 状況や目標の共有を 図っ た。 また職場定着支援と し て

４ 名に対し て支援を 行っ た。 職場定着のための訪問、 企業や家族と の情報交換や生活面の相談を 受け

る など、 継続し て働く こ と ができ る よう に支援を 行っ た。  

  イ  作業訓練 

受注作業、 公園清掃、 ハウスク リ ーニン グ、 自主生産品の製作・ 販売等の作業を 通し て、 利用者の

就労準備状況の把握や就労に向けた課題等を 明確にし 、 就職活動に活かすと と も に、 就職に必要なス

キルやマナーの獲得を 図っ た。  

ウ 工賃の支給 

  一人ひと り の作業への取り 組み状況を 適宜確認、 ４ か月ごと に評定会議を 開催し 工賃を 支給し た。  

エ 企業見学・ 実習 

企業およ びハロ ーワーク や障害者就労支援センタ ーレ イ ンボーワーク 、 東京し ごと 財団、 社会福祉

法人等のネッ ト ワーク を 活かし た見学や実習を 行い、 就職への意欲を 高め適性や課題を 把握する 機会

を 作っ た。  

  オ 職場開拓 

    ハロ ーワーク や障害者就労支援センタ ーレ イ ンボーワーク 、 東京し ごと 財団と 連携し 、 職場開拓を

行っ た。 企業開拓と し て、 工業系、 ソ フ ト 開発、 鉄道関係などの一般企業を 対象に、 就職情報の獲得

に向けた働き かけを 行っ た。 また、 利用者本人の希望を 実現する ため、 保育園を 運営し ている 株式会

社に問い合わせを 行い、 体験実習を 実施し た。 さ ら に、 宅配会社については、 体験実習を 経て就職に

つながっ た。  

カ  障害者就労支援ネッ ト ワーク への参加 

障害者就労支援ネッ ト ワーク 会議に参加し 、 他機関と の連携に取り 組んだ。  

（２）生活支援 

ア 生活支援講座 

利用者が社会生活を 円滑に送るために必要な基礎的技能を 身につける こ と を 目的と し 、 社会ルール

やマナー、 あいさ つ、 言葉づかい、 対人関係、 身だし なみ等について「 生活支援講座」 を 実施し た。

テーマによっ てはＢ 型の利用者も 参加し 交流の機会を 設けた（ 全 62 回 延べ 135 名参加） 。  

あわせて、 余暇活動の幅を 広げるこ と を 目的に、 利用者主体の企画によ る行事や外出活動を 行っ た。  

イ  家族や関係機関と の連携 

家族と の個別面談を 定期的に行う と と も に、 電話連絡等で適宜、 連絡調整を 行っ た。 また、 本人と

の面談等で把握し た生活上の課題に対し て家族や関係機関と 連携し て対応し た。  

ウ 余暇支援 

・ 吐し ゃ 物の研修及び訓練の実施 

５ 回目 R8. 3. 19 ・ 令和 7 年度の委員会の取り 組み内容の振り 返り  
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支援の登録を し ている 方へグループ活動などの外出行事への参加を 呼びかけ、 余暇の幅を 広げる 機

会を 提供し 、 安定し た就労につながるよう に支援を 行っ た。  

７ 利用者支援【就労定着支援事業】  

企業就労の定着を 目的と し て、 就労定着支援事業の利用者４ 名に対し 、 月１ 回面談を し て日常生活や社

会生活に関する 相談支援を 行っ た。 また、 企業・ 事業所や関係機関と の連絡調整を 行い、 必要に応じ た支

援を 実施し た。 加えて、 利用者の自宅や勤務先を 訪問し 、 月１ 回以上の面談を 通じ て継続的な支援を 行っ

た。 就労定着支援の契約期間が終了する 利用者については、 本人の意向を 確認し たう えで、 障害者就労支

援センタ ー「 レ イ ン ボーワーク 」 へつなぎ、 就労定着に向けた支援が継続でき る よう 取り 組んだ。  
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【地域福祉課】 
地域福祉を 推進する 「 練馬ボラ ン ティ ア・ 地域福祉推進センタ ー」 およ びサポート が必要な高齢者や障害

者の地域生活を 応援する 「 権利擁護センタ ー ほっ と サポート ねり ま」 、 生活困窮者の課題を 地域で受け止

め、 住民と と も に新たなシステムを 構築し ていく 「 生活サポート セン タ ー」 の事業運営を 統括し 、 課内で連

携を 図り より 質の高いサービス提供を 目指し 各事業に取り 組んだ。  

 

【練馬ボランティア・地域福祉推進センター】 

障害の有無や年齢、 性別、 国籍等に関係なく 、 誰も が社会や地域と 接点を 持ち 続け、 住み慣れた地域で生

活し 続けら れる よう な「 住みよ いまち づく り 」 を 目指し 、 ボラ ンティ アや市民活動の相談、 情報提供、 研修

会の開催等を 行い、 地域や社会における課題に対し 地域住民が主体的にその解決に取り 組む地域福祉推進の

基盤づく り を 行っ た。 また、 各拠点で重層的支援体制整備事業の窓口を 担う こ と で、 相談者の生活圏域に合

わせた社会資源のつなぎや、 社会参加等の応援を 関係機関と 連携し て行っ た。  

 
１ ボランティア・市民活動推進、地域福祉活動推進 

ボラ ンティ アコ ーディ ネータ ー、 地域福祉コ ーディ ネータ ーの役割を 一体化し て、 住民や団体等の主体

的な取り 組みを 支援し た。 また、 重層的支援体制整備事業や若者ケアラ ー・ コ ーディ ネータ ー事業におけ

る個別相談を 関係機関と 連携し て行う と と も に、 社会参加の場の発掘や創出に取り 組んだ。 さ ら に、 地域

住民等と の連携や各拠点のネッ ト ワーク を 活かし 、 共に地域福祉の推進に取り 組んだ。  

（１）相談およびコーディネート事業 

ア ボラ ン ティ ア・ 市民活動相談 

ボラ ンティ ア・ 市民活動に関する 相談を 始めと し た多様な相談について、 関係機関や団体等と 連携

し ながら 課題の整理や解決に取り 組んだ。  

重層的支援体制整備事業や在住外国人支援に関する取り 組みの周知を 継続し 、 ひき こ も り 状態にあ

る 人や在住外国人から の生活相談増加につなげた。 また、 若者ケアラ ー・ コ ーディ ネータ ー業務の周

知によ り 、 学校から の相談やチラ シ等を 見ての相談が寄せら れる よう になり 、 他機関・ 団体と 連携し

て支援を 行う 機会が拡大し た。 大泉コ ーナーでは、 移転を 契機に特に土曜日のボラ ンティ ア相談と 高

齢者から の生活相談が増加傾向にあっ た。  

イ  相談傾向の分析によ る 事業化 

他機関による一般的なボランティア講座の増加により、地域活動に関心を持つ住民との接点が減少してい

たことを踏まえ、テーマ型のボランティア講座を企画し、住民の強みや趣味を活かした参画機会の創出に取り

組んだ。 

  ウ アド バイ ザー体制 

    アド バイ ザーを 設置し 、 職員を 対象に相談援助や事業運営に関する 課題についてスーパービジョ ン

を 受け、 業務改善に活かし た（ 月５ 回） 。  

 

（２）小地域福祉活動推進  

ア 住民、 町会・ 自治会、 民生・ 児童委員、 NPO団体や企業等、 様々な人や団体と と も に、 小地域福祉

活動に取り 組み、 地域課題の解決に向けた仕組みづく り やネッ ト ワーク を 構築し た。 また、 地域福

祉コ ーディ ネータ ーと し て、 地域住民や社会福祉法人、 地域活動団体等と 連携し 、 継続的な地域づ

く り を 推進し た。  

 

 

 

相談内容 
練馬ボラ ン テ ィ ア ・  

地域福祉推進セ ン タ ー 

光が丘ボラ ン テ ィ ア ・  

地域福祉推進コ ーナー  

大泉ボラ ン テ ィ ア ・  

地域福祉推進コ ーナー 

関町ボラ ン テ ィ ア ・  

地域福祉推進コ ーナー 
総数 

前年度

総数 

ボラ ン ティ アし たい 1, 314 727 1, 376 544 3, 961 3, 628 

ボラ ン ティ アほし い 796 396 660 420 2, 272 2, 051 

NPO団体から の相談 746 783 676 343 2, 548 2, 299 

情報提供 874 571 421 68 1, 934 1, 814 

協力依頼 433 355 454 142 1, 384 1, 537 

生活相談 5, 065 1, 659 1, 744 2, 329 10, 797 9, 118 

地域づく り に 

関連する 相談 
2, 240 733 93 722 3, 788 4, 043 

その他 41 17 ２  ８  68 49 

総 数 11, 509 5, 241 5, 426 4, 576 26, 752 24, 539 
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（ ア） 練馬地区                        

（ イ ） 光が丘地区                         

（ ウ） 大泉地区                         

（ エ） 関町地区 

（ オ） 土支田地区 

イ  困難さ を 抱えている 当事者（ ひき こ も り 、 ディ スレ ク シア、 子育て等） と 家族の会等を 実施し 、 孤

立を 防止し 、 地域生活を 支援でき る よう 取り 組んだ。  

名称 内容 

子そだてつなげ帯【 主催】  懇談会で課題と し てあげら れた親子問題等子育てに関する 情報共有や意

見交換、 勉強会（ 開催５ 回）  

名称 内容 

ひかり のかけはし 【 主催】  高齢者、 子ども 、 障害者等の関係機関と の情報共有、 意見交換を 行う 定

例会（ 開催９ 回）  

企画「 在日外国人に話を 聞く 会＠ひかり のかけはし 」（ 開催１ 回、 ゲス

ト スピ ーカ ーと の事前打ち 合わせ２ 回）  

北町ネッ ト （ グリ ーン リ ボン

ネッ ト ワーク ）【 主催】  

北町、 錦、 氷川台、 平和台で活動し ている 団体や福祉施設が連携を 深め

るために情報共有や意見交換を 行う 定例会（ 開催６ 回）  

愛染院ひだまり マルシェ 実行

委員会【 共催】  

令和８ 年４ 月に実施する「 地域に開かれたお寺づく り 」 を 目的と し た、

地域団体や福祉施設が出店するマルシェ 開催のための打ち合わせ（ 開催

16 回）  

名称 内容 

気づき “ あい” のある まち を

めざす会【 運営協力】  

サロン 運営会議の進行の確認。 サロ ン内で行う プ ログラ ムについて協議

（ 出席 11 回）  

おし ゃ べり サミ ッ ト 【 運営協

力】  

高齢者の居場所づく り や課題解決を 目的と し た取り 組み 

（ 打ち 合わせ２ 回）  

名称 内容 

し あわせ福祉ネッ ト ・ 関 

【 主催】  

「 顔の見える 地域の福祉づく り 」 を 目的と し た地域住民や地域活動団

体・ 施設・ 機関のネッ ト ワーク の会 

・ 定例会（ 開催９ 回）・ 役員会（ 開催１ 回）・ 企画（ 開催２ 回）  

関町・ 立野地域施設連携防災

ネッ ト ワーク の会【 主催】  

「 防災」 を 切り 口と し た関町・ 立野地域における 福祉施設等のネッ ト

ワーク 構築のための会議 

・ 会の運営を 検討する 世話人会（ 開催３ 回）・ 全体会（ 開催１ 回）  

子育てサポート ネッ ト STS 

【 主催】  

関・ 立野・ 上石神井地域において、 子育てし やすい地域づく り を 目的と

し た機関同士のネッ ト ワーク の会 

・ 定例会（ 開催６ 回）・ 区民向け講座（ 開催２ 回）・ メ ンバー向け勉強会

（ 開催 1 回）  

智福寺マルシェ ・ 智福寺まつ

り 実行委員会【 共催】  

「 地域に開かれたお寺づく り 」「 福祉施設の応援」「 地元商店街の活性

化」 を 柱と し 、 近隣の福祉施設や商店街と と も に、 智福寺マルシェ （ 販

売会） や子育て世帯を メ イ ン タ ーゲッ ト と し た智福寺まつり を 実施 

・ 智福寺マルシェ （ 開催４ 回）・ 智福寺まつり （ 開催１ 回）  

みんなの家たき ち i n 下石神井

【 運営協力】  
空き 家と なっ た呉服店「 たき ち」 が地域の居場所と なるよう に、 地域住

民と 共に運営を 行う 。 ワーク ショ ッ プやセミ ナー等も 実施。  

通常開催日（ 開催 23 回）・ ワーク ショ ッ プ（ 開催２ 回）・ 運営委員会

（ 開催 14 回）・ セミ ナー（ 開催３ 回）  

関町フ ード フ ェ スタ 【 主催】  関町地域に暮ら す外国人の子ども 、 その支援者、 地域住民と の交流

会（ 開催２ 回）  

名称 内容 

どんぐ り の家運営委員会 

【 運営協力】  

どんぐ り の家の運営方法について協議する 定例会 

（ 開催 12 回）  

名称 内容 

えるでぃ ～学習障害について考える 会～ 

【 運営協力】  

学習障害の一つである ディ スレ ク シ アに関する 勉強会や当事

者と 家族の会等を 実施（ 出席 12 回）  

マロンの会、 メ ロンの会【 主催】  生き づら さ を 抱えた人が専門性のあるボラ ン ティ アと と も に、

安心し て余暇を 楽し める居場所づく り を 実施（ 開催 18 回）  
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（３）ネットワークの参加と連携  

地域の団体、 施設、 関係機関と の日常的な連携・ 協力を 図るため、 各種会議へ参加し た。  

定期的に各団体の会議に出席するこ と で最新の情報を 得る と と も に、 練馬区社協で把握し ている 情報 

  を 団体等に提供し 、 連携を 強化し た。  

ア 各地区の民生児童委員協議会に出席し 、 各拠点における 地域福祉コ ーディ ネータ ーの取り 組みや事

例などについて報告を 行い、 民生・ 児童委員から 相談を 受ける など日頃から のつながり を 深めた 

  （ 延べ 167 回参加） 。  

イ  町会・ 自治会等の地域住民や地域の団体、 施設と の日常的な連携・ 協力を 強化し た。  

ウ 地域の精神保健連絡会、 地域ケア会議等、 各種会議へ参加し た。  

エ 地域ごと やテーマ別等で必要と さ れる ネッ ト ワーク の調整・ 構築を 図っ た。  

スマイ ルの会【 主催】  主に継続的に生活相談を し ている 地域住民を 対象と し たク ラ

フ ト 活動等を 通じ た居場所づく り を 実施（ 開催８ 回）  

会議名 参加回数 内容 

大泉東地区祭実行委員会 １ 回 大泉東地区祭に向けた説明・ 打合せを 行う 会議（ 雨天中

止）  

光が丘地区祭 １ 回 社協の広報活動や、 ネリ ーのお面作り 、 白百合・ かたく り

自主製品の販売 

けやき まつり 実行委員会 ６ 回 けやき まつり 開催に向けた説明・ 打合せを 行う 会議 

関地区祭実行委員会 １ 回 関町地区祭に向けた説明・ 打合せを 行う 会議（ 中止）  

会議名 参加回数 内容 

精神保健福祉関係者連絡会 ４ 回 豊玉、 光が丘、 石神井、 関保健所を 中心と し た情報交換会 

地域ケア基本地区会議・ 協議

体 

５ 回 地域包括支援センタ ーの会議で把握さ れた地域課題を 圏域

単位で協議する 会議 

地域ケアセンタ ー会議 27 回 地域課題について、 その解決に向け関係者で話し 合う 場 

よ ろ ず会議 10 回 豊玉地域包括支援セン タ ー、 はつら つセン タ ー豊玉と 情報

共有、 課題解決に向けて話し 合う 場 

ホームスタ ート ・ はっ ぴぃ  

練馬 ト ラ スティ 会議 

１ 回 ホームスタ ート 事業についての話し 合いの場 

高野台地域包括支援センタ ー

地域連携会議 

７ 回 元気高齢者の見守り ・ 介護・ 認知症予防・ 居場所づく り の

連携 

関中学校評議員会・ 学校支援

推進協議会 

３ 回 教育活動の成果と 課題についての説明と 情報交換 

ハイ ムガーデン 南大泉運営推

進会議 

２ 回 地域に開かれた施設運営に向けた近隣機関・ 地域住民等の

意見交換・ 情報共有 

ヒ ュ ーマンラ イ フ ケア中村橋

運営推進委員会 

３ 回 施設の運営や課題等の共有・ 意見交換の場 

生活支援コ ーディ ネータ ー連

絡会 

８ 回 生活支援コ ーディ ネータ ーと の地域情報や課題の共有・ 連

携の場 

ほのぼの館・ 関 関係者連絡

会 

５ 回 月次報告と 情報交換の場 

関町児童館運営委員会 ５ 回 児童館事業に関する関係機関や地域団体等を 含めた意見交

換・ 情報共有の場 

【 学校卒業後における 障害者

の学びの支援推進事業】 関係

者ミ ーティ ング 

２ 回 NPO法人障がい児・ 者の学びを 保障する会が主催する 、「 障

害者の学び」 に関する 実践内容の紹介や、 情報共有の場 

名称 内容 

ねり んく （ 在住外国人支援プ

ラ ッ ト フ ォ ーム）  

練馬区社会福祉協議会、 シャ ンティ 国際ボラ ン ティ ア会、 東京パブリ ッ ク

法律事務所の三者が協働し 、 在住外国人を 支援する取り 組みを 実施し た。

区内に暮ら す外国にルーツ を 持つ子ども たちを 支援するため、 高校へのア

ウト リ ーチを 行っ たほか、 地域団体が情報交換でき る 場も 設けた。  

（ 相談会３ 回、 セミ ナー１ 回、 打合せ３ 回、 報告会１ 回）  

こ ども 食堂連絡会 

区内のこ ども 食堂を 運営する 団体の連携を 図るため、 各団体の取り 組みや

悩み等の共有・ 意見交換の場と し て連絡会を 開催し た。  

（ 連絡会２ 回）  
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オ 各コ ーナーがより 地域で気軽に立ち寄れる 場所になるよ う 豊玉障害者地域生活支援センタ ーき ら

ら 、 石神井障害者地域生活支援セン タ ーう いんぐ 、 ボラ ン ティ ア等と 連携し 、 出張き ら ら ・ 出張う い

んぐ を 開催し た。 また、 よ り 良い運営につながる よ う 、 き ら ら 、 う いんぐ と 組織的な検討の機会を 設

けた。 ※出張き ら ら ： P. 75、 出張う いんぐ ： P. 81 参照 

（４）市民団体・学校・企業・関係機関等へのサポート 

ア ボラ ン ティ ア・ 市民活動団体や関係機関等の活動、 学校の福祉教育への取り 組み、 また練馬区内

郵便局と の包括的連携によ る地域福祉推進や区内スーパーマーケッ ト にて展開し ている フ ード パン

ト リ ー等企業の社会貢献活動の取り 組みなどに対する 、 企画協力や講師派遣等を 行っ た。  

（ ア） 職員派遣 

（ イ ） 講師紹介 

（ ウ） 企業と の連携 

イ  福祉施設・ 病院等のボラ ンティ ア担当者を 対象と し た研修会等を 実施し た。 研修実施後も 継続的に 

関わり ながら 、 地域の中で施設同士が学び合い、 つながる 機会を つく っ た。  

研修・ 講座                          

ウ 市民活動団体に対し 各種助成金情報の提供と 、 助成金申請に向けたサポート や推薦を 行っ た。  

  推薦 13 件 

 

   公益財団法人 みずほ教育福祉財団「 ボラ ンティ ア活動資金助成事業」   ３ 件 

   公益財団法人 中央競馬馬主社会福祉財団「 令和７ 年度助成事業」     １ 件 

   公益財団法人 キリ ン福祉財団「 令和８ 年度キリ ン･地域のち から 応援事業」  助成 ５ 件 

   子ども 食堂応援プロ ジェ ク ト 2025 年度下期 助成 １ 件 

こ ども まんなかネッ ト ねり ま 

貧困や孤立、 不登校などの子ども を 支援する団体によ り 立ち上がっ たネッ

ト ワーク への参加と 連携を 通じ て、 課題を 抱える 子ども や団体等の支援に

取り 組む。  

（ 団体交流会２ 件、 ト ーク セッ ショ ン ７ 件、 不登校関係団体オフ 会１ 件）  

学校・ 施設・ 団体 件数 講座・ 内容 延べ人数 

小学校、 中学校、 高等

学校、 大学、 はつら つ

センタ ー、 団体、 企業

など 

29 件 

ボラ ンティ アについての説明依頼が多かっ た。 その他、

地域資源についてや障害に関する 内容の講師依頼も あ

り 、 VCの取り 組みを 踏まえ説明を 行っ た。  
1, 446 名 

学校・ 施設・ 団体 件数 講座・ 内容 延べ人数 

小学校、 中学校、  

高等学校 
11 件 

聴覚、 視覚、 身体障害について理解を 深めら れる よう 、

関わり のある講師を 紹介し 、 福祉や障害などについて学

べる 機会を つく っ た。  

1, 035 名 

企業・ 法人 内容 

郵便局 郵便局を 地域拠点と し て社会貢献を 深める ため、郵便局と 練馬区社協で協定を 締

結し た。 締結後は練馬郵便局で広報誌７ 種の配架を 依頼し 、 58 支局でも「 ぽけっ

と 」 を 配架し た。 さ ら に、 ５ 部会の定例会に出席し 、 社協の取り 組みや連携事例、

ネリ ーズ登録等を 説明し 、 具体的な連携促進を 図っ た。  

ラ イ フ 、 いなげや、 パル

システム、 魚進フ ーズ、

津多屋 

区内のスーパーマーケッ ト 等の企業から の弁当や余剰青果、 食材、 フ ード ド ラ イ

ブで集めた物等の寄付を 団体、 施設、 関係機関へ提供し た（ 計６ 件） 。  

研修・ 講座名 内容 会場 参加人数 

ボラ ンティ ア担当者

基礎研修（ R7. 6. 19）  

ボラ ンティ ア受け入れの基礎

について研修を 行っ た。  

光が丘デイ サービスセンタ ー 
37 名 

ボラ ンティ ア担当者

情報交換会 

研修後の取り 組み報告や受け

入れ課題を 共有し 、 よ り 良い

ボラ ンティ ア受け入れ方法を

検討する 場を 設けた。 また、

ミ ニ講座も 取り 入れる 工夫を

行っ た。  

①練馬（ R8. 1. 22）  

ヒ ュ ーマンラ イ フ ケア中村橋

の宿 

 

②光が丘（ R8. 2. 16）  

光が丘デイ サービスセンタ ー 

 

③大泉（ R8. 2. 17）  

ゆめり あ９ 階 

①３ 施設５ 名 

 

 

 

②９ 施設 11 名 

 

 

③13 施設 15 名 
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     フ ード パント リ ー緊急支援事業補助金 １ 件 

   ド コ モ市民活動団体助成事業 ２ 件 

エ ボラ ン ティ ア関連保険の受付・ 手続き を 行っ た。 こ れら の保険は、 保険者である東京都社会福祉協

議会と 加入事務契約を 結んでいる。  

 （ ア） ボラ ン ティ ア保険加入者数 4, 581 名（ 天災プラ ン 377 名）  

 （ イ ） 行事保険加入件数 1, 401 件  

オ 相談情報ひろ ば等の団体と 情報交換の場を 設け、 日頃から の連携を 深める機会を つく っ た。  

 

カ  こ ども 食堂の活動を 支援するため、 こ ども 食堂連絡会の開催ほか、 設立や広報等の支援を 行っ た。  

（５）情報発信 

ア リ ーフ レ ッ ト 等を 活用し 、 セン タ ーの役割・ 機能について住民にわかり やすく 情報提供を 行っ た。  

イ  ボラ ン ティ ア・ 市民活動情報「 ぽけっ と 」 を 発行し た。  

  年 12 回（ 毎月） 発行/発行部数（ 4, 200 部）  

ウ 社協ホームページ、 Facebook、 Ｘ 、 ネリ ーズ公式 LI NE 等のメ ディ アを 活用し て、 ボラ ンティ アや

市民活動、 地域福祉活動に関する情報を 発信し た。  

 （ Facebook26 件、 Ｘ 37 件、 ネリ ーズ公式 LI NE８ 件）  

（６）会議室・機材等の貸し出し 

ア ボラ ン ティ ア活動や市民活動を 支援するために、 センタ ー・ コ ーナーの各拠点にある 会議室・ 機材

等の貸し 出し を 地域活動団体に行っ た。  

（ ア） 会議室貸出し  

（ イ ） コ ピー機・ 印刷機貸出し  

 

 

 

 

 

 

 

イ  公的制度の対象になら ず、 一時的に利用を 必要と する住民や福祉教育を 目的と し た団体等に車いす

の貸し 出し を 行う 。  

 

 

 

 

 

（７）災害時に備えた取り組み  

ア 災害時に備えた行政・ 関係機関・ 地域団体等と のネッ ト ワーク 構築 

地域の関係者や練馬区福祉部管理課、 練馬区危機管理室区民防災課と 災害時に備えた情報交換の場を

設け、 協議を 行っ た。 また、 災害ボラ ンティ アセンタ ー立ち 上げ・ 運営訓練の振り 返り や資材の調達方

法など、 具体的な災害時の連携についても 協議する機会を 持っ た（ 延べ９ 回） 。  

イ  「 災害ボラ ン ティ アセンタ ー」 運営に備えた、 行政・ 関係機関・ 地域団体等と の連携  

（ ア） 災害ボラ ン ティ アセンタ ー立ち 上げ・ 運営訓練（ 全２ 回 参加者： 延べ 130 名） を 行っ た。 ７ 月 

 開催日 会場 参加団体・ 人数 

第１ 回 R7. 7. 24 ハッ ピーひろ ば ９ 団体・ 12 名 

第２ 回 R8. 2. 2 ふろ し き ・ ねこ の手 ７ 団体・ 11 名 

 開催日 内容 

第１ 回 R7. 7. 1 こ ど も 食堂連絡会を 開催し 、 団体同士の情報共有と 意見

交換の機会を つく っ た。  第２ 回 R8. 2. 13 

拠点名 団体数（ 延べ）  利用者数（ 延べ）  

練馬 142 1, 772 

光が丘 446 3, 264 

大泉 165  837   

関町 302 3, 582 

計 1, 055 9, 455 

拠点名 団体数（ 延べ）  

練馬 30 

光が丘 10 

大泉 10 

関町 103 

計 153 

拠点名 件数（ 延べ）  

練馬 86 

光が丘 44 

計 130 
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には練馬文化センタ ーで実施し 、 ２ 月には勤労福祉会館で訓練を 実施し た。  

（ イ ） 災害ボラ ン ティ アセンタ ー関係者連絡会の開催 

   災害時における 円滑な連携を めざし 、 避難拠点運営連絡会、 障害者団体、 行政、 消防署、 警察署

の他、 今年度は、 東京ボラ ンティ ア・ 市民活動センタ ー、 郵便局、 被災地で活動する 団体を 加えて

開催し 、 都の広域支援に関する情報提供や災害時の連携について意見交換を 行っ た。  

（ 全１ 回 参加者： 18 名）  

ウ 災害ボラ ン ティ アコ ーディ ネータ ー入門講座・ 交流会の開催 

（ ア） 災害時の困り ごと と 災害ボラ ン ティ アセン タ ーなどの地域資源と のかけ橋になる人を 育成する目

的と し て災害ボラ ン ティ アコ ーディ ネータ ー入門講座を 開催し た（ 地域向け講座 全２ 回 参加

者： 延べ 59 名） 。  

（ イ ） 講座卒業生と のつながり の継続を 目的と し た交流会を 実施し た（ 全２ 回 参加者： 延べ 35

名） 。  

エ 災害ボラ ン ティ アセン タ ーの周知と 連携 

（ ア） 避難拠点運営連絡会に参加し 、 災害ボラ ン ティ アセン タ ーの機能と 役割の周知を 行い、 災害時の

連携に関する 意見交換を 行っ た（ ３ カ 所） 。  

（ イ ） 青年会議所と 「 災害時における 協力体制に関する協定」 の締結に向けて協議を 行っ た。  

（ ウ） 郵便局と 「 包括的連携協定」 に基づく 災害時の連携項目について確認を 行っ た。  

オ シン ポジウムを 開催し 、 「 様々な防災への取り 組み」 と 題し た基調講演と 、 日頃の地域のつながり

を テーマにシン ポジスト から 取り 組みを 報告し た（ 参加者： 86 名） 。  

（８）重層的支援体制整備事業におけるアウトリーチ等継続的支援業務および参加支援業務ならびに若者 

ケアラー・コーディネーター業務の取り組み〔練馬区からの受託事業〕 

重層的支援体制整備事業における アウト リ ーチ等継続的支援事業およ び参加支援事業の本格実施に伴

い、 毎月各拠点の担当者会議を 開催し 、 事業運営に必要な体制の整備を 進めた。 社会参加支援においては

居場所づく り やボラ ン ティ ア活動等の相談者に応じ た参加の場を生み出す取り組みを進めた。 また、 若者

ケアラ ー・ コ ーディ ネータ ー業務の受託に伴い、 練馬区と 連携し 学校や関係機関への周知活動を 行っ た結

果、 学校等から の相談や連携の機会が増えた。  

ア 重層的支援体制整備事業 

（ ア） 相談件数 

a  新規相談者数 542 件  

 b  延べ相談支援件数 9, 441 件 

 c  他の支援機関へつないだ件数 150 件 

（ イ ） 新規相談者の初回相談経路 
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196 96 17 84 39 69 37 ４  
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（ ウ） 新規相談者の相談内容（ 相談者 542 名） ※複数回答あり  

 

（ エ） アウト リ ーチ等支援事業 

   a  自宅への訪問 123 件 

   b  同行         100 件 

   c  情報収集のための会議の開催      184 回 

   d  地域団体の集まり や会議体への出席  372 回 

（ オ） 参加支援事業 

    a  参加支援により 社会参加が実現し た件数 103 件 

 イ  若者ケアラ ー・ コ ーディ ネータ ー業務 

 （ ア） 相談件数 

 a  新規相談者数 22 件 

 b  延べ相談支援件数 433 件 

c  関係機関と の連携件数 124 件 

（ イ ） 新規相談者の初回相談経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ウ） ケアの相手・ 内容（ 相談者 22 名） ※複数回答あり  

a ケアの相手・ ケアを 必要と する 状況       b ケアの内容 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
間
関
係
・ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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孤
独
感
・
不
安
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経
済
事
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金
銭
管
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健
康 

介
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て 

教
育 

居
場
所 

ボ
ラ
ン
テ
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ア
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地
域
活
動 

就
労
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仕
事 

そ
の
他 

167 202 126 26 91 93 29 25 27 82 91 66 44 

本
人
／
電
話 

本
人
／
来
所 

本
人
／
そ
の
他 

家
族
・
知
人 

地
域
住
民
・
団
体 

関
係
機
関 

社
会
福
祉
協
議
会
内 

そ
の
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０  １  ０  ２  ３  12 ２  ２  

ケアの相手 人数 

き ょ う だい ８  

母 14 

父 ４  

祖父母 １  

その他 ０  

内容 人数 

身体的な介護 ０  

生活費の援助 ３  

情緒的支援 ７  

通院、 外食等の同行 ２  

き ょ う だいの世話 ６  

金銭管理・ 事務手続き  ２  

家事 ３  

服薬管理・ 投与 １  

通訳（ 日本語・ 手話）  ３  

見守り  ２  

その他 １  
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（ エ） 事業周知 

     a 主催し た会議  延べ 44 回 

          b 訪問し た学校・ 関係機関等 延べ 72 回 

 

２ 地域の人材育成 

地域福祉推進のため、 ボラ ンティ ア講座等、 地域の中で様々な役割を 担い活動する 地域住民の発掘・ 育

成・ 支援およ び福祉人材の育成事業に取り 組んだ。  

（１）ボランティア講座 

ボラ ン ティ ア活動の基本的な理解を 深めながら 、 活動を 始める き っ かけと なる講座を 、 他部署や地域 

の関係機関等と も 連携し て企画・ 実施し た。 また、 講座終了後も 交流会等を 企画し 継続的なつながり づ

く り の機会を 設けた。  

 （ 災害ボラ ン ティ アコ ーディ ネータ ー入門講座、 ボランティア講座 a t たきち等 再掲 ）  

（２）つながるカレッジねりまマッチングイベント（練馬区と共催） 

   つながる カ レ ッ ジねり ま（ 福祉講座） 修了予定者や地域活動に関心のある 住民を 対象に、 地域活動団

体の活動を 紹介・ 交流する ブースを 設置し 、 住民の地域活動参加と 地域活動団体の担い手の確保に関す

る 機会を 提供し た。  

（３）ボラセンゼミ 

練馬ボラ ンティ ア・ 地域福祉推進センタ ーの講座等を 修了し た方を 対象に、 地域活動団体の講話や聴

覚障害当事者の体験談、 障害者施設の見学、 多文化共生を テーマと し たゼミ を 実施し た。 結果、 参加者

の約半数が新たな地域活動につながっ た。 また、 前年度の修了生と 継続的な交流を はかる ために合同ボ

ラ センゼミ を 開催し た。   

開催 ７ 回（ 合同ボラ セン ゼミ を 含む）  延べ 80 名  

（４）講師派遣 

   学校や関係機関等に職員を 講師と し て派遣し 、 地域福祉の理解を 深める 機会を 設けた。  

 

３ 東日本大震災および令和６年能登半島地震避難者に対する孤立化防止等の取り組み〔東京都「孤立化防

止事業」受託事業〕 

東日本大震災によ る区内在住の避難者およ び令和６ 年能登半島地震における 区内避難者に対し 、 個別の

ニーズに応じ て必要な支援や情報提供を 行っ た。  

（１）個別相談および支援 

個別訪問等を 通し て、 困り ごと など を 伺いながら 必要な情報提供を 行う と と も に、 民生・ 児童委員や

自治会等の地域の関係者や避難元の行政・ 社協と 連携し 、 地域の一員と し て生活し やすい環境と なるよ

う 支援し た( 訪問・ 電話連絡件数： 155 世帯 231 人) 。  

（２）情報紙等による情報提供 

   「 こ んにちは！練馬区社会福祉協議会です」 を 発行し 、 区内の団体が行う イ ベント や、 東京電力の賠

償に関する 相談会等の情報提供を 行っ た( 年３ 回発行) 。  

（３）避難者支援団体等との連携およびネットワーク構築 

  ア 練馬区避難者支援団体連絡会の開催 

避難者支援を 行う 関係機関や団体が、 それぞれで把握し ている 情報を 共有する こ と を 目的に連絡会

を 開催し 、 区内避難者の現状の共有や、 団体の取組みに関する 情報共有・ 意見交換を 行っ た( 年２ 回

実施、 延べ 21 名参加)  。  

  イ  関係機関と の連携 

対象 件数 講座名 延べ人数 

地域住民等 ６ 件 

ボラ ン ティ ア入門講座、 コ ーヒ ーボラ ンティ アセミ

ナー、 精神保健福祉ボラ ン ティ ア講座、 災害ボラ ンティ

アコ ーディ ネータ ー入門講座・ 交流会、 ボランティア講座

at たきち 

157 名 

開催日時 場所 出展団体 来場者数 

R8. 2. 28 11: 00～16: 00 石神井公園区民交流センタ ー 20 団体 148 名 

派遣先 件数 講座・ 内容 延べ人数 

小学校、 中学校、 高等

学校、 大学、 はつら つ

センタ ー、 団体、 企業

など 

29 件 

社協に関する事業説明、 ボラ ンティ ア・ 地域活動、 地域

づく り に関する 講義など。【 再掲】  
1, 446 名 
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（ ア） 避難者支援に関わる 地域の関係団体、 行政、 社協などが参加する会議などに参加し 、 被災地・ 避

難者の現状と 課題を 把握すると と も に、 各社協の取り 組みについて情報共有を 行っ た( 避難者支援

団体連絡会２ 回、 支援団体講演会１ 回) 。  

（ イ ） 避難者支援団体が所有する保養ハウスを 活用し て、 避難者と 団体の交流会を 実施し た( 年２ 回実

施、 延べ 12 名参加) 。  

（ ウ） 被災し た窯元の支援を 目的に大堀相馬焼のミ ニ販売会を 開催し た（ 年１ 回） 。  

 

４ 組織運営 

（１）運営委員会の開催     

ボラ ン ティ ア・ 市民活動およ び地域福祉活動を 行う 住民や学識経験者、 行政関係者等の委員によ っ て

構成する 運営委員会を 開催し 、 多様な視点でセン タ ーの運営や事業について協議を 行っ た。 また、 より

良いセン タ ー運営のため、 委員と と も にワーク ショ ッ プを 開催し 、 職員のスキルアッ プに努めた( 定例

会議年６ 回・ ワーク ショ ッ プ２ 回開催) 。  

（２）スタッフ会議、検討会議の開催 

   スタ ッ フ 会議( セン タ ー、 各コ ーナー全職員参加) および検討会議( センタ ー・ 各コ ーナー責任者参加)

を 月 1 回開催し 、 情報交換や運営等に関する協議を 行っ た。  

（３）職員の研修参加 

ボラ ン ティ アコ ーディ ネータ ー、 地域福祉コ ーディ ネータ ー等業務に必要な資質を 身につける ため、

内外の研修に参加し た。 ( 外部研修 43 講座、 延べ 63 名参加)  

（４）事業収入や寄付等による事業の充実 

寄付金の受入れを はじ め、 各種手数料収入、 物品貸出及びリ サイ ク ル収入などにより 、 事業収入を 確

保し た。  

  ア 練馬ボラ ンティ ア・ 地域福祉推進センタ ーへの寄付         21 件    312, 610 円 

  イ  ボラ ン ティ ア保険手数料収入                                            140, 160 円 

  ウ 車いす貸し 出し 収入                            30, 000 円 

エ コ ピ ー・ 印刷機収入等                           49, 680 円 

  オ 使用済み切手収入                             44, 380 円 

  カ  使用済みイ ン ク カ ート リ ッ ジ収入                       3, 840 円 

（５）相談記録システム導入等による業務の効率化 

重層的支援体制整備事業の本格実施を 機に、 相談記録システムを 各拠点に導入し 、 相談状況の共有お

よ び業務管理の一元化を 図り 、 法人全体の DX 推進と 併せて業務の効率化を 図っ た。  
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【権利擁護センターほっとサポートねりま】 
高齢や障害等のために支援を 必要と する住民が適切に福祉サービスを 選択し 、 自分の意思が尊重さ れ希

望を 叶えながら 地域で安心し て生活が送れるよう 、 福祉サービ スや制度に関する 情報提供を 行う 福祉サー

ビス利用援助事業を 行っ た。 また、 練馬区における成年後見制度推進機関、 成年後見制度利用促進基本計

画に基づく 中核機関と し て、 関係機関や専門職と の地域連携ネッ ト ワーク の更なる強化や成年後見制度の

周知普及を 図り 、 制度の円滑な利用を 進めるための事業に取り 組んだ。 各事業の実施にあたっ ては制度や

事業が幅広く 周知でき るよ う 、 工夫し て取り 組んだ。 終活相談窓口の相談ニーズから 、 身寄り のない高齢

者等が抱える 生活上の課題に対応するための新事業の検討を 練馬区、 専門職と 行い、 新規事業の準備を 進

めた。  

 

１ 相談事業 

福祉サービ スの利用等に関わる 相談や情報提供、 成年後見制度に関する概要や申立て書類の説明および

関係機関等の紹介、 後見業務についての相談・ 問合せ等に応じ 、 関係機関と 連携し て支援し た。  

（１）一般相談 

ア 福祉サービ スの利用援助等に関する相談              （ 単位： 件）  

※状況の「 その他」 は、 難病や高次脳機能障害の方、 疾病・ 障害など の詳細が不明な方 

   終活に関する相談事業も 始まり 、 相談の内容は多岐に渡っ ている。  

イ  成年後見制度に関する 相談 

    上記 ア のう ち 成年後見制度に関する 件数             ( 単位： 件)  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

※状況の「 その他」 は、 難病や高次脳機能障害の方、 疾病・ 障害など の詳細が不明な方 

親なき 後を 見越し て後見人交代を 検討し ている 親族後見人から の相談なども 増えており 、 後見人

サポート の必要性も 高く なっ ている 。 また、 終活相談から 将来に備える ため、 成年後見人候補者や

遺言書作成など専門職への紹介依頼件数が昨年度より 17 件増加し た。  

(２）成年後見制度専門相談  

今年度も 引き 続き 月２ 回の開催を 継続し た。 相談内容は、 成年後見制度のみなら ず、 将来に備え

るため遺言・ 相続・ 身元保証など終活に関する相談も 約４ 割を 占めた。 遺言書作成や成年後見候補

者を 探し てほし いなど の相談に関し ては、 専門職を 紹介し た。  

・ 各専門職の相談会   

今年度も 司法書士・ 弁護士の相談会を 各１ 回ずつ開催し た。 司法書士会は 19 組、 弁護士会は 20

組の利用があっ た。 アンケート 結果と し ては、 概ね９ 割以上の相談者が満足し た結果を 得ら れた。  

相
談
件
数
・
状
況 

    

年 度 

状 況 

７ 年度 

６ 年度 

延べ件数 

５ 年度 

延べ件数 
相談の内訳( 件数)   

延べ件数 
問合せ 初回 継続 

認知症高齢者等 70 639 10, 587 11, 296 10, 200 9, 770 

知 的 障 害 者 ４  38 3, 824 3, 866 3, 245 2, 815 

精 神 障 害 者 ６  60 2, 986 3, 052 2, 510 2, 313 

そ の 他 161 177 1, 341 1, 679 1, 592 1, 981 

計 241 914 18, 738 19, 893 17, 547 16, 879 

相
談
件
数
・
状
況 

    

年 度 

状 況 

７ 年度 

延べ件数 

６ 年度 

延べ件数 

５ 年度 

延べ件数 

認知症高齢者等 1, 294 1, 223 1, 420 

知 的 障 害 者 297 358 382 

精 神 障 害 者 377 471 535 

そ の 他 457 322 465 

計 2, 425 2, 374 2, 802 

開 催 相談員 会場 開催回数等 

原則毎月第１ ・ ３

水曜日 

（ 祝祭日除く ）  

公益社団法人  

成年後見センタ ー・ リ

ーガルサポート 東京支

部 

練馬区社会福祉協議会 

面談室 

全 24 回開催 

66 件相談 
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※状況の「 その他」 は、 死後事務や不動産の管理処分について                                            

（３）権利擁護法律相談 

弁護士と 顧問契約を 結び、 法的助言が必要な相談に適切に対応すると と も に、 行政や地域包括支援セ

ン タ ー等の関係機関が法的助言を 必要と する場合には、 顧問弁護士への相談につなぐ こ と で、 行政や関

係機関が速やかに対応でき るよ う 支援を 行っ た（ 16 件） 。  

 

２ 福祉サービス利用援助事業 

高齢者、障害のある人の適切な福祉サービスの選択や利用支援、および日常生活における金銭管理、重要書

類の預かり等、地域で安心して生活を送るための支援を行った。 

（１）地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）〔東京都社会福祉協議会からの受託事業〕 

高齢や障害等で判断能力が十分でない人の意思決定と 地域生活を 支援するため、 「 福祉サービ ス利用

援助」 「 日常的金銭管理サービ ス」 「 書類等預かり サービス」 を 行っ た。 また、 法的な課題について

は、 専門職と 連携を 取り ながら 、 支援を 行っ た。  

新規契約者数は年々増加し ている。 こ れは、 検討支援会議等において事業周知を 行っ たこ と に加え、

練馬・ 光が丘・ 石神井・ 大泉の各地域包括支援センタ ー圏域会議で事業説明を 実施し た結果、 地域包括

支援セン タ ーから の相談が増加し たこ と による も のである。  

一方、 解約理由については、 本人の状況変化に伴う 施設入所や成年後見制度への移行、 死亡等が主で

あっ た。 相談内容の傾向と し ては、 障害のある 若年者やひと り 親家庭、 夫婦・ 親子など世帯全体での支

援を 要する ケース、 また複合的な課題を 抱える ケースが増加し ている 。 こ れら に対し 、 関係機関や後見

人等と 連携し ながら 、 本人の意向を 尊重し た支援を 行っ た。  

※状況の「 その他」 は、 難病や高次脳機能障害の方、 疾病障害などの詳細が不明な方 

（２）財産保全サービス・手続代行サービス〔練馬区補助事業〕 

加齢や身体障害、 病気等によ り 、 財産の管理、 預金の払戻し 、 各種支払いや手続き 等が困難な人に、

書類等の預かり や手続き の代行等の支援を 行っ た。  

 

※状況の「 その他」 は、 難病や高次脳機能障害の方、 疾病障害などの詳細が不明な方 

開催日 相談員 実施主体 

相談内容（ 複数選択） ( 単位： 件)  

後見制度 
遺言・  

相続 

財産管

理関係 
その他 

R7. 11. 29 
司法書士 

練馬区社協職員 

公益社団法人  

成年後見センタ ー・ リ ー

ガルサポート 東京支部 

16 19 ４  ５  

R8. 2. 7 
弁護士 

練馬区社協職員 
東京弁護士会  7 17 ４  ０  

利
用
者
数
・
状
況(
名)

 

         

年度 

状況 

７ 年度 ６ 年度 

（ 年度末 

利用者数）  

５ 年度 

（ 年度末 

利用者数）  

新規 

契約数 

年度中 

利用者数 

終了 

（ 解約） 数 

年度末 

利用者数 

認知症高齢者等 46 162 34 116 104 98 

知 的 障 害 者       ２  29 １  27 26 24 

精 神 障 害 者       ５  33 ８  28 30 30 

そ の 他       ０  ９  ０  ９  10 ９  

計 53 233 43 180 170 161 

利
用
者
数
・
状
況(

名)
 

    

利
用
者
数

状
況(

名)
 

  

年度 

状況 

７ 年度 
６ 年度 

（ 年度

末利用

者数）  

５ 年度 

（ 年度

末利用

者数）  

新規 

契約数 

年度中 

利用者数 

 

終了 

（ 解約）  

数 

年度末 

利用者

数 

契約内容内訳 

財
産
保
全 

手
続
き

代
行 

併
用 

(

再
計)

 

認知症高齢者等 １  10 ３  ９  ０  ９  ０  11 13 

知 的 障 害 者       ０  １  ０  １  １  ０  ０  １  １  

精 神 障 害 者       ０  １  ０  １  ０  １  ０  １  １  

そ の 他       ０  10 ２  10 １  10 １  12 13 

計 １  22 ５  21 ２  20 １  25 28 
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（３）周知普及  

地域福祉権利擁護事業や財産保全・ 手続代行サービスのよ り 円滑な利用を 促進するこ と を 目的に、 パ

ン フ レ ッ ト 等を 活用し 、 関係機関や区民にも わかり やすい事業説明を 行っ た。 練馬区内４ か所の総合福

祉事務所、 地域包括支援センタ ーや福祉サービ ス事業所等と 連携し 、 地域の権利擁護の意識を 高めると

と も に、 相談会の開催や講師の派遣を 行い、 制度の理解や終活を 含めた権利擁護センタ ーの事業の周知

を 図っ た。  

 

３ 成年後見制度の利用推進と中核機関の運営［練馬区からの委託事業］ 

  成年後見制度推進機関、 中核機関の運営主体と し て、 関係機関や専門職と の地域連携ネッ ト ワーク を 強

化し た。 また、 中核機関の役割を 関係機関に周知し 、 制度の利用促進と 円滑な利用を 進める ための取り 組

みや、 地域課題の発見や解決に向けた検討を 進め、 成年後見制度と 様々な地域資源を 組み合わせて個別の

状況に応じ た支援を 行っ た。  

（１）周知普及事業 

ア 制度説明会・ 勉強会 

地域包括支援センタ ーや福祉事業所、 成年後見制度に関わる NPO等の関係機関と 連携し 、 当事者や

地域住民等を 対象に制度説明会や終活に関連する 勉強会、 相談会を 開催し 、 地域の権利擁護の意識を

高めた。 また、 各関係機関と 協働し 福祉サービス提供事業者等を 対象と し た講座の講師を 務めた。  

 

 

開催日 内 容 実施主体 

R7. 4. 23 あなたら し く 生き る ために～大切な財産を 守る方法～ 練馬区立はつら つセン タ ー 

R7. 6. 23 成年後見制度の利用、 地域福祉権利擁護事業 石神井保健相談所 地域保健第一係 

R7. 6. 26 地域における 権利擁護活動の実際： 社会福祉協議会の

立場から  
立教大学コ ミ ュ ニティ 福祉学部 

R7. 7. 17 地域福祉権利擁護事業の相互理解を 深める 。 事業につ

ながっ たケースと つながら なかっ たケースの事例から

学ぶ。  

社会福祉法人 練馬区社会福祉事業団 

R7. 7. 30 「 地域で支える 」 と いう こ と ～互助の実際～ 北町はる のひ地域包括支援センタ ー 

R7. 8. 26 成年後見制度・ 地域福祉権利擁護事業、 終活・ 社会福

祉協議会について 
練馬区広聴広報課 

R7. 9. 20 第 18 回認知症フ ォ ーラ ム 認知症フ ォ ーラ ム 

R7. 10. 12 終活の始め方・ 成年後見制度、 相談対応等 終活フ ェ スタ  

R7. 10. 29 
地域福祉権利擁護事業の概要、 中核機関の役割 

光が丘総合福祉事務所高齢者支援係・

地域包括支援センタ ー 

R7. 10. 31 
地域福祉権利擁護事業の概要、 中核機関の役割 

練馬総合福祉事務所高齢者支援係・ 地

域包括支援セン タ ー 

R7. 11. 12 成年後見制度の概要、 権利擁護セン タ ーの役割 練馬・ 生活者ネッ ト ワーク  

R7. 11. 26 
地域福祉権利擁護事業の概要、 中核機関の役割 

石神井総合福祉事務所高齢者支援係・

地域包括支援センタ ー 

R7. 11. 27 
地域福祉権利擁護事業の概要、 中核機関の役割 

大泉総合福祉事務所高齢者支援係・ 地

域包括支援セン タ ー 

R7. 11. 27 地域福祉権利擁護事業及び成年後見制度利用における

権利擁護セン タ ーと 地域包括支援センタ ーの連携につ

いて 

光が丘基本地区 社会福祉職種会 

R7. 12. 11 日常生活自立支援事業と 財産保全・ 手続き 代行サービ

スを 知っ ていますか？（ 地域ケアセンタ ー会議・ 協議

体）  

中村橋地域包括支援センタ ー 

R8. 1. 14 地域福祉権利擁護事業の利用の仕方について～福祉

サービ スの利用手続き や日常の金銭管理が難し く なっ

たら ～ 

認知症の人と 家族の会 東京都支部 

R8. 1. 21 財産管理や身元保証が無いこ と で不利益を 受けている

人への支援方法を 学ぶ 

かたく り 武蔵関 

R8. 2. 19 認知症高齢者と 成年後見制度について 医療法人社団じ う んどう  慈雲堂病院 

R8. 3. 7 いざと いう 時のために今出来る事、 調べておき たい事 認知症サポート セン タ ーねり ま 
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イ  講演会 

弁護士や医師等の専門職や当事者など、 それぞれの分野に精通し た講師を 招いた講演会や研修を

行っ た。 市民後見人養成研修（ P. 54 掲載） の一部を 区民に公開し 、 成年後見制度および市民後見人

の周知に努めた。 また、 成年後見制度に関わる NPOと 協働し 、 区民向け講演会と 相談会も 行っ た。  

（２）成年後見制度利用促進法を踏まえた地域ネットワークの活用 

ア 行政関係機関と の協働 

中核機関の設置主体である 区と 毎月の定例会議等を 通じ 情報共有や協議を 行い、 成年後見制度の利

用支援や市民後見人の受任に取り 組んだ。  

 

開催日 内 容 実施主体 

R7. 4. 23 あなたら し く 生き る ために～大切な財産を 守る方法～

（ 再掲）  
練馬区立はつら つセン タ ー 

R7. 6. 20 成年後見制度について 白百合福祉作業所（ 家族会）  

R7. 6. 23 成年後見制度の利用、 地域福祉権利擁護事業（ 再掲）  石神井保健相談所 地域保健第一係 

R7. 6. 26 地域における 権利擁護活動の実際： 社会福祉協議会の立

場から （ 再掲）  
立教大学コ ミ ュ ニティ 福祉学部 

R7. 7. 17 地域福祉権利擁護事業の相互理解を 深める 。 事業につな

がっ たケースと つながら なかっ たケースの事例から 学

ぶ。 （ 再掲）  

社会福祉法人 練馬区社会福祉事業団 

R7. 7. 23 知っ ておき たい成年後見制度 練馬福祉人材育成・ 研修センタ ー 

R7. 8. 26 成年後見制度・ 地域福祉権利擁護事業、 終活・ 社会福祉

協議会について（ 再掲）  
練馬区広聴広報課 

R7. 9. 6 親亡き 後・ 成年後見制度について 
社会福祉法人未来こ ども ラ ンド  就労

継続支援Ｂ 型 すまいる・ フ ォ レ スト  

R7. 9. 20 第 18 回認知症フ ォ ーラ ム（ 再掲）  認知症フ ォ ーラ ム 

R7. 10. 12 終活の始め方・ 成年後見制度、 相談対応等（ 再掲）  終活フ ェ スタ  

R7. 10. 16

・ 25 

親亡き 後のために元気なう ち に準備し ておく こ と （ 成年

後見、 親自身の終活など）  
社会福祉法人 あかねの会 

R7. 11. 1 障害の理解と 対象者理解（ 知的・ 精神） /練馬区の市民

後見人の活動の現状 
NPO法人 成年後見のぞみ会 

R7. 11. 12 成年後見制度の概要、 権利擁護セン タ ーの役割（ 再掲）  練馬・ 生活者ネッ ト ワーク  

R7. 11. 27 地域福祉権利擁護事業及び成年後見制度利用における 権

利擁護センタ ーと 地域包括支援セン タ ーの連携について

（ 再掲）  

光が丘基本地区 社会福祉士職種会 

R8. 1. 21 財産管理や身元保証が無いこ と で不利益を 受けている 人

への支援方法を 学ぶ（ 再掲）  

かたく り 武蔵関 

R8. 1. 30 成年後見制度について ニチイ ケアセンタ ー練馬さ く ら 台 

R8. 2. 13 親族後見人の条件 木瓜の花 

R8. 2. 19 認知症高齢者と 成年後見制度について 医療法人社団じ う んどう  慈雲堂病院 

R8. 3. 7 いざと いう 時のために今出来る事、 調べておき たい事 認知症サポート センタ ーねり ま 

R8. 3. 18 地権事業から 市民後見人への移行における 検討方法 社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 

開催日 内 容   講 師 参加 

R7. 7. 11 成年後見制度について 弁護士 小池 知子氏 22 

R7. 7. 14 障害の理解と 対象者理解（ 知的障害）  白百合福祉作業所 11 

R7. 7. 22 社会保障制度について 
文京学院大学 人間学部人間福祉学科 

教授 中島 修氏 
15 

R7. 7. 23 認知症について 
練馬区認知症ケアマネジメ ント 研究会 

中澤 見和氏 
12 

R7. 7. 24 障害の理解と 対象者理解（ 精神障害）  大泉病院 医師 冨田 真幸氏 15 

R7. 11. 12 
成年後見制度の理念と 概要 

意思決定支援のあり 方 
弁護士 池原 毅和氏 52 

R8. 2. 18 

私の人生を私らしく最後まで生きる～これ

からの成年後見制度と意思決定支援の在

り方とは？～ 

 

弁護士 水島 俊彦氏 

 

77 
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イ  地域住民や成年後見制度推進 NPO等と の連携 

成年後見制度に関わる NPOと 定期的に懇談会を 開催し 、 意見交換や情報交換等を 図り 、 協働し て講

演会や相談会を 実施し た。  

ウ 「 ねり ま成年後見ネッ ト ワーク 連絡会」 の開催 

区民が成年後見制度を 安心し て利用でき る よう 練馬区域で活動する成年後見制度に関わる 専門職や

当事者団体、 行政機関などを 対象に「 ねり ま成年後見ネッ ト ワーク 連絡会」 を 開催し た（ 年２ 回） 。  

第一回目は、 R９ 年度に予定さ れている 民法改正に伴う 成年後見制度の最新情報について、 権利擁

護セン タ ーの顧問弁護士でも ある東京弁護士会の土肥弁護士よ り 、 中間試案やパブリ ッ ク コ メ ン ト を

踏まえて講義を いただき 、 今後に向けた展望や準備など専門職や行政、 それぞれの立場でグループに

分けて話し 合っ た。  

第二回目は、 専門職後見人から 市民後見人へリ レ ー方式で引継いだ具体的な事例を 紹介し 、 グルー

プワーク では各グループに市民後見人が入り 、 市民後見人を 増やし 受任を 進めていく ためのアイ デア

や制度改正に向けた状況を 共有し た。  

 

 
 

エ 支援機能の充実 

    関係機関の要請に応じ て、 専門職から の助言を 得ながら 中核機関と し て、 本人の権利擁護を 図るた

め関係者や当事者と 伴走し ながら 支援を 調整し た。  

（３）検討支援会議の開催 

  成年後見制度の利用や権利擁護に関するケース検討を 行う 会議を 定期的に開催し た。 困難事例を はじ

めと し た個別支援への対応、 複合的な課題を 抱えた世帯への対応、 地域課題を 把握し 適切な支援につな

げるため、 分野を 越えた地域連携の強化を 図っ た。  

ア 参加者 

弁護士、 司法書士、 社会福祉士、 福祉事務所、 保健所、 保健相談所、 地域包括支援センタ ー、 障害

者地域生活支援センタ ー、 地域福祉係、 権利擁護セン タ ー 

イ  開催回数 

計 12 回（ 東６ 回、 西６ 回）   

ウ 相談内容、 検討内容、 共有内容 

  ・ 支援が必要ではある が、 本人に困り 感がない方への対応 

・ 成年後見人等が選任さ れている が、 十分に機能がし ていない場合への対応 

・ キーパーソ ン が不在と なり 、 世帯への支援を 考える 必要がある場合の対応 

・ 急遽現れた親族が、 遺言の書き 換え等本人へ不利益な働き かけを し ている 場合の対応 等 

（４）後見人等サポート 

成年後見人等を 受任する予定や受任中の親族等を 対象に以下の支援を 行っ た。  

開
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日

参　 　 　 加　 　 　 者　 　 　 数

社
会
福
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士
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係
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係
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係
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地
域
福
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係

合
　
計

R7.

8. 29
3 4 1 3 3 0 3 2

当
事
者
団
体

N
P
O
団
体

精
神
科
病
院
相
談
員

公
証
人

市
民
後
見
人

そ
の
他

695 2 1 3 14 6 11 1 1 3 3

0
R8.

2. 26
2 3 0 3 3 0 3 0 4 3 1 2 637 12 5 12 2 1

懇談会開催日 参加団体 内 容 

R7. 7. 31 NPO法人 成年後見推進ネッ ト こ れから  

NPO法人 成年後見のぞみ会 

各団体の取り 組みと 法人後見に関

する課題・ 情報交換 R8. 3. 25 



63 
 

ア 相談支援 

後見人等が安心し て後見業務を 行えるよ う に、 後見業務で生じ る疑問や不安・ 悩み、 書類作成の方

法・ 確認等、 相談支援を 行っ た。  

イ  情報提供、 勉強会・ 研修の実施 

情報紙「 ねり ま後見人ネッ ト だより 」 を 年２ 回( 各 1000 部) 発行し た。 練馬区社協に登録し ている

親族後見人等他、 各関係機関への発送を 行っ た。 また、 親族後見人等の相談窓口の周知や、 登録者の

拡大を 図るため、 社協 HP を はじ め、 主催の研修や講演会、 東京家庭裁判所や行政等関係機関の協力

を 得てネッ ト だより を 配布し た。 今年度は親族後見人等向けに勉強会・ 懇談会を 開催。 令和７ 年４ 月

に改訂さ れた家庭裁判所への報告書についての勉強会と 懇談会を 実施し 、 安心し て後見業務に取り 組

めるよ う 、 親族後見人等の情報交換や交流を する 機会を 提供し た。  

（５）市民後見人養成・支援 

ア 市民後見人の養成・ 支援 

市民後見人と 協働し て市民後見人等養成研修説明会や市民後見人のリ ーフ レ ッ ト を 用い、 活動の周 

知・ 普及を 図っ た。 養成研修は、 受任に向けた実践的な学びができ る よ う 工夫し て実施し た。 入門研

修の受講を 経て選考面接を 行い、 ６ 名が基礎研修と 応用研修へ進み５ 名が登録。 また、 養成研修の一

部を 地域住民や民生・ 児童委員、 関係機関等にも 公開し 、 延べ 373 名が受講し た。  

養成研修に加えて、 市民後見人受任者・ 登録者のフ ォ ロ ーアッ プと し て後見業務に関する 勉強会や 

情報交換の場を 設け、 安心し て後見活動を 行える よ う 取り 組んだ。 また、 後見業務等に関する 悩みの

共有や相談の場と し て、 市民後見人同士の自主勉強会を 定期開催し ている。  

【 養成研修説明会】  

【 養成研修・ フ ォ ロ ーアッ プ研修・ ステッ プアッ プ研修】  

研修 24 回  

 

イ  市民後見人の受任の推進 

区民や関係機関から の相談の中で市民後見人のリ ーフ レ ッ ト を 用いて説明し 、 市民後見人の受任を  

適切かつ迅速に推進でき る よ う 取り 組んだ。 また、 関係機関や専門職団体が参加するネッ ト ワーク 連

絡会に市民後見人も 出席し 、 実際の活動や意義を 説明する こ と で専門職から 市民後見人への引き 継ぎ

による 受任の推進を 図っ た。  

 

４ 法人後見事業［練馬区補助事業］ 

（１）法人後見の受任 

今年度受任継続ケース２ 件の法人後見業務を 行っ た。 受任や後見業務が円滑に行える よう 、 法人後

見業務マニュ アルの改訂や、 被後見人を 支援する 法人後見支援員と 共に支援体制の整備を 行っ た。

（ 令和３ 年度から 受任ケース６ 件）  

開催日 内 容   講 師 参加 

R7. 6. 11 
市民後見人等養成研修説明会 

～その人ら し い地域生活を 支える～ 

東京弁護士会 弁護士 土肥 尚子氏 

市民後見人２ 名 
39 名 

1 
練馬区社会福祉協議会、  

中核機関の役割 

 

9 
生活支援員オリ エンテー

ショ ン 

 

17 
成年後見制度の理念と 概要 

意思決定支援のあり 方 

2 成年後見制度について 10 対人援助の基礎知識① 18 
後見業務にかかる法的知識、

医療同意・ 死後の事務 

3 
障害の理解と 対象者理解 

（ 知的障害）  
11 実習前オリ エンテーショ ン  19 後見受任後の実際の業務 

4 社会保障制度について 12 
地域福祉権利擁護事業の支

援同行（ 認知高齢）  
20 市民後見人の活動 

5 認知症について  13 施設実習（ 知的障害）   21 市民後見人懇談会① 

6 
障害の理解と 対象者理解 

（ 精神障害）  
 14 施設実習（ 精神障害）   22 市民後見人懇談会② 

7 身上保護について  15 対人援助の基礎知識②  23 

市民後見人養成フ ォ ローアッ

プ研修（ 東京都社会福祉協議

会主催）  

8 
新任生活支援員研修 

（ 東京都社会福祉協議会主催）  
 16 権利擁護について  24 対人援助の基礎知識 

SST を活用し て 



64 
 

 

    ［ 法人後見受任状況］  

（２）法人後見監督の受任および後見監督業務 

市民後見人が安心し て信頼性の高い後見業務を 行う こ と ができ るよう 練馬区社協が後見監督人を 法 

人と し て受任し 、 市民後見人の受任継続ケース６ 件と 新規受任ケース３ 件と 終了ケース５ 件の法人後 

見監督を 行っ た（ 平成 20 年度から 受任ケース 37 件） 。 また、 後見監督業務マニュ アルを 改訂し た。  

[ 市民後見人及び法人後見監督受任状況]  

 

５ 終活事業［練馬区補助事業］ 

（１）相談支援 

    終活に関する 疑問や悩み等を 、 窓口や電話等で延べ 353 件受け付けた。 必要に応じ 月２ 回開催し て

いる司法書士による 成年後見専門相談（ P. 58） で対応し 、 66 件の相談のう ち 29 件が終活に関する 内

容だっ た。 相談内容と し ては、 終活の始め方や相続・ 遺言、 エン ディ ン グノ ート 、 任意後見、 死後事

務等の相談が多かっ た。 遺言や任意後見の具体的な相談では、 弁護士や司法書士に 10 件のマッ チン

グを 行っ た。  

（２）周知普及 

    終活およびエンディ ングノ ート の普及を 目的に、 NPO団体と 協働し 「 私の生き 方ノ ート を 書こ う 」

セミ ナーを 区内８ か所で実施し た（ 延べ 98 名参加） 。  

また、 任意後見やエン ディ ングノ ート など終活に関する 講師派遣の依頼も ５ 件あり 、 区や障害者施

設、 はつら つセンタ ー等で実施し た。  

 

６ 組織運営 

（１）運営委員会の開催 

当事者やその家族等を 支援する組織や、 法律等の専門家、 学識経験者、 行政機関等の委員で構成する

運営委員会を 年６ 回開催し 、 センタ ーの運営や事業の適正・ 公平性について多様な視点で協議し た。  

（２）成年後見制度利用促進協議会の開催 

   中核機関の運営や成年後見制度の利用推進及び終活事業等に関し て法律等の専門家、 学識経験者、 行

政機関等のメ ン バーで構成する 合議体と し て定期的に協議会を 開催し 、 成年後見制度の適切な利用につ

ながるよ う 協議・ 検討を 実施し た。 また、 迅速に市民後見人の受任を 検討する ため、 臨時の成年後見制

度利用促進協議会を 開催し た（ 運営委員会と 同時開催） 。  

 

 

状況 類型 申立人 審判 備考 

知的障害者 後見 本人 R4. 10 地域福祉権利擁護事業から の移行 

認知症高齢者 後見 練馬区長 R6. 3 地域福祉権利擁護事業から の移行 

状況 類型 後見人  申立人 審判 後見監督人 

知的障害者 後見 第２ 期 練馬区長 H20. 11 

練馬区社協 

認知症高齢者 後見 第 15 期 練馬区長 R4. 6 

認知症高齢者 後見 第 16 期 練馬区長 R5. 12 

認知症高齢者 後見 第 16 期 親族 R6. 6 

認知症高齢者 後見 第 15 期 親族 R7. 1 

認知症高齢者 後見 第 17 期 練馬区長 R7. 3 

認知症高齢者 保佐 第 16 期 親族 

 

R7. 4 

認知症高齢者 後見 第 14 期 練馬区長 R7. 10 

認知症高齢者 後見 第 17 期 練馬区長 R8. 2 

開催日 内     容 

R7. 5. 26 

年間事業計画および事業報告、 市民後見人養成事業および受任検討、  

後見監督業務報告、 法人後見の受任検討、 権利擁護センタ ー各事業、  

中核機関の事業等についての協議・ 検討 

R7. 7. 28 

R7. 9. 29 

R7. 12. 15 

R8. 1. 22（ 臨時）  

R8. 3. 16 
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（３）センター会議の実施 

   円滑な事業運営と よ り 良い支援に向けて職員各々の経験や知識を 活かし 、 ケース検討を 行う と と も

に、 地域福祉活動計画や各委員会、 法人運営、 さ ら に行政の計画や施策等についても 共通理解を 持っ て

事業運営に務めた（ 39 回） 。  

（４）生活支援員定例会の実施 

福祉サービ ス利用援助事業を 担う 生活支援員が安心し て活動でき る よ う 、 定期的な情報交換の場や面

談を 行っ た。  

（５）職員の資質向上 

東京都社会福祉協議会が主催する区市町村社協職員新任職員研修、 地域福祉権利擁護事業の専門員研

修や生活支援員研修を はじ め、 厚生労働省、 全国社会福祉協議会、 東京都福祉局および弁護士会等の外

部研修、 なら びに当セン タ ーが区民向けに主催する研修を 積極的に活用し 、 職員の資質向上に努めた。  

（ 71 回／延べ 202 名参加）  

（６）運営適正化委員会 

東京都における 地域福祉権利擁護事業の充実、 透明性、 公平性を 確保するために、 事業の中立的立場 

である運営適正化委員会が、 現地調査を 実施し 運営状況の把握と 助言を 受けた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 内  容 

R7. 5. 27 R6 年度事業報告、 R7 年度事業計画説明、 情報セキュ リ ティ チェ ッ ク  

R7. 7. 18 
グループワーク ( ク ーリ ン グスポッ ト マッ プ作り ) 、 東京都社会福祉協議会報告令
和 6 年度地域福祉権利擁護事業における 事故の発生状況について 

R7. 9. 26 災害時の対応について（ 講師： 練馬区福祉部管理課福祉防災・システム係）  

R7. 11. 27 
事例検討「 本人が望む生活を続けるために必要な支援」 、 「 グリ ーフ ワーク 」  
スーパーバイ ザー： 河島 京美氏 

R8. 1. 29 地域福祉権利擁護事業 城西ブロッ ク 合同生活支援員研修  

R8. 3. 26 
自転車への交通違反通告制度（ 青切符） の導入について、 個人情報の取扱いにつ
いて 

開催日 調査員 

R7. 8. 29 利用援助事業合議体委員 1 名、事務局２名、権利擁護担当 1 名 計 4 名 
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【生活サポートセンター】 
複合的な課題を 抱え経済的にも 困難を 抱える住民と 共に課題の解決に向けて支援を 行っ た。 また、 地域

住民や関係機関等と の連携を 強化し 、 支援機能の充実を 図ると と も に、 地域課題の状況を 踏まえ地域で支

える 仕組みづく り を 推進し た。  

 

１ 相談事業 

相談者の課題解決に向け関係機関や地域の関係団体等と 連携し 、 適切な支援や情報提供を 行っ た。 また

相談者の状況を 分析し 、 相談方法の多様化と 充実を 図り ながら 課題の発見から 解決に向けた取り 組みを

行っ た。  

（１） 相談支援 

ア 相談件数 

新規相談者は前年度よ り 増加。 また、 情報提供にと どまら ず継続的な支援を 要するケースも 一定数みら

れた。 高齢や病気、 ひき こ も り 等によ り 就労が困難な相談者については、 他制度の適用状況を 踏まえ、 関

係機関と 連携し た支援を 実施し た。  

 

 

 

 

 

 

※相談を 受けた団体等： 地域住民・ 団体（ 食料寄付の申し 出等） 、 他区市町村関係機関等 

イ  相談支援方法 

昨年度と 比べ、 来所での相談が増加し た。 相談内容が複合化し ており 、 個々の状況に応じ 、 同行・ 訪問

支援を 行っ た。 訪問先は本人宅・ ボラ ン ティ アコ ーナー等であり 、 病気や障害により 来所が困難な世帯に

対応し た。 高齢、 障害、 外国籍の人等、 制度の理解が難し く 支援につながり にく い相談者に対し 同行支援

を 行っ た。 同行先は福祉事務所・ 行政の各窓口・ 弁護士事務所・ 年金事務所・ 病院が主である。 オンラ イ

ン相談は本人相談に加え、 弁護士など関係機関と の相談にも 活用し た。 また、 石神井庁舎、 石神井障害者

地域生活支援センタ ーう いんぐ での相談会も 引き 続き 実施し た（ 各所月２ 回） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他： メ ール・ 手紙による 相談・ オン ラ イ ン によ る相談、 支援調整会議、 ケースカ ン フ ァ レ ン ス等 

ウ 新規相談者の状況 

（ ア） 相談者の年代、 性別  

相談傾向と し て、 年代別では 20 歳代の相談割合が最も 高く 、 次いで 50 歳代、 75 歳以上の順に多い状

況であっ た。 性別によ る大き な差は見ら れなかっ た。  

＊表中の数値の単位未満は四捨五入と し たため、 合計と 内訳が一致し ない場合がある。  

年度 令和７ 年度 令和６ 年度 令和５ 年度 

継続相談（ 過年度相談受付）  446 442 582 

新規相談 2, 385 2, 125 2, 070 

事業実施に係る 問合せ※ 39 68 57 

計 2, 870 2, 635 2, 709 

年度  令和７ 年度 令和６ 年度 令和５ 年度 

相談支援方法 

（ 延べ件数）  

電話 21, 039 22, 712 21. 677 

来所 3, 108 3, 049 2, 841 

石神井地区相談会 79 108 75 

同行・ 訪問 733 853 785 

その他 ※ 1, 166 1, 080 1, 120 

計 26, 125 27, 802 26, 498 

年代 人数  構成比 

10 歳代 21 0. 9％ 

20 歳代 345 14. 5％ 

30 歳代 274 11. 5％ 

40 歳代 254 10. 6％ 

50 歳代 302 12. 7％ 

60 歳～64 歳 133 5. 6％ 

65 歳～74 歳 198 8. 3％ 

75 歳以上 238 10. 0％ 

性別 人数 構成比 

男性 1, 154 48. 4% 

女性 1, 150 48. 2% 

その他 2 0. 1% 

不明 79 3. 3% 

計 2, 385 100％ 
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イ ） 相談経路 

本人が来所、 電話によ る初回相談経路が約７ 割半を 占めている 。 来所・ 電話では SNS や AI 検索を き っ か

けに相談につながっ たケースが３ 割と なり 、 事前に調べて相談する傾向がみら れた。 また昨年度に比べ、 家

族から の相談が増加し た。  

＊表中の数値の単位未満は四捨五入と し たため、 合計と 内訳が一致し ない場合がある。  

※１  総務係、 障害者就労支援セン タ ーレ イ ンボーワーク 、 障害者地域生活支援センタ ーう いんぐ 等 

※２  地域包括支援センタ ー、 子ども 家庭支援セン タ ー、 保健相談所等 

※３  東京都社会福祉協議会、 他区自立相談支援機関、 医療機関等 

（ ウ） 相談内容（ 相談者 2, 385 名） ※複数回答有り  

「 収入・ 生活費」 、 「 病気・ 健康・ 障害」 、 「 家賃・ ローン の支払い」 と 続いている状況は変わら ない。 特

に「 病気・ 健康・ 障害」 の割合が年々増加傾向にあり 、 新規相談者の約半分が健康面に課題を 抱えている 。

精神的不調によ っ て離職後に復職でき ない人も 多い。 また、 75 歳以上では３ 割以上が住まいの建て替え、

病気や離職に伴う 収入の減少や家賃が高く なるなどを 契機に「 住まい」 に課題を 抱えている。  

※新規相談者 1 人当たり の相談内容件数： 3. 7 件 

（２）弁護士相談 

借金や税金・ 家賃の滞納、 労働問題等について、 法的な観点での課題整理が必要な人を 対象に顧問弁

護士によ る 無料相談会を 開催し た。 弁護士相談を 迷う 相談者でも 活用し やすいよ う 職員も 同席し 、 債務

や滞納以外の複合的な生活課題の解決に向け支援し た（ 月１ 回） 。  

（３）関係機関との連携 

複合的な課題を 抱え、 経済的にも 困難を 抱える住民が課題解決に向けて取り 組めるよう 、 行政や関係

機関、 専門職等と 情報共有し 連携し ながら 支援し た。  

関係機関先 

不明 620 26. 0％ 

計 2, 385 100％ 

件
数
／
構
成
比 

本人 
家
族 

知
人 

社協 区内部の関係機関 
民
生
・
児
童
委
員 

民
間
事
業
者 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

そ
の
他
※
３ 

来
所 

電
話 

メ
ー
ル 

福
祉
資
金 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー 

そ
の
他
※
１ 

福
祉
事
務
所 

（
相
談
係
） 

収
納
課 

そ
の
他
※
２ 

2, 385 672 1, 121 13 105 31 64 43 33 53 11 124 1 49 4 61 

100% 28. 2% 47. 0% 0. 5% 4. 4% 1. 3% 2. 7% 1. 8% 1. 4% 2. 2% 0. 5% 5. 2% 0. 0% 2. 1% 0. 2% 2. 6% 

収
入
・
生
活
費 

家
賃
や
ロ
ー
ン
の 

支
払
い 

病
気
・
健
康
・
障
害 

仕
事
探
し
・
就
職 

債
務 

住
ま
い 

仕
事
上
の
不
安
・ 

ト
ラ
ブ
ル 

 

税
金
・
公
共
料
金
等 

の
支
払
い 

家
族
関
係
・
人
間
関
係 

食
べ
る
も
の
が
な
い 

介
護 

引
き
こ
も
り
・
不
登
校 

子
育
て 

 

 

Ｄ
Ｖ
・
虐
待 

 

地
域
と
の
関
係 

そ
の
他 

1, 898 1, 243 1, 189 816 631 594 443 547 416 133 110 96 70 72 25 458 

行政 

福祉事務所、 保健相談所、 生活福祉課、 経済課、 広聴広報課、 戸籍住民課・ 区民事務所

担当課、 国保年金課、 税務課、 収納課、 住宅課、 学務課、 子育て支援課、 保育課、 子ど

も 家庭支援セン タ ー、 こ ど も 発達支援セン タ ―、 介護保険課、 高齢社会対策課、 高齢者

支援課、 保健予防課、 学校教育支援センタ ー、 地域包括支援セン タ ー、 障害者サービス

調整担当課、 地域振興課、 区民相談、 年金事務所、 都税事務所、 清掃リ サイ ク ル課、 は

つら つセンタ ー、 税務署、 労働基準監督署、 裁判所、 警察署、 公立（ 私立） 学校、 東京

し ごと センタ ー、 東京出入国在留管理局、 外国人在留支援セン タ ー、 児童相談所、 他区
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ア 特例貸付の猶予等相談者と のフ ォ ローアッ プを 、 生活福祉係と 適宜行っ た。  

イ  福祉事務所や収納課、 保健相談所等の行政窓口と 情報を 共有し 、 早期に適切な情報提供を 行っ た。  

ウ 住まいサポータ ーと 住まい相談会を 行っ た（ １ 回） 。 居住支援協議会に定期的に参加し 、 関係者同

士の相互理解を 進めた。 また居住支援法人と 密に情報を 共有し 相談者の住まい確保・ 安定を 支援し

た。  

エ 社会福祉法人等のネッ ト を 活用し 、 福祉施設と 連携し 就労体験の受け入れを 進めた（ 計８ 回） 。  

オ 支援調整会議だけでなく 、 必要に応じ てケースカ ンフ ァ レ ンス、 病院や地域包括支援センタ ー等で

の関係者会議に参加し た（ 計 35 件） 。  

カ  外国人居住者の支援団体（ シャ ン ティ 国際ボラ ン ティ ア会） 、 弁護士と 連携し 外国人居住者への支

援を 目的と し た相談会（ ねり んく ） を 練馬ボラ ン ティ ア・ 地域福祉推進セン タ ーと 実施し た。 （ 練馬

１ 回、 光が丘１ 回、 大泉学園１ 回） 食料支援団体の活動時に生活サポート センタ ーのチラ シを 利用者

へ配布し 相談を 促し た。  

キ 関係機関が主催する 会議等に参加し 連携強化を 図っ た。  

練馬区自殺対策推進会議（ １ 回） 、 練馬区要保護児童対策協議会 地域子ども 支援ネッ ト ワーク 会議

（ 練馬６ 回、 光が丘６ 回、 石神井６ 回、 大泉５ 回） 、 精神保健福祉関係者連絡会（ 豊玉２ 回、 北・ 光

が丘２ 回、 関２ 回） 、 石神井地域ケア基本地区会議・ 協議体（ １ 回）  

（４）事業周知 

  ア 外国籍の人向け相談会では多言語を 用いたチラ シを 配布し 相談し やすく なる よう 工夫し た。  

  イ  Ⅹにて食料寄付を 呼び掛ける投稿を 行っ た( 1 月・ 1 回) 。  

  ウ 練馬区のホームページ、 SNS、 区報を 活用し 弁護士相談会、 石神井相談会の周知を し た。  

 

２ 生活困窮者自立支援法等に基づく事業〔練馬区からの受託事業〕 

生活に必要な収入・ 就労・ 住居等に課題を 抱える 人や生き づら さ を 抱える 人への丁寧な伴走支援を 実践

し た。  

（１）自立相談支援事業 

経済的な課題に加え、 就労・ 住居・ 健康・ 対人関係など複合的な課題を 抱える相談者に対し 、 アセス

メ ン ト を も と に個々の状況にあっ たプラ ン を 作成し 、 自立に向けた継続的な支援を 行っ た。 さ ら に相談

内容に応じ て弁護士、 社会保険労務士等の専門職から 助言を も ら い支援に反映し た。 加えて、 福祉事務

所、 ハロ ーワーク 、 就労サポータ ー、 住まいサポータ ー等と 情報共有し 連携し て支援を し た。  

（２）家計改善支援事業 

家計に課題を 抱える相談者に対し 、 家計表の作成を 通じ て収支の見える 化と 整理を 行い、 自立に向け

た家計管理を 支援し た。 加えて支出の優先順位や見通し に関する 助言を 行い、 必要に応じ て公的制度の

利用支援、 弁護士相談等へ案内・ 同行を 実施し た。  

 

 

（３）「住居確保給付金」に関する相談支援事業 

面談や電話相談を 通じ 、 受給者の生活の安定や就労に向けた相談支援を 行っ た。  

市町村生活保護担当課、 消費生活支援セン タ ー、 都営住宅、 生活相談コ ールセン タ ー、

各種給付金コ ールセン タ ー等 

行政以外の 

関係機関 

 

東京パブリ ッ ク 法律事務所、 ハローワーク 、 生活サポート 基金、 TOKYOチャ レ ンジネッ

ト 、 東京都住宅供給公社、 東京都労働相談情報セン タ ー、 東京都ひき こ も り サポート

ネッ ト 、 社会的包摂サポート センタ ー、 ねり ま若者サポート ステーショ ン、 年金ト ータ

ルサポート ・ コ スモ、 東京弁護士会、 法テラ ス、 消費生活セン タ ー、 セカ ン ド ハーベス

ト ・ ジャ パン、 パルシステム、 東京福祉会、 アン サン ブル、 東京障害者職業セン タ ー、

練馬ビ ジネスサポート セン タ ー、 シルバー人材セン タ ー、 ねり ま地域家族会「 灯火」 、

ぶどう の木、 シャ ンティ 国際ボラ ン ティ ア会 

その他 

医療機関、 健康保険組合、 訪問看護支援事業所、 ヘルパー事業所、 障害者地域生活支援

センタ ー、 民間障害福祉事業所、 相談支援事業所、 民間高齢者施設、 婦人保護施設、 居

住支援法人、 不動産業者、 保証会社、 区内飲食店、 区内食料支援団体、 ボラ ンティ ア団

体、 NPO法人、 NGO、 他区市町村自立相談支援機関、 他市区町村地域包括支援セン タ ー、

住まいサポータ ー等 

専門職 

その他 

弁護士、 後見人等、 社会保険労務士、 税理士、 行政書士、 介護支援専門員、 民生・ 児童

委員、 保護司、 通訳士等 

家計改善支援事業利用者  25 名（ 令和６ 年度 21 名、 令和５ 年度 15 名）  
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（４）「転宅費用助成事業」に関する相談支援事業 

   低廉な家賃の住居に転宅する こ と で家計改善が見込まれる 相談者に対し 「 練馬区住居確保給付金転宅

費用助成」 に関する相談対応を 行い、 転宅に向けた支援を 実施し た。  

 

 

（５）支援調整会議 

プラ ン 内容や支援方針について支援調整会議で協議、 支援の評価を 行い、 プラ ン の継続や終結につい

て決定し た。 関係機関と の連携を 深めるため、 プ ラ ン に関わる 各関係機関が参加し た。  

 

 

 

※プラ ン 策定件数は同じ 相談者の２ 回目以降の再プラ ン 策定件数を 含む。  

※参加し た関係機関： 福祉事務所、 ハローワーク 、 就労サポータ ー、 住まいサポータ ー、 地域包括支援

センタ ー、 保健相談所、 子ども 家庭支援セン タ ー、 あすはステーショ ン （ 生活困窮者自立支援法就労

準備支援事業受託機関） 、 若者サポート ステーショ ン 、 居宅介護支援事業所、 障害者就労支援機関、

生活訓練事業所、 障害者相談支援事業所、 ヘルパー事業所、 居住支援法人、 弁護士、 訪問看護ステー

ショ ン 、 ユースソ ーシャ ルワーカ ー、 練馬区社協各部署等   

 

３ 重層的支援体制整備事業における「多機関協働事業」の補助〔練馬区からの受託事業〕 

練馬区福祉部生活福祉課連携推進担当係が、 各窓口で役割分担が決まら ないなどの調整困難ケースにつ

いてコ ーディ ネート する業務の補助を 行っ た。 所管が主催する 調整困難ケース検討会議（ 年 11 回分） の

事前協議を 行い会議運営について助言し 、 状況に応じ 会議に参加し た。  

 

４ 地域で支える仕組みづくりの推進 

（１）地域住民・団体との連携 

ア 民生・ 児童委員や地域のボラ ン ティ ア団体、 企業等と 食料支援や相談支援を 通じ 地域課題を 共有

し 、 早期発見・ 解決に向けた連携強化を 図っ た。  

イ  社会保障制度や雇用の仕組みに関する 知識不足により 、 制度を 十分に活用でき ていない若者が多い

と いう 課題がある。 就労・ 若者支援機関への聞き 取り の結果、 制度内容が分かり にく く 、 口頭説明の

みでは理解が進みにく い実態が確認さ れた。 こ のため、 健康保険や年金制度を イ ラ スト で分かり やす

く 整理し 、 窓口説明に活用するこ と で理解促進を 図っ た。  

（２）多様な働き方を支援する仕組みづくり 

社会福祉法人等のネッ ト と 連携し 就労体験の仕組みを 整備する と と も に、 就労に結び付き にく い人の

就労体験の場を 創出し 、 併せて雇用を 目指し た職場体験につなげた。  

（３）生きづらさを抱える人の社会参加の場づくり 

ア 当事者と 就労受け入れ先で活用する「 就労体験受け入れシート 」 を 作成・ 周知し 、 社会福祉法人等

のネッ ト と 連携し た受け入れ体制を 整備し た。 あわせて、 就労に結び付き にく い人の体験機会を 創出

し 、 雇用を 見据えた職場見学・ 就労体験・ ボラ ン ティ ア活動を （ ８ 回/８ カ 月間） 実施し た。  

イ  米米く ら ぶ（ 月１ 回）  

安心し て社会参加でき る場と し て、 生活サポート セン タ ー相談者が定期的に集まり 地域から 寄付さ

れた食料の整理や米の小分け等食料支援準備作業等を 行う 「 米米く ら ぶ」 を 実施し た。 お互いの交流

や居場所、 活躍の場と なっ た（ 計 12 回・ 延べ 35 名参加） 。  

 

５ 組織運営 

（１）運営委員会の開催 

事業や運営方法について検討・ 共有し 意見交換を 行っ た。 また個別支援から 見えてき た課題を 地域の

課題と し て整理・ 共有し 意見交換を 行っ た。  

住居確保給付金支給決定件数 107 件（ 令和６ 年度 100 件、 令和５ 年度 106 件）  

転宅費用助成事業相談件数 53 件（ 決定数６ 件）  

支援調整会議（ 定期開催）  プラ ン策

定 
関係機関の参加 

24 回 227 件 延べ 68 機関 

 開催日 内容 

第１ 回 R7. 6. 17 ・ 令和６ 年度事業報告 ・ 相談実施状況報告   

・ 令和７ 年度の重点的な取り 組みについて 

（ 相談支援の充実、 関係機関と の連携状況、 ねり ま社会福祉法人等の

ネッ ト （ 大泉地区） 等について意見交換）  

第２ 回 R7. 9. 16 

第３ 回 R7. 12. 16 



70 
 

（２）センター会議等の実施 

ア 定期的にセン タ ー会議を 開催し 、 各事業の進捗の共有、 検討を 実施し 職員全体で事業運営について

把握を 行っ た（ 年 24 回） 。  

イ  支援調整会議前にケース共有し 関係機関と 検討するべき 論点の整理を 行っ た（ 年 24 回） 。  

ウ 毎朝のミ ーティ ン グで新規相談の内容やケースの進捗状況を 都度確認・ 共有し 部署全体でケース検

討を 行っ た。  

エ 月末に担当するケースの進捗状況を 共有し 、 切れ目のない支援を 確認し た。  

オ 変化する各種制度の変更点について資料を 基に迅速に共有し た。  

（３）職員の資質向上を目的とした研修の実施・参加 

相談者の多様な相談に対応し 、 一人ひと り の思いを 尊重し た支援が行えるよ う 、 職員の専門性向上を

目的と し た研修の企画・ 実施すると と も に、 外部研修に参加し た。  

ア 生活保護制度の研修会を 企画・ 実施し た（ 年１ 回） 。  

社会保障制度等の研修会を 企画・ 実施し た（ 年２ 回） 。  

 

 

イ  相談対応の専門性を 高める ための研修会を 企画・ 実施し た。  

 

 

 

 

ウ 国が定める 養成研修や事業に関連する 他機関で実施さ れる 研修に積極的に参加し 、 研修成果を 部署 

内に反映し た（ 受講件数 50 講座） 。  

エ アド バイ ザーを 設置し 、 個別ケース検討を 通し て人材育成や職員の資質向上を 図っ た（ 月２ 回） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４ 回 R8. 3. 10 ・ 令和８ 年度事業計画（ 案） 等 

開催日 研修内容 回数・ 参加人数 

R7. 8. 1 生活保護制度と 総合福祉事務所の機能について １ 回・ 14 名 

開催日 研修内容 回数・ 参加人数 

R7. 12. 9 

R7. 12. 23 

社会保障制度概要と 相談への応用 

（ 年金制度、 健康保険制度等）  
２ 回・ 延べ 11 名 

開催日 研修内容 回数・ 参加人数 

R7. 7. 7 子ども 家庭支援セン タ ーの機能と 支援の実践 １ 回・ 19 名 
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【障害者生活就労支援課】 
障害のある 人たち の自立し た地域生活を 支援する 「 豊玉障害者地域生活支援セン タ ーき ら ら 」 および

「 石神井障害者地域生活支援セン タ ーう いんぐ 」 と 、 障害のある人の就労支援や雇用に興味関心のある 企

業の相談等を 実施する 「 障害者就労支援センタ ーレ イ ン ボーワーク 」 の事業運営を 統括し 、 課内で連携を

図り より 質の高い支援を めざし 各事業に取り 組んだ。  

 

【豊玉障害者地域生活支援センター きらら】 

障害のある 人たち が地域で孤立せず、 希望を 叶えながら 地域で安心し て生活が送れるよう 一緒に考え、

課題解決と と も に社会参加や自立に向けて支援する こ と を 目的と し て各種事業に取り 組んだ。 また、 基幹

相談支援セン タ ーと し ての機能の充実を 図り 、 相談支援体制の強化に取り 組んだ。  

 

１ 障害者相談支援事業 

障害のある 人の福祉に関する様々な問題について、 本人・ 家族・ 関係者等から の相談に応じ 、 必要な情

報の提供、 障害福祉サービ スの利用支援等を 行う ほか、 権利擁護のために必要な援助を 行っ た。  

（１）電話相談     

月曜日～金曜日（ 水曜日を 除く ） の午前９ 時～午後８ 時 

土・ 日曜日の正午～午後８ 時 

（２）面接相談 

ア 予約面接 月・ 木曜日の午前９ 時～午後７ 時、 火曜日の午前９ 時～正午  

イ  随時面接 オープン スペース開設時や訪問時などに随時面接相談を 受けた。  

 （ オープンスペース開設時間 火・ 金・ 土・ 日曜日の正午～午後７ 時）  

    ※定期的に手話通訳者を 設置し 、 手話によ る 相談を 実施（ 延べ 82 件）  

ア． イ ． 合わせた年間の相談件数 2, 250 件であっ た。 オープン スペースには職員が常駐し 、 困り ご

と の早期発見や把握し た状況等を 職員間で共有し 、 対応方法等を 確認し ながら 対応し た。  

相談件数                                  （ 単位： 件）          

相談内容と し ては、 「 不安解消・ 情緒安定」 に関する 相談（ 55％） が最も 多く 、 次に「 福祉サービ

スの利用」 に関する相談（ 22％） 、 「 障害・ 病状理解」 に関する相談（ ３ ％） の順になっ ている 。  

  ウ 関係機関・ 他職種専門職等と の連携 

電話や面接等により 随時情報交換や共有を 行っ た。 計 1, 250 件（ 前年度 1, 612 件）  

 

２ 計画相談支援、地域移行・地域定着支援 

（１）指定特定相談支援事業（計画相談支援）  

障害福祉サービ ス利用者がよ り よい地域生活を 営める よう 、 サービス等利用計画の作成、 見直し （ モ

ニタ リ ン グ） 等を 行っ た。 また、 基幹相談支援センタ ーと し て、 民間相談支援事業所が対応し ている複

合的な課題を 抱えるケースへの支援を バッ ク アッ プし た。  

 

 

 

 

 

 

年度 電話相談（ １ 日平均）  面接相談（ １ 日平均）  総数 

令和６ 年度 7, 160（ 25）  2, 309( 8. 1）  9, 469 

令和７ 年度 6, 804（ 24）  2, 250( 7. 9)  9, 054 

内容 具体的な取り 組み 件数 

サービス等利用計画の作成 

本人・ 家族の意向および生活課題を 踏まえ、必要

な支援内容を 整理し 、関係機関と 調整の上、障害

福祉サービ スを 利用する ための計画を 作成し た。 

13 

( 契約 59)  

ケアマネジメ ン ト の実施 

本人の生活ニーズに基づき 、関係機関と 連携し て

計画を 作成し 、相談対応や定期的なモニタ リ ング

を 通じ て計画の見直し を 行っ た。  

1, 169 

支給決定後のサービ ス 等利用

計画の見直し （ モニタ リ ン グ）  

計画に沿っ たサービス利用が行われている か、本

人や家族、 関係機関にモニタ リ ングを 実施し た。 
39 
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（２）指定一般相談支援事業（地域移行支援・地域定着支援） 

 

３ 基幹相談支援センター事業  

   相談支援事業所や関係機関と 連携を 図り ながら 、 地域の相談支援体制の強化のための取り 組みを 行っ

た。  

（１）総合相談・専門相談 

多機関連携や複雑な調整を 要するケースに対応する と と も に、 民間相談支援事業所や障害福祉サービ

ス事業所が対応し ている 困難ケースの支援方針や対応方法の助言等を 行う など、 バッ ク アッ プを 行っ

た。 また、 障害者のある 人が地域で安心し て暮ら し 続けら れる よう 緊急時の受け入れや相談、 支援調整

など行う 地域生活支援拠点と し て、 他機関と 連携し 、 障害者の緊急時対応を 行っ た。  

（２）地域の相談支援体制の強化の取り組み 

   練馬区内の基幹相談支援セン タ ーや行政、 高齢・ 障害分野の事業所と 連携し ながら 、 相談支援従事者

会を 開催し 、 事例検討や勉強会を 通じ て、 支援の質を 高めた（ 地区従事者会７ 回、 全体会１ 回） 。 ま

た、 福祉・ 介護・ 医療・ 教育など福祉の分野を 超えた関係機関で障害者の安心し た地域づく り について

の協議を 行う 障害者地域自立支援協議会専門部会を 開催し た（ ３ 回） 。  

（３）地域移行・定着支援の促進 

練馬区内の医療機関・ 保健相談所・ 事業所等と 、 入院者・ 入所者等の円滑な地域移行について情報共

有を 行っ た。 また、 長期入院患者等の地域生活の不安や迷いに対し 、 退院に向けた動機付けと なるよ

う 、 入院経験や障害・ 疾病のあるピ アサポータ ーと と も に区内の３ 精神科病院に定期的に訪問し た（ 延

べ 478 名参加） 。  

ピ アサポータ ーの活動内容を サポータ ー自ら が話し 合う サポータ ー養成講座を 月 1 回開催し た（ 延べ

92 名参加） 。  

病院・ 関係者・ 入院患者に地域の情報や生活の工夫を 届ける情報紙「 ぴあまっ ぷ」 の作成に向けた話

し 合いの場を 、 月 1 回開催し た（ 延べ 92 名参加） 。  

（４）権利擁護・虐待防止 

   虐待防止や意思決定支援など、 支援の質や対応力の向上、 権利擁護の推進に向け、 相談支援従事者会

を 通じ て事例検討会を 実施し た（ １ 回） 。  

 

４ 地域活動支援センター事業   

障害者が自立し た地域生活を 営むために必要な居場所や活動の場を 提供し た。 また、 地域交流および障

害理解促進のため、 関係機関と 連携強化や情報発信を し た。  

 

登録者の状況   

令和７ 年度は新たに 44 名の登録があっ た。  

年齢別では、 50 代（ 34％） の利用が最も 多く 、 次いで 60 代（ 29％） の利用が多く なっ ている 。 新規

登録者は、 関係機関から の紹介や、 き ら ら 広報紙「 たけのこ 」 を 見て連絡を する 人が多く 、 「 居場所と

し てオープンスペースを 利用し たい」 「 生活リ ズムを つけたい」 「 プログラ ムに参加し たい」 等のニー

ズがあっ た。  

内容 具体的な取り 組み 件数 

地域移行支援計画 
地域移行に向けて、日中活動やグループホームを 体験するよ

う 、 地域移行支援計画を 作成する。  
０  

地域定着支援計画 
地域移行し た人が安心し て地域生活を 行えるよう 、地域定着

支援計画を 作成する 。  
０  

退院者 
地域移行支援計画作成と 地域移行支援を 受け退院し た人数。

令和７ 年度は１ 名退院し た。  
１  

病院、 地域のサービ ス事

業者等と の連携 

入院者や家族、医療関係者に社会資源などを 含めた地域情報

を 提供し た。  
48 

関係機関会議への参加 
長期入院患者の地域移行・ 定着支援に係る 関係者会議、 利用

者の地域移行に向けた関係者会議に出席し た。  
４  



73 
 

                             （ 単位： 名）  

 

 

 

（１）福祉のまちづくり推進 

地域の商店会、 町会等のイ ベント に参画、 または協力し 、 地域住民と 障害のある 人の交流を 図っ

た。 また、 障害のある 人の参加によ り 、 障害理解の促進と と も に地域活性化に努めた。  

ア 酉の市（ 豊玉すこ やかセン タ ーの敷地内に出店し 、 白玉し るこ を 販売 R7. 11. 24 23 名）  

イ  石薬師市（ 防災を 意識し た内容で開催 R7. 9. 28 ７ 名）  

ウ 夏休み！ねり ま環境まなびフ ェ スタ 2025（ NPO法人みどり 環境ネッ ト ワーク ！と 共催し 、 パネル 

展・ 工作に参加 R7. 8. 2 14 名）  

エ 花く ら ぶ（ 園芸プロ グラ ム毎週火曜： 404 名）  

オ 街清掃（ 毎月第２ 火曜： 26 名）  

（２）関係機関との連携   

ア 関係機関が集まる 会議体に参加し 連携を 図る と と も に、 随時電話や面接等によ り 連絡調整を 行っ  

た。 電話や面接等での連携 計 936 件 

イ  関係機関が主催する 会議やイ ベン ト に参加し 連携を 図っ た。  

（ ア） 商店会・ 町会等主催イ ベント の実行委員会に参画 ※P. 73 ４ （ １ ） 参照 

（ イ ） 関係者が主催する 会議や連絡会に参加 

     地域精神保健福祉関係者連絡会（ １ 回） 、 長期入院患者の地域移行・ 定着支援に係る 関係者会議

（ 1 回） 、 地域ケアセンタ ー会議（ ２ 回） 等  

（３）「認め合う」「つながる」「参加する」ための地域活動の推進  

ア 地域住民と の交流を 通じ て、 地域と のつながり を 深めながら 地域活動の推進を 図っ た。  

（ ア） 地域のイ ベント や祭り へ参画し た。  ※P. 73 ４ （ １ ） 参照 

（ イ ） 障害のある 人が地域へ発信する 場（ プロ グラ ム・ 他セン タ ーと の交流等） を 作っ た。  

オープン き ら ら を 兼ねた「 誰でも ク リ スマス会」 において、 当事者や関係機関、 地域住民に向け

て、 利用者自身がク リ スマス会の内容を 企画し 、 当日はギタ ー演奏やク イ ズなど得意と するも のを 発

表し たり 、 き ら ら の利用の仕方など を 伝えたり する 場を 設けた（ R7. 12. 14 開催 38 名参加） 。  

イ  積極的にボラ ンティ アを 受け入れ、 地域住民と つながり を 深めた。  

ウ 地域向け講座を 開催し た。 （ Soci al  Ski l l s Tr ai ni ng＝社会生活スキルト レ ーニン グ）  

（ ア） 障害のある 人・ 家族・ 関係機関向けに「 誰でも 参加でき る SST」 を NPO法人練馬すずし ろ 会、 石

神井障害者地域生活支援センタ ーう いんぐ と 共催で開催し た。 参加者の様々な視点を 共有する こ と

で、 多く の気づき や学びを 深める 機会と なっ た（ 計３ 回： 延べ 37 名参加） 。  

（ イ ） 地域住民向けに SST を 活用し たプロ グラ ム「 対人関係の悩みを 解消し 楽になれるワーク ショ ッ プ 

ソ ーシャ ル・ スキルズ・ ト レ ーニン グ～誰でも 参加でき る SST～」 を 開催し 、 地域住民の職場や家

庭内での対人関係の悩みや課題への解決や気づき や学びを 深める機会と なっ た（ ３ 回連続を 1 ク ー

ルと し て計３ 回： 延べ 67 名参加  

（ ウ） 福祉サービ ス提供事業所従事者や関係機関を 対象に、 練馬福祉人材育成・ 研修セン タ ーと 共催で

「 SST 研修」 を 開催し 、 地域の福祉人材育成の機会と し た（ 計３ 回 延べ 31 名参加） 。  

 

（４）障害に対する理解を深めるための普及啓発   

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 総計 

５  34 100 191 295 251 876 

 活動内容 日数 人数（ 延べ）  

( ア)  
花く ら ぶ園芸サポータ ー、 練馬区健康いき いき 体操サポータ ー（ ス

ポーツ プログラ ム） 、 パソ コ ン開放、 出張き ら ら i n 光が丘等 
121 日 280 名 

( イ )  
ボラ ン ティ アに日頃の感謝を 伝え、 利用者、 職員と 交流する場と し て

ボラ ン ティ ア交流会を 開催し た。 （ R8. 3. 2）  
１ 日   17 名 

発行物・ イ ベン ト 等 内容 

豊玉障害者地域生活支援 

セン タ ーき ら ら だより  

「 たけのこ 」  

月間スケジュ ール、福祉関連情報、プロ グラ ム・ イ ベント のお知ら せ・ 報告（ 毎

月 1, 700 部発行・ 配布）  

き ら ら パン フ レ ッ ト  き ら ら の利用について／き ら ら の概要（ 見学者や関係機関等に配布）  
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（５）障害のある人が自立した日常生活を営むために必要な支援     

ア 社会生活や日常生活で必要な技術の習得や生活の質を 高めら れる ためのプロ グラ ムを 実施し た。  

（ ア） オープン スペース（ 安心し て過ごせ、 相談でき る場） の提供 

     障害のある 人が仲間と の交流や情報提供、 気軽に相談でき る よう 環境整備を 行う など、 安心し て

過ごせる 居場所と し て提供し た。 また、 オープン スペースで生活の状況や目指し たい生活を 把握し

ながら 、 必要な情報提供や関係機関へつなぐ など 、 状況に応じ た支援を 行っ た（ 火・ 金・ 土・ 日曜

日正午～午後７ 時 利用延べ人数 5, 230 名） 。  

（ イ ） 各種プロ グラ ムの開催 

練馬区社協ホームページ き ら ら パンフ レ ッ ト ／き ら ら だより 「 たけのこ 」  

名称 内容 人数( 延べ)  

昼食会 
第２ 金曜日にボラ ン ティ アが栄養やバラ ン ス、季節等を 考慮し たメ ニュ ーを 用

意・ 調理し 、 利用者・ ボラ ン ティ アが一緒に食事を 楽し む。  
185 名 

昼食会 

（ カ レ ーの会）  

第３ 金曜日にボラ ン ティ アがルーから 手作り でカ レ ーを 調理し 、 利用者・ ボラ

ンティ アが一緒に食事を 楽し む。  
242 名 

パソ コ ン 教室 

パソ コ ン の技術習得の機会を 提供し た。専門のイ ンスト ラ ク タ ーが一人ひと り

に合っ たパソ コ ン の技術を 指導し た。 第１ ・ ２ ・ ３ 火曜日午後１ 時～午後５ 時

／４ ク ラ ス（ 初心者ク ラ ス・ 初級ク ラ スＡ ・ Ｂ ・ Ｃ ク ラ ス） を 設定し た。  

549 名 

パソ コ ン 開放 

パソ コ ン 教室以外にも パソ コ ン使用可能な時間を 設け、パソ コ ン への興味関心

を 高める 環境を 整えた。 第２ ・ ４ 土曜日にボラ ンティ ア講師が、 利用者から の

パソ コ ン 操作等の質問に対し 、 助言等を 行っ た。  

135 名 

スポーツ  
体を 動かす楽し みと と も に健康維持につながる 機会と し て卓球や練馬いき い

き 体操を 第１ 土曜日に開催し た。 利用者同士の親睦を 深める 機会にも なっ た。 
193 名 

茶道体験 
第３ 土曜日にボラ ン ティ アである 表千家の先生よ り お点前の指導を 受け、和の

静寂な世界を 体験する 機会を 設けた。  
89 名 

料理教室 
ボラ ン ティ アの栄養士によ る 指導のも と 、単身者や料理を こ れから 始めよう と

考えている人等が、 簡単で美味し く 気軽に作れる 料理を 学んだ。  
13 名 

花く ら ぶ 

毎週火曜日に利用者がボラ ンティ アと と も に、 花壇（ 練馬図書館・ 中央通り 商

店会・ 平成つつじ 公園・ 練馬デイ サービスセンタ ー等） の手入れを 行っ た。 夏

季（ ７ 月～９ 月） は暑さ 対策と し て 15 時～16 時に時間を 変更し て活動し た。  

404 名 

街清掃 
第３ 火曜日に練馬駅南口地区の商店会の方と 一緒に「 ねり まき れいにし 隊」 と

し て、 練馬駅周辺の清掃活動を 行っ た。  
26 名 

SST（ ｿ ｼーｬﾙ・ ｽｷ 

ﾙｽ゙ ・ ﾄﾚ ﾆーﾝｸﾞ ）  

第１ ・ ２ ・ ３ 金曜日に日常生活のコ ミ ュ ニケーショ ン スキルを 高める 練習を

行っ た。 参加時には、 自身で身につけたいスキルを 明確化でき るよう 事前面談

を 丁寧に実施するなど参加環境を 整えた。  

223 名 
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イ  就労支援事業 

（ ア） 就労に関わる相談支援の充実 

相談者の希望や状況、 段階に応じ た就労支援の提供に向けての適切な情報提供やはたら く ために

必要な生活技術の習得、 就労意欲の向上につながるよ う 相談支援に努めた。  

（ イ ） ３ 部署連携によ る ト ラ イ アン グル・ ゼミ の開催 

（ ウ） 就労継続支援プロ グラ ムの開催 

ウ 当事者活動の支援・ 組織化 

当事者が主体的に活動に参加し 、 自分の経験や思いを 活かし ながら 、 互いに支え合う 場があるこ と

で、 孤立の予防や自己肯定感を 育むこ と につながる よ う 、 当事者の活動ニーズの把握、 活動機会の創

出、 活動の組織化等を 支援し た。 また、 地域で安心し て生活でき るよ う に医療機関、 福祉関係機関と

連携し 、 入所施設や精神科病院等に入所・ 入院中の人に向けて地域の情報や障害のある 人の生活の様

子等を 発信でき るよう 支援し た。  

（ ア） ｢き ら ら ｣利用者の当事者会の支援 

（ イ ） 障害のある 人、 家族、 支援者の勉強会開催（ SST 研修、 栄養講座、 障害年金講座等）  

（ ウ） ピ ア活動の支援（ 病院入院者等へ訪問、 勉強会・ 講演会）  

（ エ） 地域生活サポータ ー養成講座の開催  

出張き ら ら i n 

光が丘 

光が丘ボラ ン ティ ア・ 地域福祉推進コ ーナーと 連携し 、 地域のボラ ン ティ アの

協力を 得て、 光が丘公園散策や野鳥観察、 創作等を 行っ た。  
48 名 

栄養講座 
栄養士を 講師に迎え、 食生活のバラ ンスや栄養を 考えた調理のコ ツ、 食材選び

のノ ウハウについて学んだ。  

料理教室 

と  

同日開催 

名称 内容 人数（ 延べ）

べ）  

ト ラ イ アングル・  

ゼミ  

就労に限ら ず、 現状から 一歩踏み出し たいと 考えている障害のある人た

ちに対し 、 社会参加も 踏まえた多様なはたら き 方や生活技術についての

知識、 情報を 提供し たほか、 参加者同士の交流なども 行っ た。 石神井障

害者地域生活支援セン タ ーう いんぐ と 障害者就労支援セン タ ー（ レ イ ン

ボーワーク ） による ３ 部署共催。 部署ごと のオリ ジナルプロ グラ ムと ３

部署合同プロ グラ ムを 隔月で開催。  

き ら ら オリ ジナルプロ グラ ム ４ 回、 ３ 部署合同プロ グラ ム ５ 回 

※P. 87 ５ （ ３ ） ア参照 

51 名 

（ 内 28 名は

き ら ら から  

参加）  

 

名称 内容 人数（ 延べ）  

り り ーふぽーと  

 

就労し ている 人同士が、 相互に情報交換を 行う 機会を 障害者就労支援セ

ンタ ーと 共催で実施し た。 参加者は、 仕事の悩みや不安、 元気になる た

めに工夫し ているこ と などについて情報交換を 行っ た。 年４ 回、 第３ 土

曜日に開催し た。  

36 名 

名称 内容 人数( 延べ)  

メ ン バー 

ミ ーティ ン グ 

当事者活動の開催や運営方法について利用者と 話し 合う 機会を 設けた。  
125 名 

音楽を 語る 会 
自分の好き な音楽の思い出や音楽を 通じ た経験等を 分かち合う 機会と し

た。  
41 名 

囲碁教室 
利用者と と も に教室の進め方について話し 合いながら 、 ボラ ン ティ アも 交

えて囲碁を 楽し む機会を 設けた。  
59 名 

ク リ スマス 

デイ  

利用者と と も に企画し 、 利用者の出し 物やハンド ベル、 落語などで楽し い

ひと と き を 過ごし た。  
29 名 

外出プロ グラ ム 
外出機会が減り がちな冬場に、 利用者と と も に公共交通機関を 利用し て出

かける企画を 立て、 実施し た（ 行先： 池袋・ プラ ネタ リ ウム満天） 。  
９ 名 

防災プロ グラ ム 
防災講座や BCP 訓練、 区立防災学習センタ ーの見学などを 実施し たほか、

災害伝言ダイ ヤルの利用機会を 定期的に設けた。  
57 名 
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（ オ） ピ ア（ 仲間） 通信「 ぴあまっ ぷ」 の編集・ 発行支援、 活用（ 病院・ 家族）   

（ カ ） ピ ア活動の支援（ 病院入院者等へ訪問、 勉強会）   

エ 家族会と の協働 NPO法人練馬すずし ろ 会と 協働し た勉強会等を 開催し た。  

 

５ 組織運営 

（１）基盤整備  

豊玉障害者地域生活支援セン タ ーの運営や利用のあり 方の検討、 地域における福祉分野の課題につい

て検討する ため、 運営委員会、 利用者懇談会を 開催し た。  

（２）相談・苦情対応、個人情報保護、リスクマネジメントの取り組み 

ア 利用者から の相談・ 苦情にいつでも 対応でき る環境を つく り 、 誠実かつ迅速に対応し た。  

  イ  苦情解決第三者委員による 利用者相談を 開催し た。  

  ウ 個人情報保護のための管理体制を 整備し 、 職員の個人情報保護に関する 意識啓発に努めた。  

  エ リ スク マネジメ ン ト 体制を 整え、 「 ヒ ヤリ ハッ ト 情報」 の収集を 行い、 事故の防止に努めた。  

  オ 権利擁護への取り 組み 

障害者虐待防止法、 障害者差別解消法等、 関連法について学び、 職員の法令順守の徹底に努めた。

定期的に支援会議を 開催し 、 権利擁護の視点を も っ て職員間で日常の支援のあり 方を 検証・ 確認し

た。 また、 法人において虐待防止・ 身体拘束等適正化対策委員会を 設置し 、 第三者委員と 意見交換を

し た（ 計２ 回） 。  ※P４ 参照 

（３）施設評価・調査  

「 利用者アンケート 調査」 を R7. 12. 1～R8. 1. 31 に実施し た（ アン ケート 回収 57 通） 。  

利用目的は、 オープン スペースを 利用する ためが約 38％、 相談を する ためが約 16％だっ た。 ま

た、 職員の対応や相談のし やすさ についてやオープン スペースの使いやすさ 、 プ ログラ ムの内容、 広

報紙については、 満足・ まあまあ満足が約 55％前後だっ た。 アン ケート 結果を も と に、 広報紙「 た

けのこ 」 の紙面内容を わかり やすい文章に見直すと と も に、 受付票の記入台を 増やすなど 改善に取り

組んだ。  

ア 安全対策 

定期的に所内の安全点検を 行っ た。  

イ  災害対策 

名称 内容 
回数・ 参加人

数 

地域生活サポー

タ ー養成講座 

過去に精神科病院に入院経験を 持つ地域で生活を 送る 障害のある 人が、

自身の経験を 活かし 「 地域生活サポータ ー」 と し て入院患者の退院を 応

援する 機会を 設けた。  

計 12 回 

延べ 92 名 

地域生活サポー

タ ー活動 

「 東京武蔵野病院あき ぞら 祭」 において、 当事者や関係機関、 地域住民

と 交流し ながら 、 き ら ら ・ う いんぐ の利用の仕方やピ アサポータ ーと し

ての活動について伝えた。  

計１ 回 

４ 名 

「 ぴあまっ ぷ」  

会議 

病棟訪問などの活動報告や地域で生活する 中での工夫などを 掲載し た

「 広報紙ぴあまっ ぷ」 を 発行し た。  

計 12 回 

延べ 92 名 

病棟でのグルー

プワーク 、 プロ

グラ ム参画、 同

行支援 

区内の精神科病院（ 大泉病院・ 陽和病院・ 慈雲堂病院） と 連携し 、 病棟

訪問などを 通じ た交流やグループワーク を 実施し た。  

計 21 回 

延べ 472 名 

名称 内容 

障害年金講座 
社会保険労務士を 講師に招き 、 障害のある 人や家族を 対象に、 障害年金の基礎知

識について学べる機会を 設けた（ R8. 1. 18 19 名参加） 。  

き ら ら 風だより  隔月発行の NPO法人練馬すずし ろ 会広報誌に原稿を 寄稿し た（ 計６ 回） 。  

誰でも 参加でき る SST 
障害のある人・ 家族・ 関係機関向け「 誰でも 参加でき る SST」 を 開催し た 

（ 計３ 回・ 延べ 37 名の参加） 。  

名称 内容 

運営委員会 
精神保健福祉に造詣が深く 経験豊かな専門職、 関係機関・ 団体の方や地域住民が参画。  

き ら ら の運営について協議を 行っ た（ 計６ 回） 。  

利用者懇談会

（ 茶話会）  

利用者同士が話し 合う 場の提供と と も に、 き ら ら への意見や要望を 聞き 取る 機会と し た

（ 毎月最終土曜日 延べ 155 名参加） 。  
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（ ア） 定期的に利用者、 職員が保健相談所、 町会・ 商店会等の避難訓練等に参加し 、 関係機関と 連携強

化を 図っ た。  

  （ イ ） 災害時の対応を 強化する ため、 災害備品や備蓄品の見直し や整備、 周知等を 行っ た。   

 （ ウ） BCP（ 事業継続計画） に基づいた避難訓練や防災研修を 定期的に行っ た。  

  （ エ） 災害伝言ダイ ヤルの体験場面を 設けた（ 毎月１ 日） 。   

  ウ 減災への取り 組み 

  （ ア） 誰も が安心でき る 地域を 目指し 、 地域清掃や地域の見守り 活動に取り 組んだ。  

  （ イ ） 日頃より 商店会活動に参加し 、 地域住民等と の日常的なつながり を つく っ た。  

（５）職員研修・育成 （研修参加 24 回、参加職員延べ 99 名） 

ア 練馬区社会福祉協議会職員育成方針に基づいた研修の実施や OJT( 職場内研修)  を 行っ た。  

イ  練馬福祉人材育成・ 研修センタ ー等の研修を 受講し 、 専門性を 高めた。  

ウ 利用者の権利擁護のための研修・ 勉強会の参加や実施を 通し 、 職員のスキルアッ プを 図っ た。  

エ 職員一人ひと り が研修や勉強会に参加し て得た学びを 職場内で共有し た。  

（６）実習生の受け入れ・人材育成 

精神保健福祉士や社会福祉士養成機関の実習生・ 看護学生・ 保健師実習等の学生を 受け入れ、 専門職

の育成およ び現場の実践を 伝える役割を 担っ た。  

（７）講師の派遣 

 地域の図書館や障害福祉従事者向け研修の講師を 務めた。 （ ３ 回・ 職員延べ５ 名）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 内容 

実習生の受け入れ 
ア 資格取得実習（ 社会福祉士： 17 名、 精神保健福祉士： ６ 名）  

イ  施設体験実習（ 看護師： ５ 名）  

人材育成 
誰でも 参加でき る SST、 SST 研修（ 初心者編・ リ ーダー養成・ 勉強会等）  

※P. 73 ４  ( ３ )  ウ参照 

派遣先 件数 内容 人数( 延べ)  

練馬区手話通訳講習会 ２ 件 
障害者地域生活支援セン タ ーについて（ 手話通訳者

の役割を 含む）  

（ 昼の部）  

約 200 名 

（ 夜の部）  

約 100 名 

練馬区立小竹図書館 １ 件 と も に考える障害理解 ４ 名 

練馬区立貫井図書館 １ 件 互いを 認め合う 大切さ  約 30 名 
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【石神井障害者地域生活支援センター ういんぐ】 

障害のある 人たち が地域で孤立せず、 希望を 叶えながら 地域で安心し て生活が送れる よう 一緒に考え、

課題解決と と も に社会参加や自立に向けて支援するこ と を 目的と し て各種事業に取り 組んだ。 また、 基幹

相談支援セン タ ーと し ての機能の充実を 図り 、 相談支援体制の強化に取り 組んだ。  

 

１．障害者相談支援事業 

障害のある 人の福祉に関するさ まざまな問題について、 本人・ 家族・ 関係者等から の相談に応じ 、 必要

な情報の提供、 障害福祉サービスの利用支援等を 行う ほか、 権利擁護のために必要な援助を 行っ た。  

（１）電話相談     

月曜日～金曜日（ 火曜日を 除く ） の午前９ 時～午後８ 時 

土曜日・ 日曜日の正午～午後８ 時 

（２）面接相談 

ア 予約面接 水曜日の午前９ 時～正午 木曜日・ 金曜日 午前９ 時～午後７ 時  

イ  随時面接 オープンスペース開設時や訪問時などに随時面接相談を 受けた。  

 （ オープンスペース開設時間 月・ 水・ 土・ 日曜日の正午～午後７ 時）  

   ※週 1 回手話通訳者を 設置し 、 手話による 相談を 実施（ 延べ 15 件）  

ア、 イ 合わせた年間の相談件数 1, 241 件であっ た。 オープンスペース利用者の様子など日常的な関わ  

  り を 職員間で情報共有するなど、 利用者の困っ ている こ と への早期発見、 対応を 行っ た。  

相談件数                                 （ 単位： 件）          

相談内容は、 「 不安解消・ 情緒安定」 に関する相談（ 54％） が約半数を 占め、 次に「 福祉サービ スの

利用」 に関する 相談（ 29％） と いう 順になっ ている 。  

   ウ 関係機関・ 他職種専門職等と の連携 

電話や面接等により 随時情報交換や共有を 行っ た。 計 2, 600 件（ 前年度 3, 099 件）  

 

２ 計画相談支援、地域移行・地域定着支援 

（１）指定特定相談支援事業（計画相談支援） 

障害福祉サービ ス利用者がよ り 良い地域生活が営める よう 、 サービス等利用計画の作成、 見直し （ モ

ニタ リ ン グ） 等を 行っ た。 また、 基幹相談支援センタ ーと し て、 民間相談支援事業所が対応し ている 複

合的な課題を 抱えるケースへの支援を バッ ク アッ プし た。  

（２）指定一般相談支援事業（地域移行支援・地域定着支援）  

年度 電話相談（ 1 日平均）  面接相談（ 1 日平均）  総数 

令和６ 年度 8, 238（ 28. 1）  1, 105（ 3. 8）  9, 343 

令和７ 年度 7, 295（ 24. 8）  1, 241（ 4. 2）  8, 536 

内容 具体的な取り 組み 件数 

サービス等利用計画作成 

本人・ 家族の意向およ び生活課題を 踏まえ、 必要な支

援内容を 整理し 、 関係機関と 調整の上、 障害福祉サー

ビ スを 利用する ための計画を 作成し た。  

55 

( 契約57)  

ケアマネジメ ン ト の実施 

本人の生活ニーズに基づき 、 関係機関と 連携し て計画

を 作成し 、 相談対応や定期的なモニタ リ ン グを 通じ て

計画の見直し を 行っ た。  

2, 603 

支給決定後のサービ ス等

利用計画の見直し  

( モニタ リ ン グ)  

計画に沿っ たサービス利用等が行われている か、 本人

や家族や関係機関にモニタ リ ングを 実施し た。  
119 

内容 具体的な取り 組み 件数 

地域移行支援計画 
地域移行に向けて、 日中活動やグループホームを 体験

するよう 、 地域移行支援計画を 作成し た。  
１  

地域定着支援計画 
地域移行し た人が安心し て地域生活を 行える よう 、 地

域定着支援計画を 作成する 。  
０  

退院者 
地域移行支援計画作成と 地域移行支援を 受け、 退院し

た人数。 令和７ 年度は１ 名退院し た。  
１  
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３ 基幹相談支援センター事業 

相談支援事業所や障害の分野を 超えた関係機関と の連携を 図り ながら 、 地域の相談支援体制の強化のた

めの取り 組みを 行っ た。  

（１）総合相談・専門相談 

多機関連携や複雑な調整を 要するケースに対応する と と も に、 民間相談支援事業所や障害福祉サービ

ス事業所が対応し ている 困難ケースの支援方針や対応方法の助言等を 行う など、 バッ ク アッ プを 行っ

た。 また、 障害者のある 人が地域で安心し て暮ら し 続けら れる よう 緊急時の受け入れや相談、 支援調整

など行う 地域生活支援拠点と し て、 他機関と 連携し 、 障害者の緊急時対応を 行っ た。  

（２）地域の相談支援体制の強化の取り組み 

 練馬区内の基幹相談支援セン タ ーや行政、 高齢・ 障害分野の事業所と 連携し ながら 、 相談支援従事者

会を 開催し 、 事例検討や勉強会を 通じ て、 支援の質を 高めた（ 地区従事者会７ 回、 全体会１ 回） 。  

 また、 福祉・ 介護・ 医療・ 教育など福祉の分野を 超えた関係機関で障害者の安心し た地域づく り につ

いての協議を 行う 障害者地域自立支援協議会専門部会を 開催し た（ ３ 回） 。  

（３）地域移行・定着支援の促進 

練馬区内の医療機関・ 保健相談所・ 事業所等と 、 入院者・ 入所者等の円滑な地域移行について情報共

有を 行っ た。 また、 長期入院者等の地域生活の不安や迷いに対し 、 退院に向けた動機づけと なる よう 、

入院経験や障害・ 疾病等のある 当事者のピ アサポータ ーと と も に区内の３ 病院等と 定期的に訪問し た

（ 延べ 472 名参加） 。  

ピ アサポータ ーの活動内容を 、 サポータ ー自ら が話し 合う ピアサポータ ー養成講座を 月１ 回開催し た

（ 延べ 92 名参加） 。  

病院・ 関係者、 入院患者に地域の情報や生活情報を 届ける ための情報紙「 ぴあまっ ぷ」 の作成に向け

た話し 合いの場を 月１ 回開催し た（ 延べ 92 名参加） 。  

また、 医療観察制度における 入院者の社会復帰支援のための CPA（ケアプログラムアプローチ）会議等に

参加し、退院後の生活に向けての検討を行った（計６回）。ほか、練馬区居住支援協議会に参加し 、 関係者同

士の相互理解を 進めた（ 計２ 回） 。  

（４）権利擁護・虐待防止 

相談支援従事者会や練馬区障害福祉サービ ス事業者連絡協議会を 通じ て、 虐待防止や意思決定支援等

の勉強会を 実施し た（ 計３ 回） 。  

 

４ 地域活動支援センター事業 

障害者が自立し た地域生活を 営むために必要な居場所や活動の場を 提供し た。 また、 地域交流および障

害理解促進のため、 関係機関と 連携強化や情報発信を し た。  

登録者の状況   

令和７ 年度の登録者総数は 804 名、 新規登録者は 39 名であっ た。 年齢別では、 50 代（ 35％） の利用 

が最も 多く 、 次いで 60 代以上（ 19％） の利用が多く なっ ている 。 新規利用者は、 関係機関から の紹介

や、 う いんぐ 広報紙の「 すずら ん」 を 手に取っ たこ と で連絡さ れた方が多く 、 「 居場所と し てオープン

スペースを 活用し たい」 「 生活リ ズムを つけたい」 「 プログラ ムに参加し たい」 等のニーズがあっ た。  

                                      （ 単位： 名）  

（１）福祉のまちづくりの推進    

地域の商店会、 町会等のイ ベント に参画、 または協力し 、 地域住民と 障害のある 人の交流を 図っ た。  

  また、 障害のある 人の参加によ り 、 障害理解の促進と と も に地域活性化に努めた。  

ア 「 チルコ ロ 石神井」 （ R7. 10. 26 実施、 6 名、 R8. 3. 29 実施、 11 名）  

イ  石神町会婦人部文化展（ R8. 3. 13～R8. 3. 15 実施、 15 名）   

「 七夕笹飾り づく り 」 （ R7. 6. 29 実施、 ８ 名）  

「 えーる フ ェ スティ バル」 協力（ R7. 6. 7 参加、 ４ 名）  

病院、 地域のサービ ス事

業者等と の連携 

入院者や家族、 医療関係者に社会資源などを 含めた地

域情報を 提供し た。  
44 

関係機関会議への参加 

長期入院患者の地域移行・ 地域定着に係る 関係者会

議、 利用者の地域移行に向けた関係者会議等に出席し

た。  

３  

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 総計 

１  32 117 210 286 158 804 
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ウ 「 ポスタ ー貼り 隊」 （ き れいにし 隊！で定期的に開催、 計 18 回、 延べ 142 名 

（２）関係機関との連携 

ア 関係機関が集まる 会議体に参加し 連携を 図る と と も に、 随時電話や面談等により 連絡調整を 行っ

た。  計 2, 587 件 

イ  関係機関が主催する会議やイ ベン ト に参加し 連携を 図っ た。  

（ ア） 商店会・ 町会等主催イ ベント の実行委員会に参画し た。  

「 チルコ ロ石神井出店者会議」 （ 全８ 回）  

（ イ ） 関係者が主催する会議や連絡会に参加し た。  

地域精神保健福祉関係者連絡会（ ２ 回） 、 居住支援協議会( ２ 回) 、 練馬区障害福祉サービ ス事

業者連絡協議会運営委員会（ ４ 回） 、 練馬区障害福祉サービス事業者連絡協議会石神井地域部会

（ ３ 回） 、 長期入院患者の地域移行定着支援に係る関係者会議（ １ 回）  

（３）「認め合う」「つながる」「参加する」ための地域活動の推進  

ア 地域住民と の交流を 通じ て、 地域のつながり を 深めながら 地域活動を 推進し た。  

（ ア） 地域のイ ベン ト や祭り へ参画し た。 ＊上記（ １ ） 参照  

（ イ ） 障害のある人が地域へ発信する場（ プログラ ム・ 他セン タ ー等と の交流等） を 作っ た。  

 精神保健福祉ボラ ン ティ ア講座の開催 

地域住民を 対象に講座を 開催し た。 精神保健福祉の啓発や障害理解と と も にボラ ンティ アの役 

割等について理解を 深めた（ R7. 12. 13、 10 名参加） 。  

イ  積極的にボラ ン ティ アを 受け入れ、 地域住民と つながり を 深めた。  

（４）障害理解やセンター周知の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）障害のある人が自立した日常生活を営むために必要な支援  

ア 社会生活や日常生活で必要な技術の習得や生活の質を 高めら れる プログラ ムを 実施し た。  

（ ア） オープン スペース（ 安心し て過ごせ、 相談でき る 場） の提供 

障害のある人が仲間と の交流や情報交換、 気軽に相談でき るよ う 環境整備を 行う など、 安心し  

て過ごせる 居場所と し て提供し た。 オープン スペースで生活の状況や目指し たい生活を 把握し な 

がら 、 必要な情報提供や関係機関につなぐ など、 状況に応じ た支援を 行っ た。 （ 月・ 水・ 土・ 日 

曜日正午～午後７ 時 利用延べ人数 2, 406 名）  

    （ イ ） 各種プ ログラ ムの開催 

活動内容 日数 人数( 延べ)  

プログラ ム( 企画) の講師、 き れいにし 隊！、 歩き 隊、 卓球、 みんなド  

ラ マ、 出張う いんぐ 等プロ グラ ムに参加 
73 日 94 名 

ボラ ン ティ アに日頃の感謝を 伝え、 利用者、 職員と 交流する場と し て 

ボラ ン ティ ア交流会を 開催し た。 （ R8. 3. 14）  
１ 日 10 名 

 発行物・ イ ベント 等 内 容 

石神井障害者地域生活支援

センタ ーう いんぐ だよ り

「 すずら ん」  

月間スケジュ ール、 福祉関連情報、 プロ グラ ム・ イ ベント のお知ら

せ・ 報告（ 毎月 1, 800 部発行）  

う いんぐ パンフ レ ッ ト  う いんぐ の利用について／う いんぐ の概要 

練馬区社協ホームページ う いんぐ パンフ レ ッ ト ／う いんぐ だより 「 すずら ん」  

精神保健福祉講座 

大泉病院 精神科医  立入 仁美氏  

「 不安障害について学ぼう ～心配や不安と の付き 合い方～」

（  R7. 11. 28 35 名参加）  

支援者向け障害年金勉強会 障害年金の基礎知識について （  R8. 2. 20 ９ 名参加）  

名称 内容 人数( 延べ)  

き れいにし 隊！ 

（ 花組、 ポスタ ー

貼り 隊、 内組）  

う いんぐ 室内や保健相談所周辺地域を 利用者と ボラ ン ティ ア

と と も に環境整備に取り 組む機会を つく っ た。 清掃の他、 園

芸活動や町会への協力と し て、 う いんぐ 周辺の６ か所の掲示

板のポスタ ー掲示や張り 替えを 利用者と と も に行っ た。 毎週

水曜日 

404 名 

パソ コ ン 教室 

パソ コ ン の技術習得の機会を 提供し た。 専門のイ ンスト ラ ク

タ ーが一人ひと り に合っ たパソ コ ン の技術を 指導し た。  

第１ ･２ ･３ 水曜日午後１ 時～午後５ 時／４ ク ラ ス（ 初心者・

初級Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ク ラ ス） を 設定し た。  

250 名 
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イ  就労支援事業 

（ ア） 就労に関わる 相談支援の充実 

相談者の希望や状況、 段階に応じ た就労支援の提供に向けて、 適切な情報提供やはたら く  

ために必要な生活技術の習得、 就労意欲の向上につながる よう 相談支援に努めた。  

（ イ ） ３ 部署連携によ るト ラ イ アン グル・ ゼミ の開催 

出張う いんぐ  

（ 大泉、 関町）  

大泉、 関町２ か所のボラ ン ティ ア・ 地域福祉推進コ ーナー

（ VC） と 連携し 、 各コ ーナーを 拠点に地域交流の場を 展開し

た。 共催開催。 第２ 金曜日・ 関町 VC、 第４ 金曜日・ 大泉 VC 

155 名 

（ 大泉 86 名 

関町 69 名）  

茶道体験 
ボラ ンティ ア講師の指導を 受け、 茶道のお点前を 体験し た。

年５ 回 
54 名 

歩き 隊！ 

（ 近隣散策）  

ウォ ーキン グを 中心に運動する機会を 提供する と と も に、 地

域の社会資源を 積極的に利用し 、 利用者やボラ ン ティ アが交

流でき る 機会を 持っ た。 年６ 回 

42 名 

リ カ バリ ープロ グラ

ム START 

精神障害者のリ カ バリ ーのためのプログラ ムと し てシリ ーズ

全５ 回を 計画し たが、 参加実績はなかっ た。  
０ 名 

夕食会 

一人暮ら し や一人で食事を するこ と の多い利用者など と と も

に、 懇談を し ながら 食事を し 、 楽し い時間を 共有し た。  

また、 栄養のバラ ンスやカ ロリ ー、 旬の食材について気軽に

学べる機会と し た。 年６ 回 

74 名 

季節を 感じ る  

プログラ ム 

「 七夕笹飾り 作り 」 （ R7. 6. 29） 、 「 灯篭流し の夕べ（ 「 創

作の日」 のプロ グラ ムと 兼ねて開催） 」 （ R7. 8. 2） 、 「 ク リ

スマス会」 （ R7. 12. 14） を 開催し た。  

43 名 

みんなド ラ マ 
講師を 招き 心理劇を 通じ て、 参加者同士が抱えている 問題等

に共感する 体験を 重ねた。 年６ 回 
49 名 

夢見る  

カ メ レ オン  

利用者と スタ ッ フ のみで「 夢見る カ メ レ オン」 と 名付けてみ

んなド ラ マに向けたグループ演習を 実施し た。 年６ 回 
42 名 

なでし こ 会 
女性同士で安心し て楽し める機会を 提供し た。 また、 プログ

ラ ムを 通し てう いんぐ を 利用し やすく し た。 隔月１ 回 
50 名 

卓球 
楽し く 体を 動かすなど利用者の親睦や健康増進を 目的に実施

し た。 月１ 回 
143 名 

体操プロ グラ ム 
様々な体操を 通し て利用者が運動でき る機会を 設けた。 隔月

年６ 回 
45 名 

利用者懇談会 ※P. 82 ５  ( 1) 参照 118 名 

創作の日 
作品づく り を 通し て利用者同士の交流の場と し て活動し た。

隔月年６ 回 
44 名 

国際交流 

NPO法人練馬区障害者福祉推進機構と 共催で、 う いんぐ にて

国際交流に関する イ ベン ト と 題し 「 ネパール」 の文化に触れ

た（ R8. 2. 14） 。  

13 名 

防災プロ グラ ム 

地震を 想定し た避難訓練、 災害用伝言ダイ ヤルの利用方法を

確認し た。 また、 オープン スペースの防災グッ ズや避難経路

の確認、 災害用食料の試食も 実施し た（ R7. 9. 7） 。  

10 名 

スマホ教室 

スマート フ ォ ン を 活用し た情報収集や生活向上に向けての活

用方法や安全に使用する 方法を 学ぶ機会と し て実施し た。

（ R7. 10. 11）  

5 名 

名称 内容 人数( 延べ)  

ト ラ イ アングル・  

ゼミ  

就労に限ら ず、 現状から 一歩踏み出し たいと 考えている障害

のある人たちに対し 、 社会参加も 踏まえた多様なはたら き 方

や生活技術についての知識、 情報を 提供し たほか、 参加者同

士の交流なども 行っ た。 豊玉障害者地域生活支援セン タ ーき

ら ら と 障害者就労支援セン タ ー（ レ イ ン ボーワーク ） による

３ 部署共催。 部署ごと のオリ ジナルプロ グラ ムと ３ 部署合同

プロ グラ ムを 隔月で開催。  

50 名 

（ 内 12 名はう

いんぐ から

参加）  
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ウ 当事者活動の支援・ 組織化 

当事者が主体的に活動に参加し 、 自分の経験や思いを 活かし ながら 、 互いに支え合う 場がある  

こ と で、 孤立の予防や自己肯定感を 育むこ と につながるよう 、 当事者の活動ニーズの把握、 活動 

機会の創出、 活動の組織化等を 支援し た。 また、 地域で安心し て生活でき る よう に医療機関、 福 

祉関係機関と 連携し 、 入所施設や精神科病院等に入所・ 入院中の人に向けて地域の情報や障害の 

ある人の生活の様子等を 発信でき る よ う 支援し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 組織運営 

（１）基盤整備 

石神井障害者地域生活支援センタ ーの運営や利用のあり 方の検討、 地域における 福祉分野の課題につ

いて検討するため、 運営委員会等を 開催し た。  

（２）相談・苦情対応、個人情報保護、リスクマネジメントの取り組み 

ア 利用者から の相談・ 苦情にいつでも 対応でき る 環境を つく り 、 誠実かつ迅速に対応し た。 

イ  苦情解決第三者委員によ る利用者相談を 開催し た。  

ウ 個人情報保護のための管理体制を 整備し 、 職員の個人情報保護に関する 意識啓発に努めた。  

エ リ スク マネジメ ン ト 体制を 整え、 「 ヒ ヤリ ハッ ト 情報」 の収集を 行い、 事故の防止に努めた。  

オ 虐待防止・ 権利擁護への取り 組み 

障害者虐待防止法や障害者差別解消法等の関連法について学び、 職員の法令順守遵守の徹底に努め

た。 定期的に支援会議を 開催し 、 権利擁護の視点を も っ て職員間で日常の支援のあり 方を 検証・ 確認

し た。 また、 法人において虐待防止・ 身体拘束等適正化対策委員会を 設置し 、 第三者委員と 意見交換

を し た（ 計２ 回） 。 ※P４ 参照 

う いんぐ オリ ジナルプロ グラ ム３ 回、 ３ 部署合同プロ グラ ム

５ 回 ※P. 87 ５ （ ３ ） ア参照 

名称 内容 人数( 延べ)  

ク リ スマス会 

実行委員会 

利用者中心の実行委員会を 結成し 、 利用者中心の運営のサポート や

当日に向けての準備等を 行っ た（ 計４ 回実施） 。  
35 名 

高次脳機能障害者

と 家族のつどい

「 つぼみの会」  

高次脳機能障害者と 家族が集まる場を 開催し た。 障害当事者や家族

の状況を 話し 合う こ と で悩みの共有や、 情報交換を する 場になっ た

（ 年９ 回） 。  

70 名 

「 つぼみの会」  

学習会 

令和７ 年 11 月に改修工事を 終えた中村橋福祉ケアセン タ ーだんだ

んへ施設見学に行き 、 施設紹介、 事業説明を 受けた。 また、 施設の

現状や今後の課題や取り 組みについて、 つぼみの会会員の皆様と の

意見交換の機会と し た（ R8. 2. 16） 。  

７ 名 

介護のつどい 

・ 石神井地域包括支援セン タ ー職員による 地域包括支援センタ ―の

役割と 介護サービスについての講話（ R7. 8. 18）  

・ 石神井警察署員によ る詐欺の手口や被害にあわない方法について

の講話（ R7. 10. 29）  

・ 相談情報ひろ ば「 ハッ ピ ーひろ ば」 見学（ R7. 12. 15）  

・ ほっ と サポート ねり ま職員による 私の生き 方ノ ート の活用方法に

ついての講話（ R8. 2. 2）  

39 名 

地域生活サポー 

タ ―養成講座 

 

 

※き ら ら と 共催での実施 P. 76 ４ （ ５ ） ウ（ カ ） 参照 

 

 

地域生活サポー 

タ ―活動 

「 ぴあまっ ぷ」  

会議 

病棟でのグループ  

ワーク 、 プログラ  

ム参画、 同行支援 

名称 内容 

運営委員会 
精神保健福祉に造詣が深く 、 経験豊かな専門職、 関係機関・ 地域団体や地域住

民、 利用者に参画を 依頼し 、 う いんぐ の運営について検討し た（ 計４ 回） 。  

利用者懇談会 
利用者同士が話し 合う 場であると と も に、 う いんぐ への要望を 聞き 取る 機会と

し た。 毎月最終土曜日 延べ 118 名参加 
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（３）施設評価・調査 

「 利用者アンケート 調査」 を R7. 12. 1～R8. 1. 31 に実施し た（ アン ケート 回収 72 通） 。  

利用目的は、 オープン スペースを 利用する ためが約 38％、 相談を する ためが約 14％だっ た。 ま

た、 職員の対応については、 満足・ まあまあ満足が約 85％、 オープン スペースの使いやすさ につい

ては、 満足・ まあまあ満足が約 63％、 プロ グラ ムの内容については、 満足・ まあまあ満足が約

75％、 広報紙については、 満足・ まあまあ満足が約 72％前後だっ た。 アンケート 結果を も と に、

オープン スペースの状況に応じ て職員の配置を 増やすなど、 状況に応じ た対応を 行っ た。  

（４）危機管理・安全対策 

ア 安全対策 

定期的に所内の安全点検を 行っ た。  

   イ  災害対策 

（ ア） 定期的に職員が保健相談所の避難訓練に参加し 、 関係機関と 連携強化を 図っ た。  

（ イ ） 災害時に備え、 災害備品や備蓄品の検討・ 整備・ 更新・ 周知を 行っ た。  

（ ウ） BCP（ 事業継続計画） に基づいた避難訓練や防災研修を 定期的に行っ た。  

（ エ） 災害伝言ダイ ヤルの体験場面を 設けた。  

ウ 減災への取り 組み 

（ ア） 誰も が安心でき る地域を 目指し 、 地域清掃や地域の見守り 活動に取り 組んだ。  

（ イ ） 日頃より 町会や商店会活動に参加し 、 地域住民等と の日常的なつながり を つく っ た。  

（５）職員研修・育成（研修参加 31 回、参加職員延べ 36 名） 

ア 練馬区社会福祉協議会職員育成方針に基づいた研修の実施や OJT( 職場内研修) の充実を 図っ た。  

   イ  練馬福祉人材育成・ 研修センタ ー等の研修を 受講し 、 専門性を 高めた。  

   ウ 利用者の権利擁護のための研修・ 勉強会の参加や実施を 通し 、 職員のスキルアッ プを 図っ た。  

   エ 職員一人ひと り が研修や勉強会に参加し て得た学びを 職場内で共有し た。  

（６）実習生の受け入れ・人材育成 

精神保健福祉士や社会福祉士養成機関の実習生・ 看護学生・ 保健師実習等の学生を 受け入れ、 専門職

の育成およ び現場の実践を 伝える役割を 担っ た。  

（７）講師の派遣 

地域の図書館や学校、 障害福祉施設利用者家族向け研修の講師を 務めた（ ３ 回・ 職員延べ４ 名） 。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 内容 

実習生の受

け入れ 

ア 資格取得実習（ 社会福祉士： 17 名、 精神保健福祉士： ６ 名、 司法修習生０ 名）  

イ  施設体験実習（ 保健師・ 看護師： ４ 名）  

人材育成 

誰でも 参加でき る SST、 SST 研修（ 初心者編・ リ ーダー養成・ 勉強会等）  

※P. 73 ４  ( ３ ) 参照 

障害年金勉強会（ R8. 2. 21 17 名参加）  

 派遣先 件数 内容 人数( 延べ)  

関町福祉園家族会 １  障害者サポート ネッ ト ねり まについて 14 名 

区立図書館職員研修会 １  障害、 合理的配慮、 精神障害者にも 包括について 33 名 

谷原中学校特別支援学級 １  卒業後の進路と 利用でき る サービスについて 25 名 
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【障害者就労支援センター レインボーワーク】 

練馬区在住の障害のある 人を 対象に、 就労や生活に関する相談、 助言、 情報提供等を 行い、 安心し て働

き 続けら れる よ う 支援を 行っ た。 また、 障害者雇用を 検討する 企業に対し 、 相談や情報提供を 通じ て雇用

の普及啓発を 図ると と も に、 企業団体（ 中小企業同友会等） への参加や関係構築を 通じ て、 障害者雇用に

関する理解促進と 、 新たな雇用機会の創出に向けた取り 組みを 行っ た。 また、 区内の就労支援事業所が受

注作業等を 安定し て取り 組めるよ う 共同受注窓口業務を 実施し た。 さ ら に、 制度改正に伴い、 区内事業

所・ 関係機関と のネッ ト ワーク を 活かし ながら 、 多様な働き 方に対応し た就労機会や選択肢の充実に向け

た検討を 進める と と も に、 地域全体で支える就労支援の基盤づく り を 推進し た。  

 

１ 登録者の状況（共通） 

（１）登録者の状況                                 （ 単位： 人）  

（２）新規登録者の利用経路                             （ 単位： 人）  

  ※「 その他」 の主な内訳： 本人・ 家族から の直接相談（ 16 名） 、 他市区町村セン タ ー（ 6 名）  

（３）登録者における発達障害者等の状況                     （ 単位： 人）  

 

２ 就職支援事業 

（１）就労相談 

練馬区在住の一般企業・ 事業所への就職を 希望する 障害のある人を 対象に、 就職に向けた情報提供や

関係機関の紹介、 支援内容の説明等を 行い、 適切な就労支援の利用につなげた。  

ア 職業相談 

利用者に対し 、 支援ニーズの聞き 取り 、 関係機関の確認、 支援内容の説明等を 行い、 相談の内容に

応じ た情報提供や関係機関と の連絡調整等を 行っ た。 また、 就労支援のニーズに関し ては、 就労支援

説明会を 案内し 、 その後の支援につなげた。 主な相談内容は求職相談が 647 件、 生活相談が 211 件。  

      年齢 

障害 
20 以下 21～29 30～39 40～49 50～59 60 以上 計 6 年度 

身

体 

視覚 0 2 2 1 1 0 6 5 

聴覚 2 1 3 1 0 3 10 11 

肢体 0 8 8 7 5 5 33 30 

内部 0 0 1 2 2 1 6 4 

知

的 

愛の手帳２ 度 0 2 0 0 0 0 2 2 

愛の手帳３ 度 4 16 19 15 7 0 61 59 

愛の手帳４ 度 51 191 131 47 32 5 457 450 

精

神 

精神１ 級 0 0 1 0 1 1 3 2 

精神２ 級 4 13 44 43 39 15 158 162 

精神３ 級 11 47 98 81 54 15 306 278 

手帳なし  0 1 0 1 1 0 3 7 

計 72 281 307 198 142 45 1, 045 1, 010 

経路 

年度 
ﾊﾛ ﾜー ｸー 

障害者 

職業ｾﾝﾀ  ー

特別支援 

学校 

福祉ｻー ﾋﾞ ｽ 

事業所 

福祉 

事務所等 
その他 計 

５ 年度 9 3 27 31 6 45 121 

６ 年度 10 4 37 23 5 50 129 

７ 年度 8 4 35 39 7 46 139 

      年齢 

障害 
20 以下 21～29 30～39 40～49 50～59 60 以上 計 6 年度 

発達障害者 11  55 80 43 14 3 206 179 

高次脳機能障害者 0 0 4 5 8 3 20 20 

てんかん 1 7 15 12 5 1 41 44 

難病 0 0 3 0 0 0 3 0 

計 12 62 102 60 27 7 270 243 

内容 

年度 

身体 

障害者 

知的 

障害者 

精神 

障害者 

発達 

障害者 

高次脳機能 

障害者 
その他 計 

５ 年度 152 350 596 106 48 226 1, 478 

６ 年度 86 290 466 78 61 279 1, 260 

７ 年度 105 264 827 120 29 310 1, 655 
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イ  就労支援説明会  

障害者就労支援セン タ ーの事業内容のほか、 就労支援・ 生活支援各機関の役割、 障害のある人の就

労状況等の説明と 個別面談を 実施し 、 就労マネジメ ン ト （ 支援の流れ） の理解促進を 図っ た。  

新規受付担当の配置を 継続し 、 複雑化する 新規相談に対する 統一し た対応や情報提供に努める と と

も に、 ニーズの把握や分析に取り 組んだ。 計 107 名 

ウ 新規相談カ ン フ ァ レ ン ス 

多様化する就労相談の分析を 行う と と も に、 所内カ ン フ ァ レ ン スを 開いて就労状況チェ ッ ク シート

に基づき ながら 支援ニーズや関係機関、 支援内容の整理を 行い、 本人の状況や支援ニーズに合っ た適

切な支援につなげた( 就職活動支援計 24 回/延べ 58 名、定着支援計 30 回/延べ 110 名*登録者に関する

再検討も 含む) 。  

（２）就職支援 

登録者等のアセスメ ン ト （ 職業評価・ 実習） を 行い、 個別支援や関係機関と 連携し た支援を 実施し た。

また、 就労に必要な知識・ 技能などを 教示し 、 企業と の適切なマッ チングを 図っ た。  

ア 初期評価（ アセスメ ン ト 実習）    

障害者就労支援セン タ ーおよび区役所内にて、 事務、 PC、軽作業、文書交換業務等の作業を 実施し 、

基本的労働習慣、 作業適性、 障害特性等を 利用者と と も に確認し た。 計 41 回、 27 名 

イ  就職活動支援 

利用者が主体的に就職活動を 進めら れる よ う 必要に応じ た情報提供、 模擬面接、 履歴書および職務

経歴書の作成支援等を 行う と と も に、 利用者と 企業等に対し て実習支援、 面接同行等を 実施し 、 就職

へと つなげた。  

 ウ 就職者実績 

 

 

 

 

 

 

 

３ 職場定着支援事業  

職場において利用者と 就労先企業と が自立的で安定し た雇用関係が継続する よ う 、 ナチュ ラ ルサポート

の構築を より 意識し た職場定着支援を 進めた。  

（１）職場定着支援の状況 

  

 

 

 

 

 

 職場定着における生活支援では経済的、 福祉サービ ス、 医療、 住まい、 家族、 友人等と の人間関係等、  

相談支援の内容は多岐に至っ た。  

（２）登録者の勤務先状況 

  

 

 

 

 

 

  ※「 23 区内」 の主な区は、 新宿区（ 106 名） 、 千代田区( 96 名) 、 港区（ 86 名） 、 豊島区（ 86 名）  

 

 

内容 

年度 
求職支援 転職支援 面接同行 実習支援 準備支援 生活支援 計 

５ 年度 1, 099 306 22 161 173 428 2, 189 

６ 年度 1, 237 282 24 149 309 312 2, 313 

７ 年度 800 307 30 58 129 323 1, 647 

障害 

年度 
身体障害 知的障害 精神障害 その他 計 

５ 年度 2 16 38 0 56 

６ 年度 2 14 32 0 48 

７ 年度 3 12 39 0 54 

内容 

年度 

訪問によ る  

支援 
相談 生活支援 離職支援 その他 計 

５ 年度 841 5, 055 2, 246 280 241 8, 663 

６ 年度 802 4, 903 1, 834 181 327 8, 047 

７ 年度 782 5, 502 1, 988 175 514 8, 961 

勤務地 

年度 
練馬区内 

23 区内 

( 練馬区除く )  
多摩地区 都外 計 

５ 年度 162 570 43 72 847 

６ 年度 166 612 41 67 886 

７ 年度 159 669 37 72 937 
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４ 障害者就労促進のための普及啓発事業 

障害者就労支援・ 障害者雇用の実態やノ ウハウ等を 関係者や区民に広く 周知する こ と により 、 障害者雇

用に対する理解促進を 図っ た。  

 

（１）障害者雇用支援月間の取組み 

毎年９ 月に実施さ れる 障害者雇用支援月間に合わせ、 障害者雇用について広く 区民に周知する ため、

各種イ ベン ト 等を 開催し た。  

（２）「ねりいち」の作成と運用 

区内障害者支援施設を 紹介する カ タ ロ グ冊子「 ねり いち」 を ポータ ルサイ ト 「 ねり いち 」 と 連動する

よ う リ ニュ ーアルし 、 配布し た。 また、 ポータ ルサイ ト の「 ねり いち 」 では、 自主生産品の紹介や、 各事

業所が参加する イ ベン ト 情報を 特集記事やⅩで発信し 、 利用者の工賃増額や就労意欲の向上に取り 組ん

だ。 掲載事業所 51 ヶ 所、 特集記事 18 件、 Ⅹ投稿数 263 件、 フ ォ ロ ワー数 242 件。  

（３）広報 

障害のある 人の就労や障害者雇用、 障害者就労支援センタ ーへの理解を 深めるため、 広報紙やパンフ

レ ッ ト 、 ホームページを 活用し てわかり やすい周知を 行っ た。 広報紙： 年 3 回発行 

 

５ 障害者就労ネットワーク推進事業 

（１）就労支援ネットワーク会議の開催 

障害者就労の効率的・ 効果的な支援を 進めるために、 意見交換や情報共有、 事例検討等を 通じ て、 関

係機関の連携・ 協力体制を 整備し た。  

開催日 行事名 内容・ 成果 

R7. 8. 29 

～9. 3 

パネル展 

( 練馬区役所ア ト リ ウ

ム)  

障害のある 人が働く 場面の写真や障害者雇用に関する 現状や制度

などについて展示し 周知を 行っ た。令和７ 年度は、登録者の勤務風

景や障害者雇用の現況を 紹介すると と も に、障害のある人が就労に

至るまでのステッ プモデルを 年表形式で紹介し た。 また、出張パネ

ル展と し て練馬区立関町図書館（ R7. 9. 13～R7. 9. 23） にて「 はたら

く 障害者の写真展」 を 実施し た。  

R7. 9. 26 
講演会  

( コ コ ネリ 研修室１ )  

テーマ「 スタ ジオツアー東京の障がい者雇用の取り 組み」  

・ 講師： ワーナーブラザーススタジオジャパン合同会社 

タレントアクイジションアドバイザー  織家 由圭氏 

リテールオペレーションズ チームリーダー 小嶋 彩氏 

  ・ 参加者： 86 名 

身近にある憧れの場所であり、多様な働き方を実践しているワーナー

ブラザーススタジオジャパンの考えや障害のある人たちの特性を生か

した働き方を紹介することで、区民の障害者雇用への関心や興味を促

す機会とした。 

R7. 9. 4 

～9. 5 

ねり いち マーケッ ト  

( 練馬区役所ア ト リ ウ

ム)  

区内障害者施設 26 事業所が自主生産品の販売を 行っ た。 両日で多

く の来場者があり 、各事業所と も 販売機会の確保と 利用者工賃に反

映する こ と ができ た（ ２ 日間売上計： 886, 792 円） 。 また、 参加事

業所がＸ やイ ン スタ グラ ムで出店を 周知する こ と で連携し て広報

と 集客につなげた。  

ねり ま区報（ ８ /21 号）  

障害者雇用支援月間特集（ １ -２ 面）  

障害者が就労を目指すための選択肢の1 つとして、就労移行支援事業

所の取り組みを周知した。また、障害者就労支援センター レインボー

ワークの事業内容および支援内容等を掲載し、区民および区内企業等

へ障害者雇用について理解促進を図った。また、障害者雇用支援月間

中に実施するイベントの内容や日程を周知した。 

ホームページ 練馬区および練馬区社協ホームページへの掲載。  

開催日 内容 参加者 

R7. 8. 4 

「 どう なる！？みんなで学ぼう ！就労選択支援事業」  

１  ワーキン グト ラ イ より 就労選択支援事業の事業説明 

２  グループワーク  

52 名 

R7. 11. 7 
「 就活に役立つミ ニ講座＆面接体験会」  

１  ミ ニ講座 

利用者８ 名 

職員等 16 名 
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 ねりいちネットの開催 

  練馬区内福祉事業所やその他関係機関と 共に、 工賃向上や自主生産品の販路開拓等の向上に向けて講習

会や実践を 行っ ていく 場を 「 ねり いちネッ ト 」 と し て開催し た。  

（２）就労支援事業所等との連携 

ア 職業的重度障害者就労支援事業 

一般企業への就労が困難な就労継続支援事業所利用者や就労経験がない障害のある人に対し 、知識・

技能習得等、 企業就労に必要な能力の向上を 図る と と も に、 一般就労へと つなげた。  

対象者６ 名、 就職者３ 名 

イ  就労移行支援事業所・ 就労継続支援事業所 

各事業所が実施する 就労支援事業に協力し 、 障害のある 人の多様な働き 方を 踏まえた一般就労につ

いてのイ メ ージづく り や就労意欲の向上を 図る と と も に、 企業の見学を 希望する 事業所に対し 見学時

のマナーや企業情報を 提供し た。 また、 事業所の利用者状況や就労状況等を 確認し 、 就労後の連携に

つなげた。  

（３）障害者地域生活支援センターとの連携 

区内の障害者地域生活支援センタ ーと の情報交換を 積極的に行い、 障害のある人の社会参加や多様な

働き 方を 含めた生活支援の強化を 図っ た。  

ア ト ラ イ アン グル・ ゼミ  

豊玉障害者地域生活支援センタ ーき ら ら 、 石神井障害者地域生活支援センタ ーう いんぐ と 連携し た

ト ラ イ アングル・ ゼミ を 実施し た。  

（ ア） 共通プロ グラ ム： 社会参加や就労に向けて一歩踏み出すための情報提供を 行い、 座談会を 通し て

一緒に考え、 学び合う 場を 提供し た。  

（ イ ） 個別プロ グラ ム： 各セン タ ーの特徴を 活かし た生活・ 就労に特化し たプロ グラ ム。  

２  面接体験会 

R8. 2. 3 

「 障害のある 人のはたら く を 支える すべての人へ」  

１  朝日塾 

２  就労選択支援事業を 始めて( HOPE やまびこ )  

３  意見交換 

29 名 

開催日 内容 参加者 

R7. 9. 11 「 工賃向上セミ ナー 社会福祉法人武蔵野千川福祉会見学研修」  16 名 

R7. 11. 10 
「 プロ カ メ ラ マンに教わる ！自主生産品の魅せ方・ 伝え方 

～ワン ラ ンク 上の写真と SNS 投稿文を 作ろ う ～」  
16 名 

R8. 1. 28 「 短時間で簡単！はじ めてのショ ート ムービー講座」  16 名 

R8. 3. 11 
「 経営コ ンサルタ ン ト 派遣事業実績報告会＆情報交換 

～う ち の事業所にも 活かせる ヒ ン ト がある ～」  
15 名 

開催日 事業所名 内容 参加者 

 

R7. 6. 18 

チャ レ ン ジワーク やま

びこ  

ト ラ イ アングル・ ゼミ  

（ レ イ ン ボーワーク 個別プログラ ム第 1 回）  

「 はたら く 上での服装を 知ろ う ！」  

 

１ 名 

R7. 8. 19 ブルーベリ ー 

ト ラ イ アングル・ ゼミ  

（ レ イ ン ボーワーク 個別プログラ ム第２ 回）  

「 履歴書を つく っ てみよ う ！」  

１ 名 

R7. 11. 7 

就労サポート ねり ま 

チャ レ ン ジワーク やま

びこ  

「 就活に役立つミ ニ講座＆面接体験会」（ 再掲） 

１  ミ ニ講座 

２  面接体験会 

８ 名 

R7. 11. 20 

チャ レ ン ジワーク やま

びこ  

講師： 就労移行支援事

業所 SAKURA職員 

ト ラ イ アングル・ ゼミ  

（ レ イ ン ボーワーク 個別プログラ ム第３ 回）  

「 面接のい・ ろ ・ は」  

３ 名 

開催日 担当部署 内容 参加数 

R7. 5. 23 合同 地域での活動や働き 方を 考える講座・ 座談会① ８ 名 

R7. 6. 18 レ イ ンボー はたら く 上での服装を 知ろ う ！ ９ 名 

R7. 6. 27 き ら ら  活動のいろ いろ ①～自分の視野を 広げよう ～ ４ 名 
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イ  り り ーふぽーと  

豊玉障害者地域生活支援センタ ーと の共催によ り 、 就労し ている 利用者の余暇が充実し 仕事への意欲

を 高め、 就労継続を 目指すこ と を 目的と し て、 日頃の思いを 語り 共有する場を 定期的に設けた。  

年４ 回開催 参加者延べ 36 名 

（４）特別支援学校との連携 

就労支援連絡会において事業説明や就労に関する 説明を 行い、 卒業後の就労についてのイ メ ージづく

り に協力し た。 また、 企業就労が内定し た生徒が卒業時に障害者就労支援セン タ ーに登録する こ と で、

学校のアフ タ ーフ ォ ロ ーから 障害者就労支援セン タ ーの職場定着支援や生活支援への段階的な移行が円

滑になる よ う 取り 組んだ。  

ア 就労支援連絡会 

 

 

 

 

イ  登録説明会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）企業との連携 

ア 協働ネッ ト ワーク によ る障害者雇用促進に関する 協働の推進 

練馬区、 特例子会社株式会社テク ノ プロ・ スマイ ル、 練馬区社協の三者が締結し た「 協働ネッ ト ワー

ク によ る 障害者雇用促進に関する 協定」 による 協働の事業を 実施し 、 障害者雇用促進のための環境づ

く り を 推進し た。  

イ  産業団体等と の連携 

練馬産業連合会、 東京商工会議所練馬支部、 東京中小企業家同友会等の産業団体や池袋公共職業安

定所と の情報交換等を 行い、 区内企業の障害者雇用等に関する 連携を 推進し た。  

（６）講師派遣 

企業や就労支援事業所等が実施する 授業や講義等に職員を 講師と し て派遣し た。  

R7. 7. 25 合同 地域での活動や働き 方を 考える講座・ 座談会② ７ 名 

R7. 8. 19 レ イ ンボー 履歴書を つく っ てみよ う ！ 13 名 

R7. 8. 22 き ら ら  活動のいろ いろ ②～踏み出す一歩を 一緒に探そう

～ 

４ 名 

R7. 8. 27 う いんぐ  セルフ マネジメ ント について考えよ う ！ ６ 名 

R7. 10. 24 合同 地域での活動や働き 方を 考える講座・ 座談会③ ５ 名 

R7. 11. 20 レ イ ンボー 面接のい・ ろ ・ は 16 名 

R7. 11. 26 う いんぐ  セルフ ケアについて語り 合おう  ５ 名 

R7. 11. 28 き ら ら  活動のいろ いろ ③～就労移行支援事業所見学～ ３ 名 

R7. 12. 26 合同 地域での活動や働き 方を 考える講座・ 座談会④ ６ 名 

R8. 1. 23 き ら ら  地域活動・ 参加者の話 ６ 名 

R8. 1. 28 う いんぐ  自己紹介シート を 作ろ う ！ ５ 名 

R8. 2. 5 レ イ ンボー 企業見学 ７ 名 

R8. 2. 27 合同 大交流会 年間振り 返り ・ 座談会⑤ ８ 名 

開催日 学校名 方法 参加者 

R7. 10. 29 東京都立東久留米特別支援学校３ 年生 職員派遣 ５ 名 

R7. 11. 26 東京都立志村学園３ 年生 職員派遣 ３ 名 

R8. 1. 30 東京都立永福学園３ 年生 職員派遣 ３ 名 

開催日 参加校 参加者 

R8. 3. 3 東京都立足立特別支援学校 生徒１ 名、 保護者等３ 名、 計４ 名 

R8. 3. 6 東京都立大泉特別支援学校 生徒１ 名、 保護者等３ 名、 計４ 名 

R8. 3. 7 

東京都立練馬特別支援学校、 東京都立永福学園、

東京都立志村学園、 東京都立板橋特別支援学校、

東京都立東久留米特別支援学校、 武蔵野東高等専

修学校、 東京都立葛飾ろ う 学校 

生徒 22 名、 保護者等 29 名、 計 51 名 

R8. 3. 19/ 

3. 24/ 

3. 25/3. 26 

東京都立練馬特別支援学校 生徒４ 名、 保護者等５ 名、 計９ 名 

開催日・ 派遣先 内容 

R7. 7. 9 

白百合福祉作業所 

 

グッ ド ワーク 講座 

「 はたら く う えでのマナーっ てなーに？」  
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６ 共同受注窓口事業 

区内障害者支援事業所が作業等を 受注し やすい仕組みづく り を 行う こ と で、 区内事業所の作業の充実や

工賃増額に取り 組むと と も に、 事業所利用者の就労意欲につなげた。  

（１）共同受注窓口事業 

区内事業所の作業と 工賃の安定を 図るため、企業や事業者から 受注し 、事業所への周知、作業の配分、

企業や事業者と の連絡調整等のと り まと めを 行っ た。 また、 区内企業や事業所、 就労支援事業所への状

況確認等を 行う と と も に、 地域の農・ 商・ 福が連携し た新たな取り 組みが工賃向上につながる よ う 共同

受注の取り 組みを 充実さ せるこ と で、 受注金額が昨年比 122％と なっ た。  

（２）受注拡大および販路開拓助成金 

受注作業または自主生産品販売等を 行う 区内事業所等を 対象に、 受注や販路の拡大等に資する 取り 組

みに対し て、 助成金を 交付し た。  

ア 審査日時： R7. 10. 3、 追加申請に関し ては別途実施 

イ  助成総額： 2, 784, 062 円 

 

７ 就労の場の開拓事業 

主に区内企業等に、 障害者雇用についての情報提供等を 行い、 障害者雇用の促進を 図る と と も に、 職場

体験実習先や就職者の増加に向け取り 組んだ。  

（１）区内企業等への相談、訪問等の実施 

主に区内企業等に、 障害者雇用についての情報提供等を 行い、 多様な働き 方を 創出し て障害者雇用の

促進を 図る と と も に、 職場実習先や就職者の増加を 目指し た。  

（２）障害者雇用支援セミナーの開催 

障害や障害者雇用への理解・ 促進を 図る ため、 障害者雇用を 実施し ている 企業の事例報告や就労支援

に関わる専門機関によ る情報提供などを 通し て、 障害や障害者雇用への理解・ 促進を 図っ た。 障害者差

別解消法に精通し た弁護士を 迎え、 企業が直面する法的およ び社会的責任について、 具体的な事例を 交

えながら 、 適切な対応策等について学んだ。  

（３）ステップアップ就労助成金 

企業ニーズ及び他自治体における助成金事業の現状を 調査し 、 法制度改正に伴う ステッ プアッ プ就労

助成金のあり 方について検討を 進めた。  

（４）実習受入奨励金 

障害のある 人の雇用の促進を 図る ため、 実習を 受け入れる 企業に奨励金を 支給し 負担を 軽減する こ と

で、 職場実習の促進を 図っ た。  

 

 

 

R7. 9. 29 

企業 

「 多様な働き 方を 認め合える社会を 目指し て」  

R8. 1. 29 

中小企業家同友会 

練馬支部交流会 

「 社会福祉協議会と は？」 「 多様なはたら き 方と は？」  

参加事業所数 契約件数 受注金額 受注作業内訳 

27 事業所 207 件 3, 977, 118 円 

商品袋詰め、 封入・ 封かん、 シール貼り 、  

データ 入力、 パッ ケージ・ 箱折り 、 パン製造、  

農作業、 自主製品詰合せセッ ト  他 

事業所名 助成金額 事業所名 助成金額 

あんずの家 750, 000 円 共同作業所ホサナショ ッ プ 200, 000 円 

すまいる ・ フ ォ レ スト  200, 000 円 すまいる ・ ピータ ーパン  157, 450 円 

3B! ! ! s 750, 000 円 ト ン ト ゥ ハウス 225, 000 円 

ねり ま事業所 98, 670 円 松の実事業所 95, 667 円 

ほっ と すぺーす練馬 209, 220 円 ワーク ショ ッ プ石神井 98, 055 円 

開催日・ 会場 テーマ 講師 参加人数 

R8. 3. 2 

練馬区立・ 区民産

業センタ ー 

コ コ ネリ 研修室１  

障害者雇用の本音ト ーク  

・ 東京ジョ ブ コ ーチ支援セン タ ー

菊地氏 

・ 住友重機械工業株式会社 

 藤田氏、 岡田氏 

42 名 

申請事業所数 申請件数 支給金額 

１ 社 １ 件 4, 928 円 
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８ 組織運営 

（１）運営委員会の開催 

障害者就労支援セン タ ーの運営や支援内容の充実等について検討する ため、 当事者、 地域住民、 事業

者、 学識経験者、 公共職業安定所等の構成によ る 運営委員会を 開催し た。  

（２）職員研修・育成 

OJT や練馬福祉人材育成・ 研修セン タ ーなどの外部研修の効果的活用、 所内の事例共有・ 事例検討等

を 通し て、 職員の資質向上を 図っ た。 また、 障害者就業・ 生活支援センタ ーや他地区障害者就労支援セ

ン タ ーと の情報交換を 積極的に行い、 就労支援の質の向上を 図っ た（ 就労支援関連研修 40 講座 延べ

68 名、 階層別研修等 18 講座 延べ 26 名） 。  

（３）障害者就労支援センターとの連携 

都内区市町村障害者就労支援センタ ー等が情報共有や意見交換を 行う 「 障害者就労支援連絡会」 や

「 東京都障害者就労支援関係機関意見交換会」 等に積極的に参加し た。 また、 就労支援の課題共有、 区

市町村障害者就労支援セン タ ーの支援のあり 方や機能・ 役割について、 各地区セン タ ーと 意見交換を 行

い、 効果的な支援についての検討を 進めた。 障害者就労支援連絡会（ 城南ブロ ッ ク ４ 回、 城東・ 城北ブ

ロ ッ ク ３ 回） 、 東京都障害者就労支援関係機関意見交換会１ 回 

（４）レインボーワーク就労支援 朝日塾 

令和６ 年度以降の法制度改正による 障害者就労支援センタ ーの役割や期待の変化を 見据え、 障害者就

労支援のあり 方や区市町村障害者就労支援セン タ ーの機能などについてレ イ ンボーワーク 職員が学び合

う 勉強会を 実施し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 議題 

R7. 5. 27 

１  令和６ 年度練馬区障害者就労支援セン タ ー事業報告（ 案） 及び収入支出決算（ 案）  

２  第６ 次地域福祉活動計画について  

３  意見交換「 障害者雇用支援月間( 企画) 」 について 

R7. 8. 26 
１  令和７ 年４ 月～７ 月 支援状況報告及び事業実施報告 

２  意見交換「 ねり いち の取り 組み』 『 雇用支援セミ ナ―』 について 

R7. 12. 2 

１  令和７ 年４ 月～９ 月 支援状況報告及び事業実施報告 

２  意見交換「 東京障害者職業セン タ ーの業務と 動向」 「 レ イ ン ボーワーク の現状と 支援状

況」 について 

R8. 3. 9 

１  令和７ 年４ 月～令和８ 年１ 月 支援状況報告及び事業実施報告 

２  令和８ 年度事業計画（ 案）  

３  意見交換「 ハローワーク 最近の動向」 「 レ イ ン ボーワ―ク の現状と 支援状況」 について 

開催日 内容 参加者 

R7. 9. 9 就労支援の基本を 考える  職員 19 名 

R7. 12. 2 支援者と し てのキャ リ ア形成っ て？ 職員 16 名 

R8. 2. 3 
障害のある 人のはたら く を 支える すべての人へ 

（ 就労支援ネッ ト ワーク 会議と の共同開催）  

事業所職員 17 名 

職員 12 名 
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【資料】 （令和８年３月 31 日現在） 

理事（任期：令和７年６月 23 日から令和９年度定時評議員会まで） 

 

監事（任期：令和７年６月 23 日から令和９年度定時評議員会まで） 

 

 

評議員（任期：令和７年６月 23 日から令和 11 年度定時評議員会まで） 

 

評議員選任・解任委員会（任期：令和７年６月 23 日から令和 11 年度定時評議員会まで） 

 

地域福祉活動計画策定・推進評価委員会委員（任期：令和６年４月１日から令和９年３月 31 日まで） 

 

苦情解決第三者委員会委員（任期：令和６年６月 29 日から令和９年６月 28 日まで）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 選出分野等 氏 名 選出分野等 氏 名 選出分野等 

田中 敏 会長 浅沼 敏幸 町会関係 重田 敏光 学識経験者 

山浦 成子 副会長、 ボラ ン ティ ア 朝生 修一 福祉施設・ 団体 本橋 健吉郎 民生・ 児童委員 

木内 幹雄 副会長、 産業経済 井口 勲男 産業経済 吉岡 直子 行政職員 

関口 幸枝 
副会長/練馬区民生児童

委員協議会代表会長 
小川 美千江 産業経済 下郡山 琢 常務理事 

土田 秀行 福祉施設 野田 幸裕 学識経験者 東海林 玉緒 白百合福祉作業所長 

明星 マサ 福祉施設 本橋 秀次 学識経験者 

田中 幸作（ 税理士）  石田 芳子（ 学識経験）  

氏 名 選出分野 氏 名 選出分野 氏 名 選出分野 

亀井 永二 民生・ 児童委員 國分 昭夫 町会関係 櫻井 淳一 教育関係 

上原 雅裕 民生・ 児童委員 三宅 陽子 福祉団体 髙原 進 福祉団体 

関口 正樹 民生・ 児童委員 森山 瑞江 福祉団体 宗形 積 福祉団体 

橋本 政博 民生・ 児童委員 髙橋 八映 福祉施設 渡邉 慎 行政職員 

榎本 優 民生・ 児童委員 秋山 勉 産業経済 今井 薫 行政職員 

松木 孝子 民生・ 児童委員 見米 元秀 学識経験 

犬塚 よ し み 民生・ 児童委員 臼井 素子 福祉施設 

長野 仁子 民生・ 児童委員 宮田 靖央 産業経済 

氏 名 選出分野等 氏 名 選出分野等 

矢島 芳一 
外部委員 

元練馬区民生児童委員協議会豊玉地区会長 
石田 芳子 

練馬区社協監事 

元練馬区民生児童委員協議会向山・ 貫井地区会長 

田中 幸作 練馬区社協監事 岩田 敏洋 練馬区社協経営管理課長 

矢野 久子 元練馬区民生児童委員協議会向山・ 貫井地区会長   

氏 名 現 職 等 氏 名 現 職 等 

山浦 成子 委員長/練馬区社協副会長 森  史子 ぶどう の木代表 

明星 マサ 副委員長/社会福祉法人つく り っ こ の家理事 吉田 直己 社会福祉法人あかねの会理事長 

坂元 信幸 社会福祉法人練馬山彦福祉会理事長 二葉 幸三 
練馬区民生児童委員協議会光が丘地区会長 

保護司 

飯村 史恵 立教大学教授 岩瀬 康子 練馬区老人ク ラ ブ連合会 

林田 道子 NPO法人 I  am OK の会 理事長 古賀 真希子 
不登校・ ひき こ も り ・ 発達障害 

地域家族団体「 灯火」 代表 

木内 幹雄 練馬区社協副会長 森  純一 
東京都社会福祉協議会 東京ボラ ンティ ア・ 市

民活動センタ ー副所長 

鈴木 秀和 なゆたふら っ と 代表 渡邉 慎 練馬区福祉部管理課長 

西山 光一 練馬区地域文化部協働推進課長 下郡山 琢 練馬区社協常務理事 

花垣 存彦（ 弁護士）  坂元 信幸（ 学識経験）  松木 孝子（ 民生・ 児童委員）  
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ねりま歳末たすけあい運動推進委員会委員 （任期：令和７年６月３日から令和９年６月２日まで） 

東京都共同募金会練馬地区協力会 練馬地区配分推せん委員会委員 

（任期：令和７年６月３日から令和９年６月２日まで） 

 

白百合福祉作業所運営協議会委員 

（任期：令和７年４月１日から令和８年３月 31 日まで） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区立かたくり福祉作業所運営協議会委員   

（任期：令和７年４月１日から令和８年３月 31 日まで） 

 

氏 名 現 職 等 氏 名 現 職 等 

田中 敏 委員長/練馬区社協会長 平井 紀代子 NPO法人手を つなご 

今井 薫 副委員長/練馬区福祉部障害者施策推進課長 濱野 智恵子 東京都社会福祉協議会 

浅沼 敏幸 練馬区町会連合会会長 渡邉 慎 練馬区福祉部管理課長 

岩瀬 康子 練馬区老人ク ラ ブ連合会 下郡山 琢 練馬区社協常務理事 

小松本 幸美 東大泉地区民生児童委員協議会副会長   

氏名 所属等 役割等 
岩田 敏洋 練馬区社協経営管理課長 委員長 

東海林 玉緒 白百合福祉作業所長 副委員長 

荒井 久子 白百合福祉作業所家族会  

飯島 敏子 白百合福祉作業所家族会  

加藤 眞一 地域住民・ ボラ ン ティ ア  

菊地 亮太 白百合福祉作業所利用者  

岸田 明子 地域住民・ ボラ ン ティ ア  

小泉 かほる 白百合福祉作業所家族会  

廣川 沙羅 練馬区立石神井図書館長  

吉田 北斗 白百合福祉作業所利用者  

渡邉 真智子 白百合福祉作業所家族会  

今井 薫 練馬区福祉部障害者施策推進課長  

倉科 丈人 白百合福祉作業所職員  

氏名 所属等 役割等 

岩田 敏洋 練馬区社協経営管理課長 委員長 

掛札 雪子 かたく り 福祉作業所家族会 副委員長 

塚本 みゆき  かたく り 福祉作業所家族会 副委員長 

赤羽 のどか かたく り 福祉作業所利用者  

黄地 健男 練馬区立大泉第一小学校長  

大関 智 練馬区立大泉町福祉園施設長  

官見 真唯 かたく り 福祉作業所利用者  

齊藤 輝子 地域住民・ かたく り ボラ ン ティ ア  

刺田 只子 大泉町 3 丁目町会副会長  

吉野 紀代子 地域住民・ かたく り ボラ ン ティ ア  

今井 薫 練馬区福祉部障害者施策推進課長  

齋藤 敦 練馬区福祉部障害者施策推進課就労支援係長  

岸  輝貴 かたく り 福祉作業所職員  

出口 育代 かたく り 福祉作業所長  
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練馬ボランティア・地域福祉推進センター運営委員会委員 

（任期：令和６年４月１日から令和８年３月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権利擁護センターほっとサポートねりま運営委員会・成年後見制度利用促進協議会委員 

（任期：令和６年４月１日から令和８年３月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活サポートセンター運営委員会委員（任期：令和６年４月１日から令和８年３月 31 日まで） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊玉障害者地域生活支援センターきらら運営委員会委員 

（任期：令和７年４月１日から令和９年３月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属等 役割等 

山浦 成子 練馬区社協副会長 委員長 

玉井 弘子 大泉学園まち づく り ネッ ト 代表、 練馬区民生児童委員協議会大泉学園地区会長 副委員長 

齋藤 真美 NPO法人むすび理事長  

菅原 英倫 NPO法人ワーカ ーズコ ープ 放課後等デイ サービ スぱれっ と 支援員  

髙橋 薫 NPO法人文化学習共同ネッ ト ワーク 社会事業部統括責任者  

妻鹿 ふみ子 神奈川大学人間科学部 非常勤講師  

渡邉 慎 練馬区福祉部管理課長  

佐藤 修男 練馬区社協地域福祉課長  

氏名 所属等 役割等 

土肥 尚子 東京弁護士会高齢者・ 障害者総合支援センタ ー「 オアシス」  委員長 

飯村 史恵 立教大学教授 副委員長 

石川 康雄 社団法人東京社会福祉士会権利擁護セン タ ー「 ぱあと なあ東京」   

上山 浩司 公益社団法人成年後見セン タ ー「 リ ーガルサポート 」 東京支部 支部長  

奥村 大祐 中村かし わ地域包括支援セン タ ー長  

金杉 和夫 医療法人社団地精会 金杉ク リ ニッ ク 院長  

轡田 英夫 NPO法人 練馬精神保健福祉会理事長  

酒井 玲子 NPO法人成年後見推進ネッ ト こ れから   

中島 加代子 認知症の人を 支える家族の会「 木瓜の花」 代表  

森山 瑞江 練馬手を つなぐ 親の会会長  

渡邉 慎 練馬区福祉部管理課長  

佐藤 修男 練馬区社協地域福祉課長   

氏名 所属等 役割等 

曾我 裕介 日比谷見附法律事務所 委員長 

山浦 成子 練馬区社協副会長 副委員長 

青木 伸吾 有限会社アオキト ゥ ーワン 代表取締役  

明石 寿美 
社会福祉法人つく り っ こ の家 

就労継続支援 B型「 つく り っ こ の家ク ラ ブハウス」 所長 
 

今井 伸 十文字学園女子大学副学長 人間生活学部人間福祉学科教授  

大内 佳和 
認定 NPO法人文化学習協同ネッ ト ワーク  

ねり ま若者サポート ステーショ ン 所長 
 

古賀 真希子 ねり ま不登校・ ひき こ も り ・ 発達障害地域家族会「 灯火」   

藤田 孝典 NPO法人ほっ と プラ ス理事  

森  史子 ぶどう の木代表  

近野 健一 練馬区健康部石神井保健相談所長  

長岡 毅 練馬区福祉部生活福祉課長    

佐藤 修男 練馬区社協地域福祉課長  

氏名 所属等 役割等 

植松 有美 ク ラ ブハウス シン プルラ イ フ 施設長 委員長 

田辺 安之 大泉病院情報管理部医療安全管理室課長 副委員長 

赤川 美智子 ボラ ン ティ ア  

明星 マサ 社会福祉法人つく り っ こ の家理事  

木内 知己 町会商店会関係  

工藤 邦子 NPO法人練馬精神保健福祉会理事  

今井 薫 練馬区福祉部障害施策推進課長  

上野 恵子 練馬区社協障害者生活就労支援課長  

益子 憲明 豊玉障害者地域生活支援セン タ ーき ら ら 所長  
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豊玉障害者地域生活支援センターきらら 練馬区障害者地域自立支援協議会専門部会委員 

（任期：令和６年４月１日から令和８年３月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石神井障害者地域生活支援センターういんぐ運営委員会委員 

（任期：令和７年４月１日から令和９年３月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石神井障害者地域生活支援センターういんぐ 練馬区障害者地域自立支援協議会専門部会委員 

（任期：令和６年４月１日から令和９年３月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者就労支援センター運営委員会委員 

（任期：令和６年４月１日から令和８年３月 31 日まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属等 役割等 

工藤 邦子 NPO法人練馬精神保健福祉会（ NPO法人練馬すずし ろ 会） 理事  

小岩 武 株式会社ク レ イ ハート  介護保険課課長  

小島 建彦 社会福祉法人ハッ ピーネッ ト  ゆめの園上宿ホーム 相談支援セン タ ー長  

田辺 安之 大泉病院情報管理部医療安全管理室課長  

中谷 昭子 豊玉地域包括支援センタ ー 生活支援コ ーディ ネータ ー  

中野 一 東京高次脳機能障害者支援ホーム生活支援係長  

橋本 政博 練馬区民生児童委員協議会春日町・ 田柄地区会長  

森 昌也 練馬区肢体不自由児者と 父母の会会長  

山岸 由香里 練馬区重症心身障害児（ 者） を守る 会会長  

吉見 祐介 社会福祉法人あかねの会生活支援部グループホーム統括主任  

和田 薫 豊玉障害者地域生活支援セン タ ーき ら ら 利用者  

山本 慎也 練馬区福祉部高齢施策担当部高齢者支援課地域包括支援係長  

先崎 芽衣 豊玉保健相談所 地域保健係  

氏名 所属等 役割等 

別司 新奈 NPO法人サニーサイ ド  ケアサポート サニーサイ ド  委員長 

角地 徳久 石神井町石神町会地域福祉部長 副委員長 

岩本 光司 石神井障害者地域生活支援センタ ーう いんぐ 利用者  

大越 友明 社会福祉法人練馬山彦福祉会ワーク ショ ッ プ石神井施設長  

雄谷 江利子 慈雲堂病院地域連携推進部地域連携推進科長  

轡田 英夫 NPO法人練馬精神保健福祉会理事長  

高橋 美幸 練馬区立男女共同参画セン タ ーえーる 所長  

横谷 恭子 NPO法人ハッ ピ ーひろ ば代表  

今井 薫 練馬区福祉部障害者施策推進課長  

上野 恵子 練馬区社協障害者生活就労支援課長  

田﨑 修司 石神井障害者地域生活支援センタ ーう いんぐ 所長  

氏名 所属等 役割等 

木下 育久 石神井障害者地域生活支援センタ ーう いんぐ 利用者  

轡田 英夫 NPO法人練馬精神保健福祉会理事長  

桑野 裕次 医療法人社団翠会 陽和病院 地域連携室  

古山 惠治 社会福祉法人同愛会 東京事業本部  

相良 宏司 東京高次脳機能障害者支援ホーム施設長  

鈴木 英典 NPO法人ほっ と すぺーす ほっ と すぺーすと し まえん所長  

田港 哲斗 フ ァ ミ リ ーナース練馬  

豊島 吉宏 さ さ える 手  

松本 直 医療法人社団翠会 グループホームサン ホーム  

氏名 所属等 役割等 

朝日 雅也 埼玉県立大学名誉教授 委員長 

西村 啓介 練馬区立貫井福祉工房施設長 副委員長 

岩澤 正和 合同会社 gtal i a 代表  

大野 拓 株式会社タ ムラ 製作所  

小島 昇 登録者  

高椋 恵里 東京障害者職業センタ ー主幹  

田中 聡 東京都立練馬特別支援学校進路支援部主幹  

橋本 政博 練馬区民生児童委員協議会障害福祉部会長   

藥袋 高久 池袋公共職業安定所専門援助第二部門統括職業指導官  

今井 薫 練馬区福祉部障害者施策推進課長  

上野 恵子 練馬区社協障害者生活就労支援課長  
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職員の配置状況（令和８年３月 31 日現在）               （ 単位： 人）                                

＊表の構成上、 事務局長と 経営管理課長は経営管理課総務係で、 地域福祉課長はボラ ンティ ア・ 地域福祉推進センタ ーで、

障害者生活就労支援課長はレ イ ンボーワーク で人数をカ ウント し ている。 なお、 育児休暇等、 休職中の職員は含まれない。  

 経営管理課 地域福祉課 障害者生活就労支援課 合計 

総務係 生福 白百合 かたく り  ボラ セン  ほっ と  生活 SC き ら ら  う いんぐ  ﾚｲﾝﾎ゙  ー  

事務局長 1          1 

課長 1    1     1 3 

所長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 

主査 1   1      1 3 

事務 

常勤職員 6 3 1 1 14      25 

契約職員            

非常勤職員 1 6   7      14 

支援員 
常勤職員   7 10  11 12 6 5 7 58 

非常勤職員   4 8  2 1 1 2 10 28 

看護師   1 1       2 

栄養士    1       1 

嘱託医   1 1       2 

生活支援員 

（ 臨時職員）  

     
39     39 

臨時職員 3  4 1 1 1 1 4 2 2 19 

計 14 10 19 25 24 54 15 12 10 22 205 


